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義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律（抜粋） 
（都道府県の教育委員会の任務） 

第１０条 都道府県の教育委員会は、当該都道府県内の義務教育諸学校において使用する教科用図
書の採択の適正な実施を図るため、義務教育諸学校において使用する教科用図書の研究に関し、
計画し、及び実施するとともに、市（特別区を含む。以下同じ。）町村の教育委員会及び義務教

育諸学校（公立の義務教育諸学校を除く。）の校長の行う採択に関する事務について、適切な指
導、助言又は援助を行わなければならない。 

（教科用図書選定審議会） 
第１１条 都道府県の教育委員会は、前条の規定により指導、助言又は援助を行なおうと すると
きは、あらかじめ教科用図書選定審議会（以下「選定審議会」という。）の意見 をきかなければ

ならない。 
２ 選定審議会は、毎年度政令で定める期間、都道府県に置く。 
３ 選定審議会は、条例で定める人数の委員で組織する。 

（教科用図書の採択） 
第１３条 都道府県内の義務教育諸学校（都道府県立の義務教育諸学校を除く。）において使用す

る教科用図書の採択は、第１０条の規定によって当該都道府県の教育委員会が行う指導、助言
又は援助により、種目（教科用図書の教科ごとに分類された単位をいう。以下同じ。）ごとに
１種の教科用図書について行うものとする。 

２ 都道府県立の義務教育諸学校において使用する教科用図書の採択は、あらかじめ選定審議会の
意見をきいて、種目ごとに１種の教科用図書について行うものとする。 

３ 公立の中学校で学校教育法第７１条の規定により高等学校における教育と一貫した教育を施す

もの及び公立の中等教育学校の前期課程において使用する教科用図書については、市町村の教
育委員会又は都道府県の教育委員会は、前２項の規定にかかわらず、学校ごとに、種目ごとに
１種の教科用図書の採択を行うものとする。 

４ 略
５ 略 
６ 第１項から第３項まで及び前項の採択は、教科書の発行に関する臨時措置法（昭和２３年法律

第１３２号。以下「臨時措置法」という。）第６条第１項の規定により文部科学大臣から送付
される目録に登載された教科用図書のうちから行わなければならない。ただし、学校教育法附
則第９条に規定する教科用図書については、この限りでない。 

（同一教科用図書を採択する期間） 
第１４条 義務教育諸学校において使用する教科用図書については、政令で定めるところにより、

政令で定める期間、毎年度、種目ごとに同一の教科用図書を採択するものとする。 

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律施行令（抜粋） 
（選定審議会の所掌事務） 
第８条 選定審議会は、都道府県の教育委員会の諮問に応じ、次に掲げる事項を調査審議し、及び

必要と認めるときは、これらの事項について都道府県の教育委員会に建議する。 
 １ 市（特別区を含む。以下同じ。）町村の教育委員会及び義務教育諸学校（公立の義務教育諸
学校を除く。）の校長の行う教科用図書の採択に関する事務について都道府県の教育委員会の行う

採択基準の作成、選定に必要な資料の作成その他指導、助言又は援助に関する重要事項 
２ 都道府県の設置する義務教育諸学校において使用する教科用図書の採択に関する事項 

（同一教科用図書を採択する期間） 
第１５条 法第１４条の規定により種目ごとに同一の教科用図書を採択する期間（以下この条にお

いて「採択期間」という。）は、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）附則第９条に規定す

る教科用図書を採択する場合を除き、４年とする。 
２ 採択期間内において採択した教科用図書（以下この条において「既採択教科用図書」とい

う。）の発行が行われないこととなつた場合その他の文部科学省令で定める場合には、新たに

関係法令等 
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既採択教科用図書以外の教科用図書を採択することができる。 
３  前項に規定する場合（教育課程の基準の変更に伴い既採択教科用図書の発行が行われないこ

ととなつた場合を除く。）において、新たに採択する教科用図書についての採択期間は、第１
項の規定にかかわらず、既採択教科用図書についての採択期間から文部科学省令で定める期間
を控除した期間とする。 

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律施行規則（抜粋） 

（同一教科用図書の採択の特例） 
第６条 法第１４条の規定により種目ごとに同一の教科用図書を採択する期間についての令第１

５条第２項の規定により文部科学省令で定める場合は、教育課程の基準の変更に伴い採択した

教科用図書の発行が行われないこととなつた場合及び次の各号に掲げる場合とし、同条第３項
の規定により文部科学省令で定める期間は当該各号に掲げる場合の区分に応じ当該各号に定め
る期間とする。 

１ 採択した教科用図書の発行が行われないこととなつた場合（教育課程の基準の変更に伴い採択
した教科用図書の発行が行われないこととなつた場合を除く。） 発行が行われないこととな
つた教科用図書を採択していた期間 

２ 採択した教科用図書の採択に関し発行者その他の教科用図書の採択に直接の利害関係を有する
者の不正な行為があつたと認められる場合 当該採択に関し不公正な行為があつたと認められ
る教科用図書を採択していた期間 

３ 教科用図書検定規則（平成元年文部省令第 20 号）第１２条の規定による再申請（同条に規
定する検定審査不合格の決定の通知に係る申請図書について、当該通知を受けた年度の翌年度
に行われたものに限る。）により文部科学大臣の検定を経て、新たに発行されることとなつた

教科用図書がある場合当該再申請が行われた年度に採択された教科用図書を採択していた期間 
４ 採択地区が設定又は変更された場合 採択地区の設置または変更前に当該地域において採択さ

れていた教科用図書の採択されていた期間 

５ 採択地区内において市（特別区を含む。以下同じ。）町村又は義務教育諸学校（公立の義務教
育諸学校を除く。以下この号において同じ。）若しくは法第 13 条第３項に規定する学校が設
置された場合 市町村又は義務教育諸学校若しくは同項に規定する学校の設置前に当該市町村

又は義務教育学校若しくは同項に規定する学校が設置された地域の属する採択地区において採
択されていた教科用図書の採択されていた期間 

学校教育法（抜粋） 
第３４条 小学校においては、文部科学大臣の検定を経た教科用図書又は文部科学省が著作の名義

を有する教科用図書を使用しなければならない。（中学校は第４９条において準用） 

附 則（抄） 

第９条 高等学校、中等教育学校の後期課程及び特別支援学校並びに特別支援学級においては、当
分の間、第３４条第１項（第４９条、第６２条、第７０条第１項及び第８２条において準用す
る場合を含む。）の規定にかかわらず、文部科学大臣の定めるところにより、第３４条第１項

に規定する教科用図書以外の教科用図書を使用することができる。

令和４年度使用教科書の採択事務処理について（通知）(抜粋) 
（令和３年３月 30 日（２初教科 67 号）） 

（採択に当たっての留意事項） 
都道府県教育委員会においては，無償措置法第 10 条の規定に基づき，新たに発行されること

となった図書について調査研究を行うこと。その際，具体的な実施方法については，各都道府県

教育委員会において，その実情を踏まえて適切に判断されるべきものであること。 
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今後の教科用図書の採択スケジュール 
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令和６年度神奈川県立中等教育学校の前期課程使用教科用図書採択方針 

 令和６年度に神奈川県立中等教育学校の前期課程において使用する教科書（教科書

の発行に関する臨時措置法（昭和 23 年法律第 132 号）第２条第１項の規定による教

科書をいう。）及び学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）附則第９条に規定する教科

用図書の採択に関し、その方針について、神奈川県教科用図書選定審議会の答申をふ

まえ、次のとおり定める。 

 なお、採択の手続き等に関し必要な事項については、この方針に基づき、神奈川

県教育委員会教育長が別に定める。 

１  中等教育学校の前期課程においては、中高一貫教育の特色を踏まえ、学習指導要

領に定められた各教科の目標を達成する上で適切に編集されているか、十分に調査

研究を行い、生徒、学校及び地域の実情を考慮して採択する。その際には、神奈川

県教育委員会が作成した中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課

程用教科用図書調査研究の結果（令和３・４・５・６年度用）、中学校、義務教育

学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果「社会（歴史

的分野）」（令和４・５・６年度用）を活用する。 

２ 採択に当たっては、文部科学大臣が作成する教科書目録（令和６年度使用）から、

採択する。 

３ 採択に当たっては、公正の確保に留意する。 
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令和６年度神奈川県立中等教育学校の前期課程使用教科用図書採択手続要領 

 

 

１ 採択の手続 

  神奈川県立中等教育学校の前期課程の令和６年度使用教科用図書は、各学校長の申出に

基づき、神奈川県教科用図書選定審議会（以下「審議会」という。）の意見を聞いたうえで、

神奈川県教育委員会（以下「県教委」という。）が採択する。 

 

 

２ 専門委員会 

  各学校長は、学校ごとに校長を会長とする専門委員会を設け、義務教育諸学校使用教科

用図書採択方針に基づき、十分検討のうえ採択を希望する教科用図書を選定し、県教委に

申し出る。 

 

 

３ 採択教科用図書の決定 

  県教委は、各学校長からの申出に基づき、審議会の意見を聞いたうえで採択教科用図書

を決定し、各学校長に通知する。 

 

 

４ 需要数の報告 

  各学校長は、通知された採択教科用図書の内から使用教科用図書を定め、必要見込み数

を県教委に報告する。 
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令和６年度使用 

神奈川県立中等教育学校の前期課程 

採択教科用図書一覧

（案） 

神奈川県教育委員会 
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　＜参考＞　発行者一覧

発行者の略称 発行者の略号

東　書 大修館

大日本 啓林館

教　図 山　川

開隆堂 数　研

学　図 日　文

三省堂 学　研

教　出 自由社

教　芸 育鵬社

光　村 学び舎

帝　国 あか図

日　科

　大日本図書株式会社 　株式会社新興出版社啓林館

※発行者の記載順及び略称は、文部科学省発行の中学校用教科書目録（令和６年度使用）による。

発行者 発行者

　東京書籍株式会社 　株式会社大修館書店

　教育図書株式会社 　株式会社山川出版社

　開隆堂出版株式会社 　数研出版株式会社

　学校図書株式会社 　日本文教出版株式会社

　株式会社三省堂 　株式会社Gakken

　教育出版株式会社 　株式会社自由社

　株式会社教育芸術社 　株式会社育鵬社

　光村図書出版株式会社 　株式会社学び舎

　株式会社帝国書院 　あかつき教育図書株式会社

　日本教科書株式会社
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平塚中等教育学校　前期課程

番号 略称 記号 番号 書　　　　　　名

38 光村 国語 704 国語１ 1

38 光村 国語 804 国語２ 2

38 光村 国語 904 国語３ 3

書写 17 教出 書写 703 中学書写 1･2･3

社会
（地理的分野）

46 帝国 地理 703 社会科　中学生の地理　世界の姿と日本の国土 1･2

社会
（歴史的分野）

116 日文 歴史 709 中学社会　歴史的分野 1･2･3

社会
（公民的分野）

2 東書 公民 901 新しい社会　公民 3

地図 46 帝国 地図 702 中学校社会科地図 1･2･3

61 啓林館 数学 705 未来へひろがる数学１ 1

61 啓林館 数学 805 未来へひろがる数学２ 2

61 啓林館 数学 905 未来へひろがる数学３ 3

4 大日本 理科 702 理科の世界１ 1

4 大日本 理科 802 理科の世界２ 2

4 大日本 理科 902 理科の世界３ 3

27 教芸 音楽 702 中学生の音楽１ 1

27 教芸 音楽 803 中学生の音楽２・３上 2･3

27 教芸 音楽 804 中学生の音楽２・３下 2･3

音楽
（器楽合奏）

27 教芸 器楽 752 中学生の器楽 1･2･3

38 光村 美術 702 美術１ 1

38 光村 美術 802 美術２・３ 2･3

保健体育 2 東書 保体 701 新しい保健体育 1･2･3

6 教図 技術 702 New技術・家庭　技術分野　明日を創造する 1･2･3

6 教図 技術 703 New技術・家庭　技術分野　明日を創造する技術ハンドブック 1･2･3

技術・家庭
（家庭分野）

6 教図 家庭 702 New技術・家庭　家庭分野　くらしを創造する 1･2･3

2 東書 英語 701 NEW HORIZON English Course１ 1

2 東書 英語 801 NEW HORIZON English Course２ 2

2 東書 英語 901 NEW HORIZON English Course３ 3

116 日文 道徳 704 中学道徳　あすを生きる１ 1

116 日文 道徳 705 中学道徳　あすを生きる１　道徳ノート 1

116 日文 道徳 804 中学道徳　あすを生きる２ 2

116 日文 道徳 805 中学道徳　あすを生きる２　道徳ノート 2

116 日文 道徳 904 中学道徳　あすを生きる３ 3

116 日文 道徳 905 中学道徳　あすを生きる３　道徳ノート 3

道徳

国語

数学

理科

音楽
（一般）

美術

英語

技術・家庭
（技術分野）

令和６年度使用教科用図書採択希望一覧

種　目
発行者 教　　　　科　　　　書 使用

学年
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平塚中等教育学校の専門委員会の構成及び審議経過について 

専門委員会の構成 

校長 副校長 教頭 事務長 総括教諭（７名） 以上 11 名 

審議経過 

令和６年度使用教科用図書採択方針及び教科用図書採択手続要領に基づき、次のとおり

検討・選定を進めた。 

◆６月８日（木） 第１回専門委員会

◆６月９日（金）～６月 12 日（月） 第２回専門委員会

◆６月 22 日（木） 第３回専門委員会

令和６年度は、令和５年度と同一の教科用図書を採択しなければならないことから、各

教科指導計画や指導方法の更なる改善に生かしていくため、種目ごとに、各教科担当が昨

年度の選定理由や選定した教科用図書の特色等を改めて共有した。 

＜参考＞ 

教育目標 【学校目標】 

1. 中等教育学校に適用される「教育課程の基準の特例」を活用した創立からの教育

課程編成を検証し、生徒の学習目標、意欲に応えたカリキュラム開発を行う

2. 生徒一人ひとりの特性や抱える課題を見極め、問題解決に向け、保護者、学年、

教育相談コーディネーター、スクールカウンセラーや外部機関等と連携した生徒

支援体制を確立する

3. 学習指導および効果的な授業改善と研究授業の充実を図り、学力向上に向けた生

徒の目的意識を醸成する。また、生徒の第一志望の進路実現を図る

4. 多彩な体験活動を通じて、生徒が自らの将来像を展望することを援助し、自立し

た社会観、リーダー性のある生徒を育成する

5. 地域への学校情報の提供を充実させる。また、地域との交流活動に積極的に参画

する

6. 事故・不祥事防止を徹底する。また、生徒の交通安全意識、日常の防災意識や災

害・緊急時の対応力の育成を図る

育てたい 

３つの力 

生きる（Live）～深い洞察と鋭い感性～ 

慈しむ（Love）～高い志と豊かな人間性～ 

学ぶ（Learn）～幅広い教養と光る知性～ 

「自らの健康や他者の生命・人権を尊重し、広く社会に貢献してほしい」 

「郷土かながわを慈しみ、国際社会に羽ばたいてほしい」 

「自ら学び、考え、決断し、行動する力を身につけてほしい」 

学校の 

ミッション

(1) 鋭い感性や独創性を高め、広く社会に貢献する意欲や資質・能力を備えた人材を

育てていく学校

(2) 思いやりの心を持ち、自ら進んで未来を切り拓く意欲や行動力あふれる、豊かな

人間性とリーダーシップを備えた人材を育てていく学校

(3) 自主的な学習態度や向上心を養い、６年間の一貫した教育課程のもとで、幅広い

教養を備えた人材を育てていく学校
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めざす 

生徒像 

(1)自らの心身の健康や他者の生命・人権を尊重し、広く社会に貢献する深い洞察と鋭

い感性を身につけた生徒

(2)郷土神奈川を慈しみ、国際社会に羽ばたき活躍する高い志と豊かな人間性を身に

つけた生徒

(3)自ら学び、考え、決断し、行動する幅広い教養と光る知性を身につけた生徒

かながわ次

世代教養* 

について 

神奈川の豊かな国際性や歴史・自然など地域の特性を生かしつつ、地球規模で環境や

歴史文化、科学技術などを考える視点をもち、適切に情報を活用し、未知の事態や新

しい状況に的確に対応していく力を育成する。このために、「ＩＴ活用」、「英語コミュ

ニケーション」、「伝統文化・歴史」、「地球環境」の学習を中心に、段階を踏んだ体系

的な学習内容と生徒が自ら学び方を学ぶ能動的な学習形態により、６年間継続した学

習活動を行っている。 

* 県立中等教育学校において、中高一貫教育の特色を生かした探究活動を行うための学習活動のこと
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

 

県立平塚中等教育学校 前期課程 

種目 国語 

発行者の番号・略称 ３８ 光村 

教科書の記号・番号 国語 ７０４、８０４、９０４ 

書名 国語１ 

国語２ 

国語３ 

使用学年 １、２、３ 

[選定理由] 

本校がめざす学校像は、「６年間の一貫した教育課程のもとで、幅広い教養と独創性を

備え、次世代を担うリーダーを育てていく学校」である。また、本校の教育理念は「深い

洞察と鋭い感性」、「高い志と豊かな人間性」、「幅広い教養と光る知性」の３つである。 

本校の国語科においては、「表現コミュニケーション力」の育成を重視し、学習活動の

「話すこと・聞くこと」「書くこと」に重きを置いて、他者との関わりを通して自分の意

見を表現できることをめざしている。また授業では想像力・表現力を培い、「国語力」・

「問題解決能力」を高めることを目標にしている。さらに「想像力や思考力を伸長し言語

感覚を磨く基礎となる語彙力を高める」ことや、「問う力の育成」にも重点を置いている。 

 

これらを踏まえ、特に「表現コミュニケーション力の育成」「情報活用能力の育成」「語

彙力の育成」といった観点で、東京書籍「新編 新しい国語１，２，３」、三省堂「現代

の国語１，２，３」、教育出版「伝え合う言葉 中学国語１，２，３」、光村図書「国語

１，２，３」という全４者の教科書を比較・検討した。 

 

その結果、 

○ 表現コミュニケーション力の育成に関して、「話すこと・聞くこと」「書くこと」と

いう表現コミュニケーション活動に関する『根拠の適切さを考えて書こう』などといっ

た資料や活動例が掲載されていること。 

○ 情報活用能力の育成に関して、情報の収集、読取り、引用などを扱った『情報整理の

レッスン』のコーナーが設けられていること。 

○ 語彙力の育成に関して、言葉の特徴や使い方、情報の扱い方などを扱った『思考のレ

ッスン』『語彙を豊かに』『表現テーマ例集』などが掲載されていること。 

○ その他、「幅広い教養を備える」視点では、日本の「伝統的な言語文化」に触れた小
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単元『季節のしおり』などが掲載されていることや、発展的な学習資料や文章を扱った

『学習を広げる』が掲載されていること。 

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、光村図書出版の

「国語１，２，３」を選定した。 
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「県立平塚中等教育学校 令和６年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 国語 

東書 三省堂 教出 光村 

内容と構

成 

・伝統や文化に関する

教育の充実について、

筆者のものの見方や考

え方、表現の仕方、当

時の状況や作者の思い

を捉える『伊曽保物

語』『枕草子・徒然草』

などが掲載されてい

る。

・体験活動の充実につ

いて、「書くこと」の領

域では、体験したこと

を場面に応じた形式で

書く活動が『依頼状や

お礼状を書こう』など

に掲載されている。

・情報活用能力の育成

について、各学年にメ

ディア・リテラシーを

扱った『「正しい」言葉

は信じられるか』など

が掲載されている。

・情報の扱い方、言葉

の特徴・使い方などを

扱った巻末基礎編『学

びを支える言葉の力』、

『文法解説』、資料編

『発想の方法』、折込

『学びを支える言葉の

力』のコーナー一覧な

どが掲載されている。

・伝統や文化に関する教

育の充実について、音読

して古典の世界を感じ取

り、ものの見方や感じ

方・考え方を捉える『竹

取物語』『枕草子・徒然

草』などが掲載されてい

る。

・体験活動の充実につい

て、「書くこと」の領域

では、経験に基づいてわ

かりやすく伝える文章を

書く活動が『体験に向き

合い意味づける』に掲載

されている。

・情報活用能力の育成に

ついて、『情報社会に生

きる—メディア・リテラ

シー』を読み、情報と適

切に関わって生きること

を扱った『複数の情報を

関連づけて考えをまとめ

る』が掲載されている。

・読書や我が国の伝統文

化などを扱った巻末資料

編『小さな図書館』『落

語 桃太郎』などが、ま

た折込で『思考の方法一

覧』などが掲載されてい

る。

・伝統や文化に関する教

育の充実について、音読

して内容を捉え、古人の

ものの見方や考え方、情

景・心情を考える『物語

の始まり』『敦盛の最

期』などが掲載されてい

る。

・体験活動の充実につい

て、「書くこと」の領域

では、体験をもとに情報

を集め、整理して文章を

書く活動が『材料を整理

して案内文を書く』など

に掲載されている。

・情報活用能力の育成に

ついて、編集されたメデ

ィアの特徴を扱った『全

ては編集されている』な

ど、各学年でメディア・

リテラシーに関する教材

が掲載されている。

・言葉の特徴や使い方、

読書などを扱った巻末資

料『言葉の自習室』『話

すこと・書くことテーマ

例集』、折込『表現に役

立つ言葉』のコーナーな

どが掲載されている。

・伝統や文化に関する教

育の充実について、音読

して古典の世界に親し

み、表現の仕方や文体の

特徴に着目し読み味わう

『蓬莱の玉の枝』『扇の

的』『季節のしおり』な

どが示されている。

・体験活動の充実につい

て、「書くこと」の領域

では、日常の体験から題

材を選び目的に応じた文

章を書く活動が『根拠の

適切さを考えて書こう』

などに掲載されている。

・情報活用能力の育成に

ついて、『情報を集めよ

う』『情報を読み取ろ

う』『情報を引用しよ

う』などを扱った『情報

整理のレッスン』のコー

ナーが掲載されている。

・言葉の特徴や使い方、

情報の扱い方などを扱っ

た巻末『思考のレッス

ン』一覧、表現テーマ例

集、『語彙を豊かに』、折

込『学習の窓一覧』など

が掲載されている。

分量・装

丁・表記

等 

・巻頭詩、『目次』『１

年で学ぶこと』『学習の

進め方・教科書の使い

方』『言葉の学習を始め

よう』な ど、本編１章

～７章、巻末『基礎

編』『資料編』で構成さ

れている。

・『目次』『領域別教材一

覧』『この教科書の使い

方 確かな言葉の力をつ

けるために』、本編１章

～９章、巻末『文法のま

とめ』『読書の広場』『資

料編』で構成されてい

る。 

・巻頭文、『目次』『言葉

の地図』、本編一章～九

章（３学年一章～八

章）、『学びのチャレン

ジ』のコーナー、『言葉

と文法解説編』『言葉の

自習室』『折込』『漢字』

で構成されている。

・巻頭詩、『目次』『この

教科書で学習するみなさ

んへ』など、本編１章～

８章、巻末『文法・漢

字・振り返り』『学習を

広げる』（『学習の窓一

覧』など）で構成されて

いる。
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

 

県立平塚中等教育学校 前期課程 

種目 書写 

発行者の番号・略称 １７ 教出 

教科書の記号・番号 書写 ７０３ 

書名 中学書写 

使用学年 １・２・３ 

[選定理由] 

 本校がめざす学校像は、「６年間の一貫した教育課程のもとで、幅広い教養と独創性を

備え、次世代を担うリーダーを育てていく学校」である。また、本校の教育理念は「深い

洞察と鋭い感性」、「高い志と豊かな人間性」、「幅広い教養と光る知性」の３つである。 

本校の国語科では「表現コミュニケーション能力」の育成を重点目標としていることか

ら、特に１学年では「書写」を重視し、毛筆における運筆の方法を身に付け、伝統的な日

本文化を理解することをめざしている。 

また、日常生活と結びつき、生かしていくことができる書写も大切にしている。 

 

これらを踏まえ、特に「毛筆における運筆」「伝統的な日本文化の理解」「日常生活と

の結びつき」という観点から、東京書籍「新しい書写一，二，三年」、三省堂「現代の書

写一・二・三」、教育出版「中学書写」、光村図書「中学書写一・二・三年」という全４

者の教科書を比較・検討した。 

 

その結果、 

〇毛筆における運筆に関して、筆遣いや穂先の動き、筆圧などの写真や濃淡の墨、数字、

記号などが説明に用いられ、『考えよう』で模範例が例示されていること、また、実

寸大の書写見本に、留意点を示す赤線が入っており、朱墨の濃淡による範例が掲載さ

れていること。 

〇伝統的な日本文化の理解に関して、教材に古典文学作品である『竹取物語』や『枕草

子』『平家物語』『おくのほそ道』をはじめ、『文字の変遷』『日本建築と書』『芸

術としての書道』などのコラムが掲載されていること。 

〇日常生活との結びつきに関して、新聞、原稿用紙、案内状など生活に根差す書写の題

材が掲載されていること。特に、社会とのつながりを重視し、外部機関に対して「お

礼状」を書く活動が設けられていること。 

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、教育出版「中学

書写」を選定した。 
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「県立平塚中等教育学校 令和６年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果 

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成 

 

種目 書写 

 東書 三省堂 教出 光村 

内容と構

成 

・言語能力の育成につ

いて、情報を整理した

ノートやレポートの書

き方、効果的なメモの

書き方などの学習活動

が、各学年の基本単元

や『書写活用ブック』

に例示されている。 

・伝統や文化に関する

教育の充実について、

多様な文字文化につい

て示されたコラム『文

字のいずみ』が掲載さ

れている。『書き初め』

の模範例が示されてい

る。 

・体験活動の充実につ

いて、保育園への職場

訪問や本のポップの制

作などが各学年の『生

活に広げよう』に設定

されている。 

・情報活用能力の育成

について、職場訪問の

レポートの書き方など

が『書写活用ブック』

に記載されている。 

・運筆の能力の育成に

ついて、基本点画や行

書特有の４つの筆の動

き（『二』『口』『十』

『人』）が、朱墨やイラ

ストで表され『確かめ

よう』で例示されてい

る。 

・生活に役立てる観点

について、行事の案内

など知識・技能を活用

する学習活動が、『生活

に広げよう』や『書写

活用ブック』などで例

示されている。 

・言語能力の育成につい

て、グループ新聞や情報

誌、名言集などの制作や

記事を互いに推敲した

り、作品を読み合ったり

する言語活動が『やって

みよう』で例示されてい

る。 

・伝統や文化に関する教

育の充実について、現代

まで続く文字の歴史や文

化を取り上げた『文字の

変遷』や、文字に関わる

仕事で活躍する人物の紹

介が掲載されている。 

・体験活動の充実につい

て、書写で学習したこと

を用いて新聞や情報誌な

どを書く学習活動が、各

学年末の『やってみよ

う』に設定されている。 

・情報活用能力の育成に

ついて、書写で学習した

ことを用いて情報を整理

し、まとめる学習活動が

例示された『やってみよ

う』が各学年に設定され

ている。 

・運筆の能力の育成につ

いて、毛筆の行書での穂

先の動きが濃淡の墨で示

され、筆脈はイラストで

示されている。文字を正

しく整えて速く書く仕事

の『達人』が紹介されて

いる。 

・生活に役立てる観点に

ついて、書写で学んだこ

とを日常の多様な「書

く」場面で用いる『書い

て身につけよう』『やっ

てみよう』が設定されて

いる。 

・言語能力の育成につい

て、情報を整理してポス

ターやレポートを書き、

相手に応じた内容の伝え

方を考える学習活動など

が『学校生活に生かして

書く』などに示されてい

る。 

・伝統や文化に関する教

育の充実について、『文

字の変遷』や『日本建築

と書』、『芸術としての書

道』が『コラム』などに

掲載され、『書き初め』

の模範例が巻末に掲載さ

れている。 

・体験活動の充実につい

て、お薦めの本の帯やポ

ップを、レイアウトや書

体を工夫して書く活動な

どが掲載されている。 

・情報活用能力の育成に

ついて、分類メモなどか

ら観察・取材レポートや

新聞を書く『学習を生か

して書く』などが設定さ

れている。 

・運筆の能力の育成につ

いて、行書の筆づかいや

穂先の動き、筆圧などの

学習では写真や濃淡の

墨、数字、記号などが説

明に用いられ、『考えよ

う』で例示されている。 

・生活に役立てる観点に

ついて、書写で学んだこ

とを用いる『学習を生か

して書く』などが設定さ

れ、日常で触れる原稿用

紙・案内状・礼状・手紙

などが巻末の『書式の教

室』などに示されてい

る。 

・言語能力の育成につい

て、硬筆で名文を書いて

味わう学習活動として、

各学年に『季節のしお

り』、書写ブックに『名

文を書いてみよう』が掲

載されている。 

・伝統や文化に関する教

育の充実について、書写

の道具の製造過程の紹介

が裏表紙に掲載され、伝

統文化や文字文化につい

ては『コラム』や『発

展』に掲載されている。 

・体験活動の充実につい

て、書写で学習したこと

を学校生活に用いる活動

が示された『学校生活』

や『国語』、『私の好きな

言葉』が各学年に設定さ

れている。 

・情報活用能力の育成に

ついて、書写で学んだこ

とを用いて、伝えたいこ

とを整理して書き表す学

習活動が『学校生活』な

どで示されている。 

・運筆の能力の育成につ

いて、毛筆の行書特有の

穂先の動きや穂先の向き

などが、筆の写真や記

号、数字などを用いて

『考えよう』や『確かめ

よう』に示されている。 

・生活に役立てる観点に

ついて、手紙や送り状の

書き方など、学校での生

活や日常生活で用いる例

が掲載され、そのポイン

トが『日常に役立つ書

式』に示されている。 
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

県立平塚中等教育学校 前期課程 

種目 社会（地理的分野） 

発行者の番号・略称 46 帝国 

教科書の記号・番号 地理 703 

書名 社会科 中学生の地理 世界の姿と日本の国土 

使用学年 １・２ 

[選定理由] 

本校がめざす学校像は、「６年間の一貫した教育課程のもとで、幅広い教養と独創性を

備え、次世代を担うリーダーを育てていく学校」である。 

本校における育成したい３つの力（表現コミュニケーション力、科学・論理的思考力、

社会生活実践力）を育むために、社会科では探究的な活動、課題解決型の学習、言語活動

の充実を図ることを重視し、学習内容をより身近なものにすることで興味関心を高めるこ

とを授業における重点箇所としている。また、本校の特色である「かながわ次世代教養」

の学習に生かすことができるという観点も含め、重点を置いている。 

これらを踏まえ、特に、「探究的な活動」、「課題解決型の学習」の観点から学習活動

について全４者の教科書を比較・検討し、東京書籍の「新編 新しい社会 地理」、帝国

書院の「社会科 中学生の地理 世界の姿と日本の国土」の２者に絞った。 

次に、本校の社会科では「社会の事象やさまざまな資料に対する多面的な見方や考え方、

分析して表現する力を培う」ことに加え、「かながわ」・「日本」・「世界」を知る特別

活動等との関連で「世界とのかかわりの中の日本」という地理的・歴史的な視点の育成を

重視している。さらに中等教育学校であるからこその高校（後期課程）の地理へのつなが

りも踏まえ、これらの観点で再度、２者の教科書を比較・検討した。 

その結果、 

○多面的・多角的に考察し、表現することについて、教科書全体のグラフ・写真・絵・

図表・索引が掲載され、地理的事象の表現方法や調べ方が提示された『技能をみがく』

が設定されている。

○世界とのかかわりについて、『未来に向けて』のページで、ＳＤＧｓに関連した内容

を取り上げ、国際社会や現代の日本が抱えるエネルギー問題や諸課題が掲載されてい

る。
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こうした題材や資料等が本校生徒の学習に最も適していると判断し、帝国書院の「社会

科 中学生の地理 世界の姿と日本の国土」を選定した。 
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「県立平塚中等教育学校 令和６年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 社会（地理的分野） 

教育基

本法、

学校教

育法及

び学習

指導要

領との

関連と

の関連 

東書 教出 帝国 日文 

・「知識・技能」の習

得について、『地図帳

を使って次の都道府県

を探しましょう』な

ど、『チェック』が設

けられている。また、

『日本略地図の描き

方』や『統計資料の使

い方』などの基礎的・

基本的な技能について

『スキル・アップ』で

取り上げられている。 

・「思考力・判断力・

表現力等」の育成につ

いて、学習内容ごとに

『学習課題』が設定さ

れている。また、単元

の最初と最後に『探究

課題』が掲載されてい

る。 

・「学びに向かう力・

人間性等」の涵養につ

いて、学習内容と関連

のある現代社会の事例

について『地理にアク

セス』に掲載されてい

る。また、『水没の危

機にあるツバル』など

を取り上げた『もっと

地理』が設けられてい

る。 

・「知識・技能」の習得

について、『日本の白地

図に都道府県名、県庁

所在地名を記入し、整

理しよう』など、『確認』

が設けられている。ま

た、基礎的・基本的な技

能について『地理の技』

で取り上げられてい

る。 

・「思考力・判断力・表

現力等」の育成につい

て、学習内容ごとに『表

現』が設定されている。

また、単元の最後に『表

現しよう』が掲載され

ている。 

・「学びに向かう力・人

間性等」の涵養につい

て、日本の諸課題を取

り上げた『現代日本の

課題を考えよう』が設

けられている。また、

『公害を乗り越えて』

など日本の諸課題を取

り上げた『現代日本の

課題を考えよう』が設

けられている。 

・「知識・技能」の習得

について、『都・道・府

がつく都道府県名をそ

れぞれ挙げよう』など、

『確認しよう』が設け

られている。また、基礎

的・基本的な技能につ

いて『技能をみがく』で

取り上げられている。 

・「思考力・判断力・表

現力等」の育成につい

て、巻頭で『地理的な見

方・考え方』を解説して

いる。また、学習ごとに

『説明しよう』が掲載

されている。 

・「学びに向かう力・人

間性等」の涵養につい

て、地域社会の取組事

例を掲載した『地域の

在り方を考える』が設

けられている。また、

『地球温暖化による影

響と危機』など持続可

能な社会に関連した取

組を紹介した『未来に

向けて』が設けられて

いる。 

・「知識・技能」の習得

について、『47 都道府

県の県名と県庁所在地

名を書きましょう』な

ど、『確認』が設けられ

ている。また、基礎的・

基本的な技能について

『スキル UP』で取り

上げられている。 

・「思考力・判断力・表

現力等」の育成につい

て、表見返しで『地理

的な見方・考え方』が

解説されている。また、

『チャレンジ地理』が

掲載されている。 

・「学びに向かう力・人

間性等」の涵養につい

て、学習課題を示した

『アクティビティ』が

設けられている。また、

『アフリカの紛争と私

たち』など日本や国際

社会の諸課題を取り上

げた『自由研究』が設

けられている。 

かなが

わ教育

ビジョ

ンとの

関連 

・［思いやる力］の

「いのちの大切さ」に

ついて、自然災害の防

災と減災について考

え、実践できることが

『自然災害と防災・減

・［思いやる力〕の「い

のちの大切さ」につい

て、自然災害の防災と

減災について考え、実

践できることが『災害

から身を守るために』

・［思いやる力］の「い

のちの大切さ」につい

て、自然災害の防災と

減災について考え、実

践できることが『自然

災害に対する備え』に

・［思いやる力］の「い

のちの大切さ」につい

て、自然災害の防災・

減災への取り組みにつ

いて考え、実践できる

ことが『災害にそなえ
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災への取り組み』に示

されている。 

・［たくましく生きる

力］の「情報化」につ

いて、ICT を活用した

医療の可能性が『ＩＣ

Ｔで変わる離島の医

療』などで取り上げら

れている。 

・［社会とかかわる

力］の「地域貢献活

動」について、青年海

外協力隊としてアフリ

カで食事の改善に取り

組む活動の様子が『発

展に向けた課題』で取

り上げられている。 

に示されている。 

・［たくましく生きる

力］の「情報化」につい

て、ICT を活用した農

業の可能性が『地域お

こしの知恵』などで取

り上げられている。 

・［社会とかかわる力］

の「地域貢献活動」につ

いて、熊本地震の被災

地で、日本人とともに

カレーをふるまうネパ

ール人の様子が『災害

から身を守るために』

で取り上げられてい

る。 

示されている。 

・［たくましく生きる

力］の「情報化」につい

て、ICT を活用した地

域おこしが『通信網を

生かした地域おこしの

取り組み』などで取り

上げられている。 

・［社会とかかわる力］

の「地域貢献活動」につ

いて、自然の保全活動

について『熊野古道の

保全に取り組む人の

話』で取り上げられて

いる。 

るために』に示されて

いる。 

・［たくましく生きる

力］の「情報化」につ

いて、ICT の発達によ

る生活の変化が『交通・

通信からみた日本の地

域的特色と地域区分』

などで取り上げられて

いる。 

・［社会とかかわる力］

の「地域貢献活動」に

ついて、ボランティア

による雪かきの支援が

『寒冷な気候に対応し

た人々の生活』で取り

上げられている。 

内容と

構成 

・主体的・対話的で深

い学びについて、『地

図帳で調べよう』など

小集団での参加型学習

のテーマを示した『み

んなでチャレンジ』が

設けられている。 

・言語能力の育成につ

いて、単元のまとめに

『日本はどのような姿

をしているのでしょう

か』などの『探究課

題』が設けられてい

る。 

・情報活用能力の育成

について、写真やグラ

フ・地図などの資料の

読み取り方や調べ学習

を行う際の手法などが

『スキル・アップ』に

掲載されている。 

・学習内容のはじめに

は『学習課題』、終末

には学習内容を確認す

・主体的・対話的で深い学

びについて、『シンガポー

ルはいま』などを取り上

げた『特設ページ』が設け

られている。 

・言語能力の育成につい

て、単元末に『言葉や習慣

が異なる人たちと社会生

活を送るために、どのよ

うな工夫が必要だろう

か』などの『意見を交換し

よう』が設けられている。 

・情報活用能力の育成に

ついて、写真やグラフ・地

図などの資料の読み取り

方のヒントが、『読み解こ

う』に掲載されている。 

＜生徒にとって分かりや

すく理解が深まるような

構成上の工夫や配慮につ

いて＞ 

・学習内容のはじめには

『学習課題』、終末には学

習内容を確認する『確認』

・主体的・対話的で深い学

びについて、『ブラジルの

熱帯雨林は、どのように

して開発されているのか

な』などの問いがキャラ

クターの吹き出しで掲載

されている。 

・言語能力の育成につい

て、単元末に、学習内容に

関連した言語活動のテー

マを掲載した『特設ペー

ジ』が設けられている。 

・情報活用能力の育成に

ついて、『ハザードマップ

の読み方』や『防災情報の

入手のしかた』などが、

『技能をみがく』に掲載

されている。 

・学習内容のはじめには

『学習課題』、終末には学

習内容を確認する『確認

しよう』と学習したこと

を活用する『説明しよう』

が設定され、学習の流れ

・主体的・対話的で深い

学びについて、『なぜ六つ

の祭りが集まって東北絆

まつりが開催されている

のでしょうか』など学習

内容に関連した『クイズ』

が設けられている。 

・言語能力の育成につい

て、『地域の魅力を広めよ

う』など言語活動のテー

マを掲載した『アクティ

ビティ』が設けられてい

る。 

・情報活用能力の育成に

ついて、『統計資料を活用

する』や『巻末資料の使い

方』が『スキル UP』に掲

載されている。 

・学習内容のはじめには

『学習課題』、終末には学

習内容を確認する『確認』

と学習内容を深める『深

めよう』が設定され、学習

の流れが提示されてい
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る『チェック』と発展

的な課題を提示した

『トライ』が設定さ

れ、学習の流れが示さ

れている。 

・生徒の社会的な見

方・考え方を働かせる

学習について、地理的

な見方・考え方を活用

して考察する問い『見

方・考え方』が設けら

れている。 

・課題を追究・解決す

る活動の充実を図るこ

とについて、単元のは

じめに『探究課題』が

提示され、終わりには

『探究課題を解決しよ

う』が掲載されてい

る。 

と学習したことを活用す

る課題を示した『表現』が

設定され、学習の流れが

示されている。 

・生徒の社会的な見方・考

え方を働かせる学習につ

いて、『位置や広がり』な

どの『見方・考え方』のポ

イントが提示されてい

る。 

・課題を追究・解決する活

動の充実を図ることにつ

いて、学習内容のはじめ

に『学習課題』が提示され

ている。さらに終わりに

は『確認』『表現』が掲載

されている。 

が提示されている。 

・生徒の社会的な見方・考

え方を働かせる学習につ

いて、巻頭に『位置や分

布』などの『地理的な見

方・考え方』のポイントが

提示されている。 

・課題を追究・解決する活

動の充実を図ることにつ

いて、学習内容のはじめ

に『学習課題』が提示され

ている。さらに終わりに

は『確認しよう』『説明し

よう』が掲載されている。 

る。 

・生徒の社会的な見方・

考え方を働かせる学習に

ついて、巻頭に『位置や分

布』などの『地理的な見

方・考え方』のポイントが

提示されている。 

・課題を追究・解決する

活動の充実を図ることに

ついて、学習内容のはじ

めに『学習課題』が提示さ

れている。さらに終わり

には『確認』『深めよう』

が掲載されている。 
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学びを

人生や

社会に

生かそ

うとす

る「学

びに向

かう

力・人

間性

等」を

涵養す

るため

の工夫

や配慮 

東書 教出 啓林館 日文 

「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、社

会で数学が活用されてい

る事例を取り上げた『デ

ザインにひそむ数学』な

ど、『学びをひろげよう』

のコーナーが掲載されて

いる。 

「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、社

会で数学が活用されてい

る事例を取り上げた『ラ

ンドルト環』など、『数学

の広場』のコーナーが掲

載されている。 

「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、社

会で数学が活用されてい

る事例を取り上げた『緊

急地震速報』など、『自分

から学ぼう編』の『学びを

いかそう』のコーナーが

掲載されている。 

 「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、社

会で数学が活用されてい

る事例を取り上げた『身

のまわりの正の数と負の

数』など、『数学のたんけ

ん』のコーナーが掲載さ

れている。 

主体

的・対

話的で

深い学

びの実

現に向

けた学

習活動

に資す

る工夫

や配慮 

東書 教出 啓林館 日文 

主体的・対話的で深い学

びについて、話し合う中

で課題解決をする活動

『深い学び』のコーナー

が掲載されている。 

主体的・対話的で深い学

びについて、話し合う中

で課題解決をする活動

『Ｑ 目標を達成するこ

とはできるのかな？』な

どが掲載されている。 

主体的・対話的で深い学

びについて、話し合う中

で課題解決をする活動

『説明しよう』や『話しあ

おう』が掲載されている。 

主体的・対話的で深い学

びについて、話し合う中

で課題解決をする活動

『学び合おう』のコーナ

ーが掲載されている。 

体験活

動の充

実 

東書 教出 啓林館 日文 

体験活動の充実につい

て、実際に調べたり、実験

を行ったりする活動を課

題とした『くじを先にひ

く？あとにひく？』など

が掲載されている。 

体験活動の充実につい

て、実際に調べたり、実験

を行ったりする活動を課

題とした『立体の体積と

表面積』の問題などが掲

載されている。 

体験活動の充実につい

て、実際に調べたり、実験

を行ったりする活動を課

題とした『ゆっくり落ち

る紙の形や大きさは？』

の問題などが掲載されて

いる。 

体験活動の充実につい

て、実際に調べたり、実験

を行ったりする活動を課

題とした正多面体の特徴

を調べる問題などが掲載

されている。 

情報活

用能力

の育成 

東書 教出 啓林館 日文 

情報活用能力の育成につ

いて、標本を無作為に抽

出する方法として、コン

ピューターの表計算ソフ

トの操作手順が『母集団

から標本を取り出す方法

について考えてみよう』

に掲載されている。 

情報活用能力の育成につ

いて、標本と無作為抽出

する方法の一つとして、

コンピューターの表計算

ソフトを利用する方法

が、『標本調査とデータ活

用』に掲載されている。 

情報活用能力の育成につ

いて、プログラミングの

段階的な学習を課題とし

た『プログラミングで模

様をつくろう』や『表計算

ソフトを使って』などが

掲載されている。 

情報活用能力の育成につ

いて、プログラミングの

学習を課題とした『素数

を求めるプログラムを考

えよう』など、『プログラ

ムと数学』が掲載されて

いる。 
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

 

県立平塚中等教育学校 前期課程 

種目 社会（歴史的分野） 

発行者の番号・略称 116 日文 

教科書の記号・番号 歴史 709 

書名 中学社会 歴史的分野 

使用学年 １・２・３ 

[選定理由] 

本校がめざす学校像は、「６年間の一貫した教育課程のもとで、幅広い教養と独創性を

備え、次世代を担うリーダーを育てていく学校」である。 

本校における育成したい３つの力（表現コミュニケーション力、科学・論理的思考力、

社会生活実践力）を育むために、社会科では「探究的な活動、課題解決型学習、言語・表

現活動の充実を図る」ことを重視し、学習内容をより身近なものにすることで興味関心を

高めることを授業における重点箇所としている。また、「かながわ」、「日本」、「世界」

それぞれの視点に立った教養を身につけ、国際社会で活躍する次世代のリーダーを育成す

ることが学校の目標であることを踏まえ、特に社会の教科書選定においては、将来の「世

界について」の視野を広げる観点も含め、重点を置いている。 

 

これらを踏まえ、特に、「探究的な活動、課題解決型学習、言語・表現活動の充実を図

る」「多面的・多角的な見方・考え方を働かせる学習が設定されている」の観点から学習

活動について全８者の教科書を比較・検討し、帝国書院の「社会科 中学生の歴史 日本

の歩みと世界の動き」、教育出版の「中学社会 歴史 未来をひらく」、日本文教出版の

「中学社会 歴史的分野」、の３者に絞った。 

 

次に、本校の社会科が重視している「主体的・対話的で深い学びに向けた学習活動に資

する工夫や配慮」、「社会の事象やさまざまな資料に対する多面的な見方や考え方、分析

して表現する力を培う」ことに加え、「かながわ」・「日本」・「世界」を知る特別活動

等との関連で「世界とのかかわりの中の日本」という地理的・歴史的な視点の育成、さら

に中等教育学校であるからこその高校（後期課程）へのつながりも踏まえ、これらの観点

で再度、３者の教科書を比較・検討した。 

 

その結果、 

〇「主体的・対話的で深い学びに向けた学習活動に資する工夫や配慮」に関して、『学
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習課題』を提示し、『見方・考え方』『深めよう』では、学習課題への理解を深める

問いが掲載され、また、『時系列』『推移』『比較』『つながり』をキーワードとし

た『見方・考え方』が掲載されている。 

〇「社会の事象やさまざまな資料に対する多面的な見方や考え方、分析して表現する力

を培う」に関して、社会的事象を時期や内容、立場を変えて表にまとめる作業が、編

のまとめの『アクティビティ』に掲載されている。 

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、日本文教出版の

「中学社会 歴史的分野」を選定した。 
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「県立平塚中等教育学校 令和６年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前 期課程教科用図書調査研究の結果

「社会（歴史的分野）」（令和４・５・６年度用）」令和３年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 社会（歴史的分野） 

東書 教出 帝国 山川 

課題を追

究・解決

する活動

の充実を

図るため

の工夫や

配慮 

課題を追究・解決する活

動について、地域、日本の

震災の歴史を取り上げた

現代的な課題について考

える、『地域の歴史を調べ

よう』や『歴史に学び、未

来へと生かそう』が掲載

されている。また、各節の

冒頭と各章末に『探究課

題』が設けられている。 

課題を追究・解決する活

動について、現代的な課

題について考える『身近

な地域の歴史を調べよ

う』や『歴史を探ろう』が

掲載されている。また、歴

史学習の終わりに、『現代

の課題について、歴史の

流れをふまえて考えてみ

よう』が設けられている。 

課題を追究・解決する活

動について、SDGｓに関

連する内容など、現代社

会の諸課題について課題

を追究・解決する内容の

『未来に向けて』が掲載

されている。また、章・節・

学習内容で、『章の問い』

『節の問い』『学習課題』

が設定されている。 

課題を追究・解決する活

動について、現代の諸課

題について考察する内

容、『地域からのアプロー

チ』『今日の世界』『現代の

日本と世界』が掲載され

ている。また、課題につい

て話し合い、考察する活

動が『歴史を考えよう』に

設定されている。 

日文 自由社 育鵬社 学び舎 

課題を追究・解決する活

動について、災害の歴史

や政治参加の歴史など、

未来へ向けての課題が

『「歴史との対話」を未来

に活かす』に掲載されて

いる。また、考えたり対話

したりする課題が『チャ

レンジ歴史』に設定され

ている。 

課題を追究・解決する活

動について、歴史から現

代の日本の特色を考える

活動が巻末の『歴史を学

んで』に掲載されている。

また、各時代から見い出

した課題について調べ、

考える活動が『調べ学習

のページ』に掲載されて

いる。 

課題を追究・解決する活

動について、対立する意

見を掲載し、課題を解決

する活動が『歴史のター

ニングポイント』に掲載

されている。また、歴史で

の学習を将来にどう生か

していくのかを文書にま

とめる活動が『歴史学習

のまとめ』で掲載されて

いる。 

課題を追究・解決する活

動について、歴史的な出

来事と関連した現代の諸

課題を解決するために何

をすべきかを考える『歴

史を現代とつなげて、考

えを深めましょう。』とい

う内容が『学習のまとめ』

に掲載されている。 

東書 教出 帝国 山川 

社会的事

象につい

て生徒が

多面的・

多角的に

考察、構

想し、表

現するた

めの工夫

や配慮 

社会的事象を多面的・多

角的に考察することに

ついて、『Ⅹチャート』や

『くらげチャート』な

ど、考えるための技法

が、各章の『まとめの活

動』に設けられている。

また、『探究課題』『探究

のステップ』『学習課題』

『チェック』『トライ』が

設けられている。 

社会的事象を多面的・多

角的に考察することにつ

いて、学習内容について

視点を変えて捉える『歴

史を探ろう』『歴史の窓』

が設定されている。歴史

的事象を多面的、多角的

に考察し、自分の言葉で

まとめる活動が、『学習の

まとめと表現』に掲載さ

れている。 

社会的事象を多面的・多

角的に考察することにつ

いて、関連する資料から、

問題の解決を図るための

活動が、『多面的・多角的

に考えてみよう』に掲載

されている。また、各章末

に、学習した内容を自分

の言葉でまとめる活動

が、『章の学習を振り返ろ

う』に設定されている。 

社会的事象を多面的・多

角的に考察することにつ

いて、さまざまな立場や

時代の特色を捉え、自分

の言葉で表現する問い

が、各章末の『まとめ』に

掲載されている。また、多

面的・多角的に考察する

内容や資料が『歴史を考

えよう』に掲載されてい

る。 

日文 自由社 育鵬社 学び舎 

社会的事象を多面的・多

角的に考察することに

ついて、社会的事象を時

期や内容、立場を変えて

表にまとめる作業が、編

のまとめの『アクティビ

ティ』に設定され、資料

をもとに対話したり、体

験したりする資料が、

『チャレンジ歴史』に掲

載されている。 

社会的事象を多面的・多

角的に考察することにつ

いて、学習内容に関連す

る資料や解説が『外の目

から見た日本』『もっと知

りたいコラム』『知っ得ポ

イント』に掲載されてい

る。また、各時代を自分の

言葉でまとめる活動が

『「ひとこと」作文』に設

定されている。

社会的事象を多面的・多

角的に考察することにつ

いて、学習内容に関連す

る資料や解説が『このこ

ろ世界は』『歴史ズームイ

ン』『歴史ビュー』『地域の

歴史を調べてみよう』に

掲載されている。各時代

を自分の言葉でまとめる

活動が『学習のまとめ』に

設定されている。 

社会的事象を多面的・多

角的に考察することにつ

いて、社会的事象を比較・

関連させ、意見を交換し

て考える課題が『学習の

まとめ』に設けられてい

る。また、各章の初めに、

北極を中心とした地図

で、世界とのつながりを

示した内容や資料が掲載

されている。 
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 教出 帝国 日文 

教育基本

法、学校

教育法及

び学習指

導要領と

の関連 

・「思考力・判断力・表現力

等」の育成について、各章の

まとめには『学習のまとめと

表現』が設けられ、年表や地

図などの資料を用いて表現す

る活動が設けられている。ま

た、見開き２ページごとに、

『表現』で問いが設定されて

いる。 

・「思考力・判断力・表現力等」

の育成について、各学習内容に

おいて、『学習課題』や『説明

しよう』で表現活動を行う問い

が設定されている。各章の最後

に、時代の特色を表現する活動

が『章の学習を振り返ろう』で

掲載されている。 

・「思考力・判断力・表現力等」

の育成について、『学習課題』

を提示するとともに、『見方・

考え方』『深めよう』で表現活

動を行う問いが掲載されてい

る。年表や地図から各時代の特

色を表現する活動が『学習の整

理と活用』で設けられている。 

かながわ

教育ビジ

ョンとの

関連 

・［思いやる力］の「人権教

育」について、『働く女性や子

どもたち』『改革や平等を求め

て』が、『歴史を探ろう』に掲

載されている。また、人権や

平和に関連する内容が『歴史

の窓』に掲載されている。 

・［思いやる力］の「人権教育」

について、人権・平和の尊重や

自然環境の保全に関する『未来

に向けて』が設けられている。

また、人々の多様性を考える

『はじめに～さまざまな立場

や多様性を踏まえた未来のた

めに～』が掲載されている。 

・［思いやる力］の「人権教育」

について、古代から現代までの

各時代の女性の姿が、『女性史

コラム』に掲載されている。ま

た、人権に関連した内容が『歴

史+α』に掲載されている。 

内容と構

成 

・主体的・対話的で深い学び

について、各学習内容におい

て、本時の『学習課題』が示

され、その学習課題を深める

問いが『確認』『表現』に掲載

されている。各章の導入では

比較する資料を掲載し、各章

の終わりには『学習のまとめ

と表現』が掲載されている。 

・体験学習の充実について、

学び方の手がかりとして『地

域調査の手引き』が『身近な

地域の歴史を調べよう』に掲

載されている。また、地域の

遺跡や古墳、地域の寺社、地

域の街道や港を訪ねるなど、

地域社会と関わりながら学ぶ

例が掲載されている。 

・社会的な見方・考え方を働

かせる学習について、『時期や

推移』『比較』『関連』を例と

して見方・考え方を説明する

内容が『歴史にアプローチ』

・主体的・対話的で深い学びに

ついて、各章の問い、節の問い、

各学習内容と区別され、学習課

題に対応したまとめや振り返

りが掲載されている。また、各

章のはじめに『タイムトラベ

ル』、各章の終わりに『章の学

習を振り返ろう』が掲載されて

いる。 

・体験学習の充実について、調

べ学習や発表に関する学習の

手順や、図書館や博物館、資料

館、インターネットでの調査

や、野外・聞き取り調査方法や

レポートによる発表に関する

内容が『歴史の調べ方・まとめ

方・発表のしかた』に掲載され

ている。 

・社会的な見方・考え方を働か

せる学習について、推移、相互

の関連、時期や年代、比較の４

つの見方・考え方の解説が『歴

史的な見方・考え方を働かせよ

・主体的・対話的で深い学びに

ついて、各学習内容において、

『学習課題』を提示し、『見方・

考え方』『深めよう』では、学

習課題への理解を深める問い

が掲載されている。また、各編

は、導入のページと振り返るま

とめのページが掲載されてい

る。 

・体験学習の充実について、取

り扱う学習テーマと関連させ、

博物館や遺跡の見学や調べ学

習の方法について、『でかけよ

う！地域調べ』に掲載され、ま

た、資料から課題について考え

る活動や体験について記述さ

れた『チャレンジ歴史』が設定

されている。 

・社会的な見方・考え方を働か

せる学習について、学習課題と

ともに、『時系列』『推移』『比

較』『つながり』の４つをキー

ワードとして示した『見方・考
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に掲載されている。また、資

料を『比較』『関連』させ、考

えさせる問いが『歴史の技』

に掲載されている。 

・社会的事象を多面的・多角

的に考察することについて、

学習内容について視点を変え

て捉える『歴史を探ろう』『歴

史の窓』が設定されている。

歴史的事象を多面的、多角的

に考察し、自分の言葉でまと

める活動が、『学習のまとめと

表現』に掲載されている。 

・課題を追究・解決する活動

について、現代的な課題につ

いて考える『身近な地域の歴

史を調べよう』や『歴史を探

ろう』が掲載されている。ま

た、歴史学習の終わりに、『現

代の課題について、歴史の流

れをふまえて考えてみよう』

が設けられている。 

う』に、『歴史的な見方・考え

方を働かせて時代の特色を説

明しよう』が章の振り返りに掲

載されている。 

・社会的事象を多面的・多角的

に考察することについて、関連

する資料から、問題の解決を図

るための活動が、『多面的・多

角的に考えてみよう』に掲載さ

れている。また、各章末に、学

習した内容を自分の言葉でま

とめる活動が、『章の学習を振

り返ろう』に設定されている。 

・課題を追究・解決する活動に

ついて、SDGｓに関連する内

容など、現代社会の諸課題につ

いて課題を追究・解決する内容

の『未来に向けて』が掲載され

ている。また、章・節・学習内

容で、『章の問い』『節の問い』

『学習課題』が設定されてい

る。 

え方』が掲載されている。また、

『「歴史的な見方・考え方」と

は？』に詳しい説明が掲載され

ている。 

・社会的事象を多面的・多角的

に考察することについて、社会

的事象を時期や内容、立場を変

えて表にまとめる作業が、編の

まとめの『アクティビティ』に

設定され、資料をもとに対話し

たり、体験したりする資料が、

『チャレンジ歴史』に掲載され

ている。 

・課題を追究・解決する活動に

ついて、災害の歴史や政治参加

の歴史など、未来へ向けての課

題が『「歴史との対話」を未来

に活かす』に掲載されている。

また、考えたり対話したりする

課題が『チャレンジ歴史』に設

定されている。 
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

県立平塚中等教育学校 前期課程 

種目 社会（公民的分野） 

発行者の番号・略称 ２ 東書 

教科書の記号・番号 公民 901 

書名 新しい社会 公民 

使用学年 ３ 

[選定理由] 

本校がめざす学校像は、「６年間の一貫した教育課程のもとで、幅広い教養と独創性を

備え、次世代を担うリーダーを育てていく学校」である。 

本校における育成したい３つの力（表現コミュニケーション力、科学・論理的思考力、

社会生活実践力）を育むために、社会科では探究的な活動、課題解決型学習、言語・表現

活動の充実を図ることを重視し、学習内容をより身近なものにすることで興味関心を高め

ることを授業における重点箇所としている。また、本校の特色である「かながわ次世代教

養」の学習も大切にしている。これらを踏まえ全６者を比較・検討し、 

○幅広い知識や教養を身に付け、現代の社会情勢や、現代社会が抱える諸課題について

考える学習活動が掲載されていること

○課題解決型学習や探究的な活動、言語・表現活動の充実を図る観点から、調べ学習を

通してプレゼンテーションなどを行う活動や、論理的思考力を育む観点からディベー

トなどの学習活動が掲載されていること

を観点として、東京書籍「新しい社会 公民」、帝国書院「社会科 中学生の公民 より

よい社会を目指して」、日本文教出版「中学社会 公民的分野」の３者に絞った。 

次に、本校の社会科が「主体的・対話的で深い学びに向けた学習活動に資する工夫や配

慮」、「社会の事象やさまざまな資料に対する多面的な見方や考え方、分析して表現する

力を培う」ことに加え、「かながわ」「日本」「世界」を知る特別活動等との関連で「世

界とのかかわりの中の日本」という地理的、歴史的な視点の育成を重視していることを踏

まえ、この３者の教科書を比較・検討した。 

その結果、 

〇「主体的・対話的で深い学びに向けた学習活動に資する工夫や配慮」に関して、資料

を活用し、社会的事象について考察する数値データや資料が掲載されていて、『みん

なでチャレンジ』や『まとめの活動』のコーナーで、公民的事象を多面的・多角的に
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考察し、グループで話し合う活動や参加型学習による対話的な活動が設定されている

こと。 

〇「社会の事象やさまざまな資料に対する多面的な見方や考え方、分析して表現する力

を培う」に関して、生徒の探究的活動を促す内容『S 市の市長になって条例を作ろう』

や、『コンビニエンスストアの経営者になってみよう』などで、様々な見方・考え方

を共有したり、発表したりできる学習活動が掲載されていること。 

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、東京書籍「新

しい社会 公民」を選定した。 
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「県立平塚中等教育学校 令和６年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 社会（公民的分野） 

東書 帝国 日文 

教育基本

法、学校

教育法及

び学習指

導要領と

の関連 

・「知識・技能」の習得につい

て、公民の学習を進めるうえで必

要な用語について『スキル・アッ

プ』の『法律用語の読み方』に記

載されている。 

・「思考力・判断力・表現力等」

の育成について、縦横の二つの軸

の座標軸上に一つ一つの事項を位

置付け、情報を評価する『座標

軸』など、思考を整理する方法が

『まとめの活動』に示されてい

る。 

・「学びに向かう力・人間性等」

の涵養について、学習内容が社会

の中でどのように生かされている

のかを取り上げ、読み取る活動が

『もっと公民』に設定されてい

る。 

・「知識・技能」の習得につい

て、基礎・基本的な技能や学習内

容に関連する実社会の動きを紹介

する特設ページとして『技能をみ

がく』が設けられている。 

・「思考力・判断力・表現力等」

の育成について、事例をもとにデ

ィスカッションという話し合いの

技法を用いて取り組む活動が『ア

クティブ公民』に設定されてい

る。 

・「学びに向かう力・人間性等」

の涵養について、学習内容を生か

したり関連した取組を行ったりし

ている人へのインタビュー記事が

『先輩たちの選択』に掲載されて

いる。 

・「知識・技能」の習得につい

て、見開きページの冒頭に、毎時

間提示する学習課題とともに、

『見方・考え方』が示されてい

る。 

・「思考力・判断力・表現力等」

の育成について、国会の意義につ

いて『見方・考え方』を働かせて

取り組む活動が『国会と地位のし

くみ』の『深めよう』に設定され

ている。 

・「学びに向かう力・人間性等」

の涵養について、社会参画を促す

特設ページとして『明日に向かっ

て 年金のしくみについて知ろ

う』で年金や街づくりなどのテー

マが提示されている。 

かながわ

教育ビジ

ョンとの

関連 

・［思いやる力］の「共生」につ

いて、障がいのある人も高齢者も

安心して暮らせる共生社会の実現

に向けて、身近な事例から考える

課題が『インクルージョンについ

て考えよう』に設けられている。 

・［たくましく生きる力］の「情

報化」について、情報化の課題の

解決のために自分たちにできるこ

とは何かを考える活動が『現代社

会の特色と私たち』の『情報化』

に設定されている。 

・［社会とかかわる力］の「地域

貢献活動」について、地域の課題

について解決策を提案する、また

は直接まちづくりへ参加をする活

動が『政治参加をしてみよう』に

設定されている。 

・［思いやる力］の「共生」につ

いて、差別のない社会の実現に向

けた法制化の動きについて、『日

本社会の差別の現実』に記載され

ている。 

・［たくましく生きる力］の「情

報化」について、他のメディアに

はない新聞の特徴が掲載されてお

り、新聞記事から事実と意見を区

別する活動が設定されている。 

・［社会とかかわる力］の「地域

貢献活動」について、民主主義に

おける決定について事例をもとに

グループで対話しながら取り組む

活動が設定されている。 

・［思いやる力］の「共生」につ

いて、障がいのある人も高齢者も

誰もが安心して暮らすためのまち

のバリアフリー化について、資料

を読み取る活動が設けられてい

る。 

・［たくましく生きる力］の「情

報化」について、『情報化で変わ

る社会と私たち』において、『人

工知能（ＡＩ）』や『ＩＣＴの社

会への活用』などについて記載さ

れている。 

・［社会とかかわる力］の「地域

貢献活動」について、『地方自治

と私たち』において、地方自治を

実現させるための住民参加の仕方

について考える活動が設定されて

いる。 
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東書 帝国 日文 

内容と構

成 

・主体的・対話的で深い学びにつ

いて、事例で示された多数決が正

しい決め方なのか考え、グループ

で話し合う活動が『みんなでチャ

レンジ』の『多数決について考え

よう』に設定されている。 

・言語能力の育成について、小集

団での参加型学習による対話的な

活動として、『みんなでチャレン

ジ』が設定されている。 

・体験活動の充実について、市の

課題や市民の声をもとに、ステッ

プチャートを活用して条例案を作

る活動が設定されている。

・情報活用能力の育成について、

掲載されている資料から情報を収

集し、分析し、まとめる活動が設

定されている。

・『導入の活動』において、『章の

学習を貫く探究課題』、探究課題

の解決に向けた『探究のステッ

プ』が示されている。

・社会的な見方・考え方を働かせ

る学習について、『見方・考え

方』が枠囲みで示されている。ま

た、章末に見方・考え方を活用す

る課題が設定されている。

・社会的事象を多面的・多角的に

考察することについて、経営者・

客・店員の視点で、出店先を考

え、意見の交流をする活動が『コ

ンビニエンスストアの経営者にな

ってみよう』に設定されている。 

・課題を追究・解決する活動につ

いて、『探究課題』『学習課題』

『探究のステップ』『まとめの活

動』と４段階で構成されている。

・主体的・対話的で深い学びにつ

いて、身近なテーマである自分の

まちについて、どのようによりよ

くしていくのかを考える活動が設

定されている。

・言語能力の育成について、論理

的な説明と合意形成を目指す議論

を中心としたテーマ学習が特設ペ

ージ『アクティブ公民』に設けら

れている。

・体験活動の充実について、これ

までの学習内容を盛り込むかたち

で自分が起こしたい企業の企画書

について作成する活動が設定され

ている。

・情報活用能力の育成について、

新聞の特徴が示され、実際の新聞

記事から事実と意見を区別する活

動が『新聞について知ろう』に設

定されている。

・各章の冒頭に『章の問い』、節

ごとに『節の問い』、各見開きペ

ージに『学習の課題』が示されて

いる。

・社会的な見方・考え方を働かせ

る学習について、『やってみよ

う』で問いを示し、考える活動が

『アクティブ公民』に設定されて

いる。

・社会的事象を多面的・多角的に

考察することについて、意見交換

を行う中で、他者の見方・考え方

を取り入れる活動が各章の最後の

『章の学習を振り返ろう』に設定

されている。

・課題を追究・解決する活動につ

いて、レポート作成の課題が『課

題の探究』として設定されてい

る。作成段階ごとの手順が掲載さ

れている。

・主体的・対話的で深い学びにつ

いて、様々な立場の意見をふまえ

て、話し合う活動が『チャレンジ

公民』に設定されている。

・言語能力の育成について、社会

の課題について考えるテーマ学習

が、特設ページ『チャレンジ公

民』に設けられている。

・体験活動の充実について、裁判

員裁判の手順が示され、記載され

た証言例をもとに判決する活動が

『明日に向かって』の『裁判員裁

判シミュレーション』に設定され

ている。

・情報活用能力の育成について、

情報を収集し、読み取り、まとめ

る際に必要な知識・技能、留意点

などが『統計とグラフを使いこな

そう』に掲載されている。

・各編において、冒頭に『学習の

初めに』が、２～４編（章）末に

『チャレンジ公民』がそれぞれ設

定されている。

・社会的な見方・考え方を働かせ

る学習について、『見方・考え

方』が学習課題とともに示され、

考える活動が『アクティビティ』

に設定されている。

・社会的事象を多面的・多角的に

考察することについて、『日本の

議院内閣制とアメリカの大統領

制』について比較する活動が『内

閣のしくみと議院内閣制』の『ア

クティビティ』に設定されてい

る。

・課題を追究・解決する活動につ

いて、レポート作成から発表まで

の手順が『私たちの課題』に掲載

されている。また、『もしも行き

詰ってしまったら』が示されてい

る。
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

県立平塚中等教育学校 前期課程 

種目 地図 

発行者の番号・略称 46 帝国 

教科書の記号・番号 地図 702 

書名 中学校社会科地図 

使用学年 １・２・３ 

[選定理由] 

本校がめざす学校像は、「６年間の一貫した教育課程のもとで、幅広い教養と独創性を

備え、次世代を担うリーダーを育てていく学校」である。 

本校における育成したい３つの力（表現コミュニケーション力、科学・論理的思考力、

社会生活実践力）を育むために、社会科では探究的な活動、課題解決型学習、言語・表現

活動の充実を図ることを重視し、学習内容をより身近なものにすることで興味関心を高め

ることを授業における重点箇所としている。また、６年間の中で「かながわ」、「日本」、

「世界」それぞれの視点に立った教養を身につけ、国際社会で活躍する次世代のリーダー

を育成することが学校の目標である。 

本校の社会科においては、「社会の事象や様々な資料に対する多面的な見方や考え方、

分析し表現する力を培うこと」、「体裁がよく、生徒が使いやすいような工夫や配慮がな

されているか」を主眼としていることから、全２者の教科書を比較・検討した。 

その結果、 

○「社会の事象や様々な資料に対する多面的な見方や考え方、分析し表現する力を培う

こと」に関して、「地図帳の活用を促すため、『地図活用』が各ページに記載」さ

れ、「地域ごとの部分図」が世界・日本ともに掲載され、地域の特色やその地域が

抱える課題について、グラフ・図・表から分析し考える学習活動が設定されている

こと。 

○「体裁がよく、生徒が使いやすいような工夫や配慮がなされているか」に関して、版

型でＡ４判が採用されており、生徒が学習しやすくなっていること。

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、帝国書院の「中

学校社会科地図」を選定した。 
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「県立平塚中等教育学校 令和６年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 社会（地図） 

東書 帝国 

教育基本

法、学校教

育法及び学

習指導要領

との関連 

・「知識・技能」の習得について、地図の使い方

のポイントが『一般図を見てみよう』などで取り

上げられた『この地図帳の活用方法』が掲載され

ている。 

・「思考力・判断力・表現力等」の育成につい

て、『ヨーロッパの言語分布』や『北海道の土

壌』など、資料をもとに考えるテーマが『テーマ

資料』で取り上げられている。 

・「学びに向かう力・人間性等」の涵養につい

て、巻頭で『環境』『エネルギー』などの社会問

題が取り上げられている。 

・「知識・技能」の習得について、地図の使い方の

ポイントが『いろいろな地図を使いこなそう』など

で取り上げられた『地図帳の使い方』が掲載されて

いる。 

・「思考力・判断力・表現力等」の育成について、

『五大湖周辺とサンベルト地域ではどのような違

いがあるか答えよう』など、資料をもとに考えるテ

ーマが『地図活用』で取り上げられている。 

・「学びに向かう力・人間性等」の涵養について、

巻頭で『世界の環境問題』について取り上げられて

いる。 

かながわ教

育ビジョン

との関連 

・［思いやる力］の「いのちの大切さ」について、

『世界の５歳未満死亡率』などが掲載されている。 

・［たくましく生きる力］の「食育」について、『世

界の食文化』と『日本各地の郷土料理』などが掲載

されている。 

・［社会とかかわる力］の「生きること」について、

『日本の自然環境』で災害とその対策について取

り上げられている。 

・［思いやる力］の「いのちの大切さ」について、

アフリカ諸国の『貧困率と栄養不足の人口』などが

掲載されている。 

・［たくましく生きる力］の「食育」について、世

界の『特色ある料理と食事』と『日本の伝統的な料

理』などが掲載されている。 

・［社会とかかわる力］の「生きること」について、

『日本の自然災害・防災』で災害とその対策につい

て取り上げられている。 

内容と構成 ・主体的・対話的で深い学びについて、『世界の

気候・海流』と『世界各地の平均気温・降水量』

など、学習内容と関連する資料が『ジャンプ』で

示されている。 

・カリキュラム・マネジメントについて、歴史的

分野や公民的分野の学習と関連したページや資料

に『歴史・公民マーク』が示されている。 

・言語能力の育成について、言語活動のテーマと

なる資料に関する問いや疑問などが、キャラクタ

ーの吹き出しに掲載されている。・地図帳の巻頭

部分に地図帳の活用方法が示されている。また、

教科書で学習する世界や日本に関連した資料が掲

載された『テーマ資料』が設けられている。 

・判型はＡＢ判が採用されている。

・主体的・対話的で深い学びについて、『伝統工芸

品を一つ選び、その特徴やよさについて調べ、クラ

スで発表しよう』などの学習課題を示した『地図活

用』が設けられている。 

・カリキュラム・マネジメントについて、歴史的分

野や公民的分野の学習と関連した『江戸時代の大

阪』や『霞が関』などの地図や資料が設けられてい

る。 

・言語能力の育成について、『世界の言語と宗教の

分布にはどのような特徴があるだろうか』など、言

語活動のテーマが示された『学習課題』が設けられ

ている。 

・地図帳の巻頭部分に地図帳の活用方法が示され

ている。また、『函館山の山頂からゴールまでの直

線距離を縮尺からも求めよう』などの問いが『地図

活用』の中に掲載されている。 

・判型はＡ４判が採用されている
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

県立平塚中等教育学校 前期課程 

種目 数学 

発行者の番号・略称 ６１ 啓林館 

教科書の記号・番号 数学 ７０５、８０５、９０５ 

書名 未来へひろがる数学１ 

未来へひろがる数学２ 

未来へひろがる数学３ 

使用学年 １、２、３ 

[選定理由] 

 本校がめざす学校像は、「６年間の一貫した教育課程のもとで、幅広い教養と独創性を

備え、次世代を担うリーダーを育てていく学校」である。また、本校の教育理念は「深い

洞察と鋭い感性」、「高い志と豊かな人間性」、「幅広い教養と光る知性」の３つである。 

 本校の数学科においては、「基礎的な知識や技能を習得し、それらを活用して物事を数

理的に考える力をつける」、「数や図形に関する数学的な活動を通して、数学のよさや数

学を学ぶ楽しさを実感する」、「日常生活や社会の中で数学を活用する力をつける」、「筋

道を立てて説明する活動を通して、論理的な表現力を身につける」ことを目標にしている。 

これらを踏まえ、特に「基礎的な知識や技能を習得する」、「日常生活や社会の中で数

学を活用する力をつける」、「筋道を立てて説明する」といった観点から全７者の教科書

を比較・検討し、東京書籍「新しい数学１，２，３」、教育出版「中学数学１，２，３」、

啓林館「未来へひろがる数学１，２，３」、日本文教出版「中学数学１，２，３」の４者

に絞った。 

次に、「基礎的な知識や技能を習得し、それらを活用して物事を数理的に考える力をつ

ける」、「筋道を立てて説明する活動を通して、論理的な表現力を身につける」に、「体

験活動の充実」、「情報活用能力の育成」という観点を加え、４者を比較・検討した。 

その結果、 

○「基礎的な知識や技能を習得し、それらを活用して物事を数理的に考える力をつける」

について、社会で数学が活用されている事例を取り上げた『緊急地震速報』など、『自

分から学ぼう編』の『学びをいかそう』のコーナーが掲載されていること。 

○「筋道を立てて説明する活動を通して、論理的な表現力を身につける」について、話

し合う中で課題解決をする活動『説明しよう』や『話しあおう』が掲載されているこ

と。

○体験活動の充実について、実際に調べたり、実験を行ったりする活動を課題とした『ゆ

っくり落ちる紙の形や大きさは？』の問題などが掲載されていること。

○情報活用能力の育成について、プログラミングの段階的な学習を課題とした『プログ

ラミングで模様を作ろう』などが掲載されていること。

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、啓林館の「未来

へひろがる数学１，２，３」を選定した。 
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「県立平塚中等教育学校 令和６年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果 

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成 

 

種目 数学 

 東書 大日本 学図 教出 

学びを人

生や社会

に生かそ

うとする

「学びに

向かう

力・人間

性等」を

涵養する

ための工

夫や配慮 

「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、社

会で数学が活用されてい

る事例を取り上げた『デ

ザインにひそむ数学』な

ど、『学びをひろげよう』

のコーナーが掲載されて

いる。 

「学びに向かう力・人間性

等」の涵養について、社会

で数学が活用されている

事例を取り上げた『身の回

りのマイナス』など、

『MATHFUL』のコーナ

ーが掲載されている。 

「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、社

会で数学が活用されてい

る事例を取り上げた『米

は何粒？』など、『疑問を

考えよう』のコーナーが

掲載されている。 

 「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、

社会で数学が活用されて

いる事例を取り上げた

『ランドルト環』など、

『数学の広場』のコーナ

ーが掲載されている。 

啓林館 数研 日文  

「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、社

会で数学が活用されてい

る事例を取り上げた『緊

急地震速報』など、『自分

から学ぼう編』の『学びを

いかそう』のコーナーが

掲載されている。 

「学びに向かう力・人間性

等」の涵養について、社会

で数学が活用されている

事例を取り上げた『降水確

率』など、『数学旅行』の

コーナーが掲載されてい

る。 

「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、社

会で数学が活用されてい

る事例を取り上げた『身

のまわりの正の数と負の

数』など、『数学のたんけ

ん』のコーナーが掲載さ

れている。 

 

 

 東書 大日本 学図 教出 

生徒にと

って分か

りやすく

理解が深

まるよう

な構成上

の工夫や

配慮がな

されてい

るか。 

問題解決の順序を例示し

た『身長の平均をくふう

して求めてみよう』など、

『深い学び』のコーナー

が掲載されている。 

巻頭で学習時の問題発

見、問題解決の流れが例

示され、実践する課題と

して『75°の角度をつく

ろう』などが掲載されて

いる。 

学習の流れを何段階かに

わたって示した、『文字式

の利用』などの『数学的活

動』のコーナーが掲載さ

れている。 

 巻頭で学習時に必要な

『学習のプロセス』が示

され、実践する問題とし

て『Ｑ 目標を達成するこ

とはできるのかな？』な

どが掲載されている。 

啓林館 数研 日文  

巻頭で学習時に必要な３

ステップが示され、『身の

まわりの問題を、数学を

活用して解決するときの

考え方』として『方程式』

の利用場面などが掲載さ

れている。 

学習時に必要な手順が

『探究ノート』の書き込

み式のワークシートで示

され、『比例と反比例』な

どで実践する課題が掲載

されている。 

問題解決の順序を例示し

た『スタート位置を決め

よう』など、『学び合おう』

のコーナーが掲載されて

いる。 
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東書 大日本 学図 教出 

生きて働

く「知

識・技

能」を習

得するた

めの工夫

や配慮 

「知識・技能」の習得につ

いて、節の最後に『基本の

問題』、章の最後に『章の

問題Ａ』『章の問題 Ｂ』、

巻末には『補充の問題』が

掲載されている。 

「知識・技能」の習得につ

いて、節の最後に『たしか

めよう』、章の最後に『○

章を振り返ろう』、巻末に

各章に対応した問題『補

充問題』が掲載されてい

る。 

「知識・技能」の習得につ

いて、節の最後に『確かめ

よう』、章の最後に『○章

のまとめの問題』、『○年

の復習』が掲載されてい

る。 

 「知識・技能」の習得に

ついて、節の最後に『基本

の問題』、章の最後に『章

の問題』、『学習のまと

め』、巻末に各章に対応し

た問題『補充の問題』が掲

載されている。 

啓林館 数研 日文 

「知識・技能」の習得につ

いて、節の中に『練習問

題』、章の最後に『章末問

題』、巻末に『もっと練習

しよう』が設けられてい

る。『自分から学ぼう編』

に『力をつけよう』が掲載

されている。 

「知識・技能」の習得につ

いて、節の最後に『確認問

題』、章の最後に『問題Ａ・

Ｂ』、巻末の『チャレンジ

編』に『力をつけよう！』

『力をのばそう！』が掲

載されている。 

「知識・技能」の習得につ

いて、節の最後に『基本の

問題』、章の最後に『○章

の問題』、『とりくんでみ

よう』、巻末に『補充問

題』、『活用の問題』が掲載

されている。 
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 東書 教出 啓林館 日文 

学びを

人生や

社会に

生かそ

うとす

る「学

びに向

かう

力・人

間性

等」を

涵養す

るため

の工夫

や配慮 

「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、社

会で数学が活用されてい

る事例を取り上げた『デ

ザインにひそむ数学』な

ど、『学びをひろげよう』

のコーナーが掲載されて

いる。 

「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、社

会で数学が活用されてい

る事例を取り上げた『ラ

ンドルト環』など、『数学

の広場』のコーナーが掲

載されている。 

「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、社

会で数学が活用されてい

る事例を取り上げた『緊

急地震速報』など、『自分

から学ぼう編』の『学びを

いかそう』のコーナーが

掲載されている。 

 「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、社

会で数学が活用されてい

る事例を取り上げた『身

のまわりの正の数と負の

数』など、『数学のたんけ

ん』のコーナーが掲載さ

れている。 

 

 東書 教出 啓林館 日文 

主体

的・対

話的で

深い学

びの実

現に向

けた学

習活動

に資す

る工夫

や配慮 

主体的・対話的で深い学

びについて、話し合う中

で課題解決をする活動

『深い学び』のコーナー

が掲載されている。 

主体的・対話的で深い学

びについて、話し合う中

で課題解決をする活動

『Ｑ 目標を達成するこ

とはできるのかな？』な

どが掲載されている。 

主体的・対話的で深い学

びについて、話し合う中

で課題解決をする活動

『説明しよう』や『話しあ

おう』が掲載されている。 

主体的・対話的で深い学

びについて、話し合う中

で課題解決をする活動

『学び合おう』のコーナ

ーが掲載されている。 

 

 東書 教出 啓林館 日文 

体験活

動の充

実 

体験活動の充実につい

て、実際に調べたり、実験

を行ったりする活動を課

題とした『くじを先にひ

く？あとにひく？』など

が掲載されている。 

体験活動の充実につい

て、実際に調べたり、実験

を行ったりする活動を課

題とした『立体の体積と

表面積』の問題などが掲

載されている。 

体験活動の充実につい

て、実際に調べたり、実験

を行ったりする活動を課

題とした『ゆっくり落ち

る紙の形や大きさは？』

の問題などが掲載されて

いる。 

体験活動の充実につい

て、実際に調べたり、実験

を行ったりする活動を課

題とした正多面体の特徴

を調べる問題などが掲載

されている。 

 

 東書 教出 啓林館 日文 

情報活

用能力

の育成 

情報活用能力の育成につ

いて、標本を無作為に抽

出する方法として、コン

ピューターの表計算ソフ

トの操作手順が『母集団

から標本を取り出す方法

について考えてみよう』

に掲載されている。 

情報活用能力の育成につ

いて、標本と無作為抽出

する方法の一つとして、

コンピューターの表計算

ソフトを利用する方法

が、『標本調査とデータ活

用』に掲載されている。 

情報活用能力の育成につ

いて、プログラミングの

段階的な学習を課題とし

た『プログラミングで模

様をつくろう』や『表計算

ソフトを使って』などが

掲載されている。 

情報活用能力の育成につ

いて、プログラミングの

学習を課題とした『素数

を求めるプログラムを考

えよう』など、『プログラ

ムと数学』が掲載されて

いる。 
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

県立平塚中等教育学校 前期課程 

種目 理科 

発行者の番号・略称 4 大日本 

教科書の記号・番号 理科 702、802、902 

書名 理科の世界１ 

理科の世界２ 

理科の世界３ 

使用学年 １、２、３ 

[選定理由] 

 本校がめざす学校像は、「６年間の一貫した教育課程のもとで、幅広い教養と独創性を

備え、次世代を担うリーダーを育てていく学校」である。また、本校の教育理念は「深い

洞察と鋭い感性」、「高い志と豊かな人間性」、「幅広い教養と光る知性」の３つである。 

本校の理科においては、生徒の学習意欲や探究心の向上、また、生徒一人ひとりの個性

や創造力の伸長をめざすため、主体的・対話的で深い学びの実現をめざす学習活動、思考

力・判断力・表現力・コミュニケーション能力の育成に重点を置いている。 

これらを踏まえ、特に「主体的・対話的で深い学び」の実現といった観点から全５者の

教科書を比較・検討し、東京書籍「新しい科学１，２，３」、大日本図書「理科の世界１，

２，３」、啓林館「未来へひろがるサイエンス１，２，３」の３者に絞った。 

次に、「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざす学習活動に、３年間を通じて観察・

実験が、「科学的に探究する力」の育成が図られるような工夫や配慮がなされているか、

未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成を図るための工夫や配慮

がなされているかという観点を加え、3 者を比較・検討した。 

その結果、 

〇「主体的・対話的で深い学び」について、『問題を見つけよう』や『結果から考えよ

う』、『話し合おう』など、探究活動の過程がマークにより示されていること。 

〇「科学的に探究する力」の育成について、『問題を見つけよう』『計画を立てよう』

『結果から考えよう』『振り返ろう』に重点が置かれ、本文中では色分けしたマーク

により示されていること。 

〇「思考力・判断力・表現力等」の育成について、探究のプロセスを示す『理科の学習
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の進め方』が掲載されている。観察・実験では考察するポイントとして『結果から考

えよう』や、結果の例が示されていること。 

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、大日本図書「理

科の世界１，２，３」を選定した。 
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「県立平塚中等教育学校 令和６年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 理科 

東書 大日本 学図 

主体的・

対話的で

深い学び

の実現に

向けた学

習活動に

資する工

夫や配慮

に関して 

・主体的・対話的で深い学びにつ

いて、全学年とも、巻頭に探究の

流れや発表の仕方などをイメージ

するマンガの解説が掲載されてい

る。自分と他者との考えを交流さ

せる活動として『課題に対する結

論を表現しよう』や、章の最後の

『学んだことをつなげよう』が設

けられている。 

・主体的・対話的で深い学びにつ

いて、全学年とも、『問題を見つ

けよう』や『結果から考えよう』

など、探究活動の過程がマークに

より示されている。また、『話し

合おう』のマークとともに対話的

な学びの活動を取り入れる場面

に、例としてキャラクターの会話

が掲載されている。

・主体的・対話的で深い学びにつ

いて、全学年とも、巻頭の『理科

のトリセツ』で主体的・対話的で

深い学びの実現に向けた『どうや

ったら対話的になるの？？』など

の解説が参照ページとともに示さ

れている。単元末に、『ふり返っ

て深める』や『発信して深める』

などをまとめた『学び続ける理科

マイスター』が設けられている。

教出 啓林館 

・主体的・対話的で深い学びにつ

いて、全学年とも、巻頭に『探究

の進め方』が設けられ、探究活動

が過程を追って示されている。探

究活動において話し合いを取り入

れる場面にキャラクターの対話モ

デルが示されている。また、『話

し合おう』や『活用しよう』マー

クが示され、話し合いや考えを表

現する活動が設けられている。

・主体的・対話的で深い学びにつ

いて、第１・２学年の巻末『サイ

エンス資料』に理科における話し

合いと発表の要点が示されてい

る。また、各学年において『話し

合ってみよう』、『考えてみよ

う』、『表現してみよう』や『みん

なで解決』のマークとともに話し

合いの活動が示されている。

東書 大日本 啓林館 

科学的に

探究する

力・「思考

力・判断

力・表現

力等」の

育成につ

いて 

・科学的に探究する力の育成につ

いて、全学年とも、探究の流れが

問題発見『レッツスタート！』で

考えたり調べたりして、活用『学

びを生かして考えよう』へと続く

形式で設定されている。章全体の

見通しと振り返りの『Before＆

After』が設けられている。

・「思考力・判断力・表現力等」

の育成について、全学年とも、

『課題に対する自分の考えは？』

『調べ方を考えよう』『考察しよ

う』など探究の過程に関する言語

活動が設けられている。また、理

科の見方・考え方が『科学のミカ

タ』で示されている。 

・科学的に探究する力の育成につ

いて、全学年とも、『問題をみつ

けよう』『計画を立てよう』『結果

から考えよう』『振り返ろう』に

重点が置かれ、本文中では色分け

したマークによって強調されてい

る。実験では、科学的な探究の過

程が明確になるように『着目点』

などの項目が示されている。 

・「思考力・判断力・表現力等」

の育成について、全学年とも、巻

頭に探究のプロセスを示す『理科

の学習の進め方』が掲載されてい

る。観察・実験では考察するポイ

ントとして『結果から考えよう』

や、結果の例が示されている。ま

た、『自由研究にチャレンジしよ

う』や、単元末には『読解力問

題』が設定されている。 

・科学的に探究する力の育成につ

いて、全学年とも、各単元に、観

察・実験を計画して結果を分析・

振り返りをする『探 Q 実験』が

設けられ、重視する『探究のふり

返り』の項目に『ここをしっか

り！』と付されている。

・「思考力・判断力・表現力等」

の育成について、全学年とも、科

学的な表現活動の例として観察・

実験の後に『わたしのレポート』

が掲載され、レポートにまとめる

際のポイントが示されている。ま

た、グラフの作成や作図、モデル

図の描画など、表現の場面として

『かきこみ』が設けられている。 
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

 

県立平塚中等教育学校 前期課程 

種目 音楽（一般） 

発行者の番号・略称 ２７ 教芸 

教科書の記号・番号 音楽 ７０２、８０３、８０４ 

書名 中学生の音楽１  

中学生の音楽２・３上 

中学生の音楽２・３下   

使用学年 １、２・３、２・３ 

[選定理由] 

本校がめざす学校像は、「６年間の一貫した教育課程のもとで、幅広い教養と独創性を

備え、次世代を担うリーダーを育てていく学校」である。また、本校の教育理念は「深い

洞察と鋭い感性」、「高い志と豊かな人間性」、「幅広い教養と光る知性」の３つである。 

本校の音楽科においては、「多様な活動を通し、生涯にわたり音楽を愛する気持ちの育

成」、「日本から世界へ視野を広げる態度の育成」、「かながわ次世代教養の一つである

伝統文化・歴史学習」に重点を置いている。 

これらを踏まえ、特に「多様な活動を通し、生涯にわたり音楽を愛する気持ちの育成」、

「日本から世界へ視野を広げる態度の育成」、「かながわ次世代教養の一つである伝統文

化・歴史学習」という観点で、教育出版「中学音楽１、２・３上下 音楽のおくりもの」

と教育芸術社「中学生の音楽１、２・３上下」という全２者の教科書を比較・検討した。 

その結果、 

○「多様な活動を通し、生涯にわたり音楽を愛する気持ちの育成」に関して『My Melody』 

でキャラクターの吹き出しにより、表現の工夫や曲の特長を捉える際の着眼点が示され 

ていること。また『深めよう！音楽』では、表現の工夫に関して考え、仲間と意見交換 

する活動例が示されていること。 

○「日本から世界へ視野を広げる態度の育成」に関して、全学年において仲間との絆を讃 

える歌詞や、２・３上下では震災からの復興に関する合唱曲が掲載されていること。２・ 

３下での『生活や社会の中の音楽』では、SDGs に関連した、海外での音楽教育による 

支援活動の事例が掲載されていること。 

○「かながわ次世代教養の一つである伝統文化・歴史学習」の充実に関して、２・３下で 

『能』が取り上げられていること。 

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、教育芸術社の「中

学生の音楽１、２・３上下」を選定した。 
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「県立平塚中等教育学校 令和６年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 音楽（一般） 

教育出版 教育芸術社 

教育基本

法、学校教

育法及び学

習指導要領

との関連 

・「思考力・判断力・人間性等」の育成につい

て、全学年の教材に『学びのユニット』とし

て、学びの手掛かりとなる、音楽を形づくっ

ている要素が示されている。教材のページ左

下に『比べてみよう』『深めてみよう』がマー

クで示され、他の教材と比較することで特長

やよさを考える機会が設定されている。 

・「学ぶに向かう力・人間性等」の涵養につい

て、巻頭に『作者の思いにふれる』として第

1 学年ではシューベルト、２・３上ではベー

トーヴェン、２・３下では滝廉太郎が、音楽

と関わってきた話が掲載されている。また、

全学年の『日本の歌、みんなの歌』では歌詞

と関連のある風景の写真が掲載されている。 

・「思考力・判断力・人間性等」の育成について、

『My  Melody』でキャラクターの吹き出しによ

り、表現の工夫や曲の特長を捉える際の着眼点が示

されている。また『深めよう！音楽』では、表現の

工夫に関して考え、仲間と意見交換する活動例が示

されている。 

・「学びに向かう力・人間性等」の涵養について、

巻頭では、第 1 学年では野村萬斎、２・３上では

松任谷由実、２・３下では谷川俊太郎、木下牧子の

音楽への思いや、人生観が掲載されている。また、

巻末の『曲の良さをプレゼンしよう』では、話し合

い活動の学習が設定されている。 

かながわ教

育ビジョン

との関連 

［思いやる力］の「人権教育」について、第

１学年の合唱曲『明日を信じて』の歌詞に

は、命の大切さに関する内容が掲載されてい

る。また、『何が同じで何が違う？』において

世界の舞台芸術や楽器の特徴の違いなどか

ら、それぞれの文化の多様性について考える

学習が設定されている。 

［思いやる力］の「人権教育」について、全学年に

おいて仲間との絆を讃える歌詞や、２・３上下では

震災からの復興に関する合唱曲が掲載されている。

２・３下での『生活や社会の中の音楽』では、

SDGs に関連した外国での音楽教育による支援活動

が掲載されている。 

43 / 142



令和６年度使用希望教科書選定理由書 

県立平塚中等教育学校 前期課程 

種目 音楽（器楽合奏） 

発行者の番号・略称 ２７ 教芸 

教科書の記号・番号 器楽 ７５２ 

書名 中学生の器楽 

使用学年 １・２・３ 

[選定理由] 

本校がめざす学校像は、「６年間の一貫した教育課程のもとで、幅広い教養と独創性を

備え、次世代を担うリーダーを育てていく学校」である。また、本校の教育理念は「深い

洞察と鋭い感性」、「高い志と豊かな人間性」、「幅広い教養と光る知性」の３つである。 

本校の音楽科では、「多様な活動を通し、生涯にわたり音楽を愛する気持ちの育成」、「自

主的に器楽奏法を習得する力の育成」、「かながわ次世代教養の一つである伝統文化・歴

史学習」に重点を置いている。 

これらを踏まえ、特に「多様な活動を通し、生涯にわたり音楽を愛する気持ちの育成」、

「自主的に器楽奏法を習得する力の育成」、「かながわ次世代教養の一つである伝統文化・

歴史学習」という観点で、教育芸術社「中学生の器楽」と教育出版「中学器楽 音楽のお

くりもの」という全２者の教科書を比較・検討した。 

その結果、 

○「多様な活動を通し、生涯にわたり音楽を愛する気持ちの育成」に関して、『アンサン

ブル・セミナー』では、示された音楽を形づくっている要素を手掛かりに、表現の工夫

について考え、対話する学習が設定されていること。また、後半には協働的な学習とし

て合奏教材が掲載されていること。

○「自主的に器楽奏法を習得する力の育成」に関して、アルトリコーダーの学習で、基本

的な技能の習得に向けて課題が段階的に設定されていること。『姿勢と構え方』では注

意事項がイラストで解説されていること。

○「自主的に器楽奏法を習得する力の育成」、「かながわ次世代教養の一つである伝統文

化・歴史学習」に関して、箏の学習で『姿勢と構え方』では、複数方向から撮影した写

真が掲載されており、体の向きや力の加減、手の使い方について解説が掲載されている

こと。

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、教育芸術社の「中

学生の器楽」を選定した。 
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「県立平塚中等教育学校 令和６年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 音楽（器楽） 

教育出版 教育芸術社 

教育基本

法、学校教

育法及び学

習指導要領

との関連 

・「思考力・判断力・表現力等」の育成につい

て、『Let's Play！』では、曲名の下段に、学習

目標が示されている。また、題材ごとに先生役

や生徒役のキャラクターの吹き出しに演奏方法

のイメージについてアドバイスする内容が掲載

されている 

・リコーダーや和太鼓７の演奏における構え方

や姿勢について、手元を拡大した写真が掲載さ

れてり、息の流れについて図示され、その方向

を示されたりするなど、奏法の改正が掲載され

ている。

・「思考力・判断力・表現力等」の育成について、教

科書の前半に『アンサンブル・セミナー』が設定さ

れ、学習目標が縦書きで表記されている。また、『深

めよう！音楽』では、学習目標や表現方法につい

て、仲間との対話を通した学習事例が掲載されてい

る。 

・筝における『姿勢と構え方』という項目では、複

数方向から撮影した写真が掲載されており、体の向

きや力の加減、手の使い方について解説が掲載され

ている。 

内容と構成 ・言語能力の育成について、『発展』では、世界

各地の楽器の文化や伝統について、いつ、どこ

で、何のために演奏されるかについて調べ、ま

とめる記入欄が設定されている。また、『話し合

おう』では、仲間と意見交換する場面も設定さ

れている

・学校段階間の円滑な接続について、小学校で

学習したソプラノリコーダーによる重奏や歌唱

曲などが、ソプラノリコーダーとアルトリコー

ダーによる重奏や、ギターとリコーダーとの合

奏用に編曲されて掲載されている

・主体的・協働的な学習について、合奏教材の

『不思議な旋律 PART１、２』には、〔共通事

項〕である音楽を形づくっている要素の中か

ら、旋律、リズム、音色、構成を取り上げ、仲

間と意見交換しながら合奏を完成させる学習が

設定されている。また、後半には協働的な学習

として、合奏教材が掲載されている。

・情報活用能力の育成について、『何が同じで、

何が違う？』では、楽器の写真を見たり曲を聴

いたりすることで、構造や構え方、特徴などに

ついて、その共通点や相違点を比較する学習が

設定されている。

・主体的・協働的な学習について、合奏教材の

『不思議な旋律 PART１、２』には、〔共通事

項〕である音楽を形づくっている要素の中か

ら、旋律、リズム、音色、構成を取り上げ、仲

間と意見交換しながら合奏を完成させる学習が

設定されている。また、後半には協働的な学習

として、合奏教材が掲載されている。

・音楽文化の理解について、『発展』の『吹く楽

器の仲間たち』では、世界の吹奏楽器の写真

や、素材が説明されており、文化や伝統につい

て考える学習が設定されている。また、太鼓

が、古くから地域の伝統行事や祭りにおいて演

奏されてきた写真が掲載されている。

・言語能力の育成について、『アンサンブルセミナ

ー』の『深めよう！音楽』では、アンサンブルの表

現を工夫するために、言語活動例が掲載されてお

り、生徒役キャラクターのアドバイスや投げかけの

言葉を手掛かりに、仲間と意見交換する学習が設定

されている。

・学校段階間の円滑な接続について、『アンサンブル

セミナー』には、小学校で学習したソプラノリコー

ダー二重奏曲が掲載されている。また、ギターや和

楽器の練習曲には、小学校で学習した歌唱曲が編曲

されて掲載されている。

・主体的・協働的な学習について、「学習内容」一覧

に、〔共通事項〕である音楽を形づくっている要素が

示されている。また、『アンサンブル・セミナー』で

は、示された音楽を形づくっている要素を手掛かり

に、表現の工夫について考え、対話する学習が設定

されている。また、後半には協働的な学習として合

奏教材が掲載されている。 

・情報活用能力の育成について、『アンサンブルセミ

ナー』での『深めよう！音楽』で、複数の楽器群よ

り、どの楽器を演奏するかについて考える際に、各

パートの役割や旋律、リズムなどの特徴を手掛かり

に選択する学習が設定されている

・音楽文化の理解について、巻末に、和楽器に取り

組む中学生の様子が掲載されている。また、ギター

では、クラシック以外にフォーク、ロック、ジャズ

などのジャンルの違いが紹介されている。『バンドの

世界をのぞいてみよう』では、音楽文化の一つとし

て、ポピュラー音楽が掲載されている。 
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令和６年度使用希望教科書選定理由 

県立平塚中等教育学校 前期課程 

種目 美術 

発行者の番号・略称 38 光村 

教科書の記号・番号 美術 702、802 

書名 美術 １  

美術 ２・３ 

使用学年 １、２・３ 

[選定理由] 

本校がめざす学校像は、「６年間の一貫した教育課程のもとで、幅広い教養と独

創性を備え、次世代を担うリーダーを育てていく学校」である。また、本校の教育

理念は「深い洞察と鋭い感性」、「高い志と豊かな人間性」、「幅広い教養と光る知

性」の３つである。 

本校の美術科においては、「対象や事象を捉える造形的な視点について理解する

とともに、表現方法を創意工夫し、創造的に表すことができるようにすること」や、

「造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫、美術の働きなどについて考え、主題

を生み出し豊かに発想し構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を

深めたりすることができるようにすること」に重点を置いている。 

これらを踏まえ、「対象や事象を捉える造形的な視点について理解すること」「表

現方法を創意工夫し、創造的に表すこと」「造形的なよさや美しさ、表現の意図と

工夫、美術の働きなどについて考えること」「主題を生み出し豊かに発想し構想を

練ること」「美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めること」を観点として、

開隆堂「美術１ 発見と創造」「美術２・３ 探求と継承」、光村図書「美術１」

「美術２・３」、日本文教出版「美術１ 美術との出会い 」「美術２・３上 学び

の実感と広がり」「美術２・３下 学びの探求と未来」という全３者の教科書を比

較・検討した。 

その結果、 

〇 「対象や事象を捉える造形的な視点について理解すること」に関して、基礎

的な知識や技能を例示した『学習を支える資料』が掲載されていること。 
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〇 「表現方法を創意工夫し、創造的に表すこと」に関して、情報機器の使用方

法や、タブレット端末やプロジェクターを使用した活動例が掲載されているこ

と。 

〇 「造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫、美術の働きなどについて考え

ること」に関して、生活や社会の中の美術や美術文化の関わりを見据えた題材

が掲載されていること。 

〇 「主題を生み出し豊かに発想し構想を練ること」に関して、生徒が主題を生

み出し、発想し、構想を練る思考の過程が、アイデアスケッチなどとともに取

り上げられ、題材の導入、制作、鑑賞の過程で示されていること。 

〇 「美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めること」に関して、日常生活

の中のデザインが取り上げられていること。 

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、光村図書

の「美術１」「美術２・３」を選定した。 
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「県立平塚中等教育学校 令和６年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 美術 

開隆堂 光 村 日 文 

生
き
て
働
く
「
知
識
・
技

能
」
を
習
得
す
る
た
め
の
工

夫
や
配
慮 

「知識・技能」の習得について、各学

年の巻末に『学びの資料』として、基

礎的な知識や技能について掲載され

ている。また、題材ページには、美術

に関連する言葉を説明した「美術の用

語」が示されている。 

「知識・技能」の習得について、各学

年の巻末に『学習を支える資料』とし

て、基礎的な知識や技能について掲載

されている。また、『みんなの工夫』

には、生徒が技能を働かせている様子

が紹介されている。 

「知識・技能」の習得について、各学

年の巻末に『学びを支える資料』とし

て、基礎的な知識や技能について掲載

されている。また、題材ページには、

知識に関連する『造形的な視点』が示

されている。 

未
知
の
状
況
に
も
対
応
で
き
る
「
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」
の
育

成
を
図
る
た
め
の
工
夫
や
配
慮 

「思考力・判断力・表現力等」の育成

について、各題材に『思考力・判断力・

表現力に関する目標』が示されてい

る。また、『学習のポイント』として

『視点の位置を工夫して、表したい風

景に合った構図を考えよう。』などの

発想・構想の方法や学習の進め方が掲

載されている。 

「思考力・判断力・表現力等」の育成

について、『発想構想』『みんなの工

夫』として、活動中に生徒が発想し、

構想を練る思考の過程が、アイデアス

ケッチなどとともに示されている。ま

た『作家の発想・構想』が掲載され、

美術家や画家の発想や構想について

紹介されている。 

「思考力・判断力・表現力等」の育成

について、各題材に『発想や構想、鑑

賞に関する目標』が示されている。ま

た、『スケッチに描く対象は、感情が

ワクワクしたものが全てです。』など

の『作者の言葉』、学習活動の様子が

分かる写真、アイデアスケッチが掲載

されている。 

社
会
と
か
か
わ
る
力
］
社
会
と
の
か
か
わ

り
の
中
で
、
自
己
を
成
長
さ
せ
、
社
会
に

貢
献
す
る
力
を
育
て
る 

［社会とかかわる力］の「生きること」

について、美術で学ぶデザインや工芸

について、身近で見られるロゴマーク

やはさみなどで説明されている。ま

た、美術で学んだ力が社会の中で、落

語家や保育士などの仕事に生かされ

ていることが示されている。 

［社会とかかわる力］の「生きること」

について、美術で学ぶデザインが身の

回りにあることについて、中学生の１

日の生活を例にしながら写真ととも

に示されている。また、各地で行われ

ている美術に関するイベントやプロ

ジェクトが紹介されている。 

［社会とかかわる力］の「生きること」

について、美術以外の分野のシンガー

ソングライターやノーベル賞受賞者

などの著名人を取り上げ、『美術には

心を落ち着かせる力や、感動をもたら

す力がある』などという言葉ととも

に、美術の学習が社会とつながってい

ることが示されている。 

体
験
活
動
の
充
実 

体験活動の充実について、美術館での

鑑賞活動だけではなく、絵本や地図な

ど、身近にあるものや地域にある造形

物が紹介されている。また、日本各地

の『明かりの行事』である『秋田竿灯

まつり』などが掲載されている。 

体験活動の充実について、美術館での

鑑賞活動だけではなく、身の回りにあ

る椅子に実際に座ってみたり、複数の

角度から見てみたり、運んでみたりす

る活動や、公共の場にある椅子の形や

色、材料に目を向ける活動が紹介され

ている。 

体験活動の充実について、美術館の作

品を鑑賞する活動だけではなく、地域

の自然の材料や工芸技術を取り入れ

た列車のデザインを鑑賞する題材が

掲載されている。また、自分たちの地

域にあるものや漫画、パブリックアー

トを鑑賞する題材が掲載されている。 

情
報
活
用
能
力
の
育
成 

情報活用能力の育成について、デジタ

ルカメラなどを使用したコマ撮りア

ニメーションの制作方法が示されて

いる。また、映像メディアを活用する

特設ページが設定され、表現の可能性

が広げられる撮影機器と、その扱い方

や活用例が掲載されている。 

情報活用能力の育成について、情報機

器の使用方法やタブレット端末やプ

ロジェクターを使用した活動例や、映

像制作の流れなどが示されている。ま

た、映像を使って空間の演出をしてい

る事例が掲載されている。 

情報活用能力の育成について、デジタ

ルカメラやパソコンなど、情報機器を

使用した写真表現や動画映像の表現

方法が示されている。また、ヴァーチ

ャル・リアリティの鑑賞事例が掲載さ

れている。 

48 / 142



生
徒
の
学
習
上
の
困
難
さ
に
応

じ
た
工
夫 

生徒の学習上の困難に応じた工夫に

ついて、中学校以上で習う漢字にルビ

が記載されている。また、各ページの

図版には、番号が示されている。安全

に関する注意点については、注意を促

すマークが記載されている。 

生徒の学習上の困難に応じた工夫に

ついて、『みんなの工夫』では、２人

の生徒が表現している過程が、発想や

構想の段階から完成作品までの順序

が、活動の様子やアイデアスケッチな

どの写真や文で示されている。 

生徒の学習上の困難に応じた工夫に

ついて、題材ページには、完成した作

品だけではなく、『試しながら、発想

を広げよう』『話して、つなげて、深

めよう』などと題し、生徒の制作途中

の様子が、写真や文などで示されてい

る。 

体
裁
が
よ
く
、
生
徒
が
使
い
や

す
い
よ
う
な
工
夫
や
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
る
か
。 

判型はＡ４変型判が採用されている。

３ページ扱いの片観音開きや、４ペー

ジ扱いの両観音開きになる箇所にお

いて、伊藤若冲などの作品が掲載され

ている。 

判型はＡ４判が採用されている。３ペ

ージ扱いの片観音開きや、４ページ扱

いの両観音開きになる箇所において、

俵屋宗達などの作品が掲載されてい

る。 

判型はＡ４変型判が採用されている。

３ページ扱いの片観音開きや、４ペー

ジ扱いの両観音開きになる箇所にお

いて、尾形光琳などの作品が掲載され

ている。 
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

県立平塚中等教育学校 前期課程 

種目 保健体育 

発行者の番号・略称 ２ 東書 

教科書の記号・番号 保体 701 

書名 新しい保健体育 

使用学年 １・２・３ 

[選定理由] 

本校がめざす学校像は、「６年間の一貫した教育課程のもとで、幅広い教養と独創性を

備え、次世代を担うリーダーを育てていく学校」である。また、本校の保健体育科の教科

目標は「６年間を見通した系統的な学習指導」であり、仲間とのグループワークや教え合

いにより、体育や保健の見方・考え方を働かせる学習展開を実践している。 

本校の前期課程・保健体育科においては、「基礎的・基本的な知識を習得し、健康や環

境・社会のしくみに関心を持って学習に取り組めるようにすること」や、「自らの生活を

振り返り、より良く生きていくことができる力を育成すること」をめざしている。また、

後期課程においてめざす「セルフプロモーションの考えに立った行動の選択やヘルスプロ

モーションの考え方にもとづく活動で自らの健康をコントロールしていくことのできる

力の育成」ということに重点を置いている。 

これらを踏まえ、「基礎的・基本的な知識を習得し、主体的に学習に取り組むこと」「自

らの生活を振り返り、より良く生きていくことができる力の育成」「ヘルスプロモーショ

ンの考え方により、自らの健康をコントロールしていくことのできる力の育成」といった

観点から、東京書籍「新しい保健体育」、大日本「中学校保健体育」、大修館「最新 中

学校保健体育」、学研「中学保健体育」という全４者の教科書を比較・検討した。 

その結果 

○「基礎的・基本的な知識を習得し、主体的に学習に取り組むこと」に関して、各単元

の授業の流れが『見つける』『学習課題』『課題の解決』『広げる』の４ステップで

示されており、流れに沿って学習を進める活動が掲載されていること。また、これら

に加えて、学習内容に関連する動画やシミュレーション、他教科の教科書紙面など、

学習を進める上での教科書表記のＤマークコンテンツが掲載されていること。

○「自らの生活を振り返り、より良く生きていくことができる力の育成」に関して、自

分の経験などと関連させ発表する活動を取り上げた『活用する』のコーナーが掲載さ

れていること。

○「ヘルスプロモーションの考え方により、自らの健康をコントロールしていくことの

できる力の育成」に関して、学校段階間の円滑な接続について、『章の扉』に各章の
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学習に関連する小学校や高等学校の学習内容が示されているとともに、道徳科との関

連について掲載されていること。 

こうした題材や資料等が、本校の生徒の学習に最も適していると判断し、東京書籍の「新

しい保健体育」を選定した。 
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「県立平塚中等教育学校 令和６年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 保健体育 

生徒にとっ

て分かりや

すく理解が

深まるよう

な構成上の

工夫や配慮

がなされて

いるか 

東書 大日本 大修館 学研 

学習の流れを示した『見

つける』『学習課題』『課題

の解決』『広げる』が４ス

テップで示されている。

また、巻末に『キーワード

の解説』が設定されてい

る。 

学習の流れを示した『や

ってみよう』『意見を出そ

う』『考えよう』などの項

目があり、当てはまるも

のをチェックする欄を設

けた『課題をつかむ』が設

定されている。 

学習の流れを示した『や

ってみよう』『意見を出そ

う』『考えよう』などの項

目があり、当てはまるも

のをチェックする欄を設

けた『課題をつかむ』が設

定されている。 

学習の流れを示した『学

習の目標』『課題をつか

む』『考える・調べる』『ま

とめる・深める』という目

標や学習活動が設定され

ている。 

ICT を活用

した情報活

用能力の育

成に配慮が

なされてい

るか 

東書 大日本 大修館 学研 

二次元コードを読み込み

「D マークコンテンツ内

容一覧」にある動画教材

やシミュレーション教材

などにアクセスして学習

することができる。 

二次元コードを読み込

み、ウェブサイトにある

動画や資料を使って学習

することができる。 

二次元コードを読み取っ

て、学習に関連する情報

を調べたり、動画で詳し

く学べたりするウェブサ

イトにアクセスすること

ができる。 

二次元コードを読み込

み、「教科書サイト」にア

クセスすることでコンテ

ンツを得られる。 

生徒が個人

生活におけ

る健康・安

全について

科学的に思

考し、判断

するととも

に、筋道を

立てて他者

に表現でき

るような学

習活動が取

り上げられ

ているか 

東書 大日本 大修館 学研 

学習した資料を基に、自

分の経験などと関連させ

発表する活動を取り上げ

た『活用する』のコーナー

が設定されている。また、

課題の解決に向けて見開

きページに発問が設定さ

れている。 

学習した資料を基に、自

分の日常生活について考

え、話し合う活動を取り

上げた『話し合ってみよ

う』のコーナーが設定さ

れている。また、グループ

での話し合い活動などを

取り上げた『学びを活か

そう』が掲載されている。 

学習した資料を基に、自

分の考えを書き込み、意

見を出し合う活動を取り

上げた『話しあおう』『発

表しよう』『生かそう』の

コーナーが『学習のまと

め』で設定されている。ま

た、学んだことを活用す

る『思考・判断・表現の問

題』が掲載されている。 

具体的に意見を出し合う

『考える・調べる』コーナ

ーや学習したことを基

に、話し合う『まとめる・

深める』コーナーが設定

されている。また、グラフ

を読み取り、意見を出し

合う活動を取り上げた

『考える・調べる』が設定

されている。 

学校段階間

の円滑な接

続 

東書 大日本 大修館 学研 

学校段階間の円滑な接続

について、小学校で学習

したこと、中学校で学習

すること、高校で学習す

ることを示した『章の扉』

が掲載されている。 

学校段階間の円滑な接続

について、小学校で学習

したこと、中学校で学習

すること、高校で学習す

ることを示した『章扉』が

掲載されている。 

学校段階間の円滑な接続

について、小学校で学習

したこと、中学校で学習

すること、高校で学習す

ることを示した『章とび

ら』が掲載されている。 

学校段階間の円滑な接続

について、小学校で学習

したこと、中学校で学習

すること、高校で学習す

ることを示した『章の扉』

が掲載されている。 
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

県立平塚中等教育学校 前期課程 

種目 技術・家庭（技術分野） 

発行者の番号・略称 ６ 教図 

教科書の記号・番号 技術 702、703 

書名 New 技術・家庭 技術分野 明日を創造する 

New 技術・家庭 技術分野 明日を創造する技術ハンドブック 

使用学年 １・２・３ 

[選定理由] 

本校がめざす学校像は、「６年間の一貫した教育課程のもとで、幅広い教養と独創性を

備え、次世代を担うリーダーを育てていく学校」である。また、本校の教育理念は「深い

洞察と鋭い感性」、「高い志と豊かな人間性」、「幅広い教養と光る知性」の３つである。 

本校の技術・家庭科技術分野においては、「材料と加工、生物育成、エネルギー変換及

び情報に関する基礎的・基本的な知識及び技能を習得する」「技術と社会や環境との関わ

りについて理解を深める」「技術を適切に評価し活用する能力と態度を育てる」ことを育

てる力とし、観点とした。これらを踏まえ、全３者の教科書を比較・検討した。 

その結果、 

〇 「材料と加工、生物育成、エネルギー変換及び情報に関する基礎的・基本的な知識

及び技能を習得する」ことについて、実習を進める際に必要な作業手順が『つくって

みよう』として掲載されていること。 

〇 「技術と社会や環境との関わりについて理解を深める」ことについて、『Society 

5.0』による未来社会を考察する活動や、社会で活躍する人々を例示した『特集→

Technology』や『技ビト』が掲載されていること。 

〇 「技術を適切に評価し活用する能力と態度を育てる」ことについて、技術の見方・

考え方を働かせた学習として技術のプラス面、マイナス面の両面の例を資料として取

り上げた『技術のプラス面とマイナス面』が掲載されていること。 

加えて、 

〇 「表現やコミュニケーションにおいてコンピュータを効果的に活用する能力を養う

こと」や「情報を主体的に活用し、情報社会に主体的に参加する態度を育てること」

について、技能を掲載した別冊『技術ハンドブック』にプログラミングの基本技能が

掲載されていること。 
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〇 課題を解決する力を養う学習過程について、『問題の発見する』『目的や条件をも

とに構想を考える』『構想を具体化する』『設計をまとめる』の４つのステップを例

示した『設計の手順』が掲載されていること。 

〇 巻末資料に設計に関して『構想図』などの図を記入するワークシート『設計計画表

にまとめよう』が掲載されていること。 

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、教育図書の

「New 技術・家庭 技術分野」を選定した。 
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「県立平塚中等教育学校 令和６年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 技術・家庭科（技術分野） 

東書 教図 開隆堂 

教育基本

法学校教

育法

及び学習

指導要領

との関連 

・「思考力・判断力・表現力等」

の育成について、着目する視点を

例示した『問題解決カード』とい

うワークシートや『チェック 技

術の見方・考え方』という項目が

掲載されている。 

・「思考力・判断力・表現力等」の

育成について、設計を４ステップ

で表した問題解決の考え方を例示

し、実習をプラス面、マイナス面

から取り上げた『やってみよう』

が掲載されている。 

・「思考力・判断力・表現力等」の

育成について、それぞれの過程で

の考え方を取り上げた『問題解決

の流れ』が掲載されている。 

東書 教図 開隆堂 

かながわ

教育ビジ

ョンとの

関連 

［社会とかかわる力］の「働くこ

との大切さ」について、『これから

のエネルギー変換の技術について

考える』などの技術の未来を取り

上げた『未来の Technology』ワ

ークシートが掲載されている。 

・［社会とかかわる力］の「働くこ

と の 大 切 さ 」 に つ い て 、

『Society5.0』による未来社会を

考察する活動や、社会で活躍する

人 々 を 取 り 上 げ た 『 特 集 →

Technology』が掲載されている。 

・［社会とかかわる力］の「働くこ

との大切さ」について、今までの

技術の歴史と社会との関わりが取

り上げられた『技術の工夫・創造

と私たちの未来』が掲載されてい

る。 

東書 教図 開隆堂 

内容と構

成 

・実践的・体験的な活動について、

体験的な活動を通して取り組む課

題を取り上げた『活動』マークが

掲載されている。ワークシート例

が『問題解決カード』として掲載

されている。 

・「技術の見方・考え方」を働かせ

た学習について、技術の見方・考

え方を例示した『最適化の窓』が

掲載されている。見方・考え方に

関するコメントを取り上げた『ミ

カタン』が掲載されている。 

・課題を解決する力を養う学習過

程について、問題の発見、課題の

設定、設計・計画、製作などの過

程を取り上げた『問題解決カード』

が掲載されいる。

・実践的・体験的な活動について、

実践的に画面のデザインを考える

活動などを例示した『やってみよ

う』や『つくってみよう』の項目

が掲載されている。 

・「技術の見方・考え方」を働かせ

た学習について、社会で使われて

いる技術のプラス面、マイナス面

の両面について取り上げた『技術

のプラス面とマイナス面』が掲載

されている。 

・課題を解決する力を養う学習過

程について、『問題を発見する』や

『構想を具体化する』などの４つ

のステップを例示した問題解決の

『設計の手順』やワークシート例

が掲載されている。 

・言語能力の育成について、設計

に関して『構想図』などの図を記

入するワークシート『設計計画表

にまとめよう』が掲載されている。 

・実践的・体験的な活動について、

知識の理解に関する『実験』が掲

載されている。また、実習例に学

習過程を例示した『問題の発見』

や『評価・改善』などが掲載され

ている。 

・「技術の見方・考え方」を働かせ

た学習について、ガイダンスには、

『工夫』『技術のしくみ』『科学的

な原理・法則』の視点から電気ス

トーブを例に、『技術の見方・考え

方』が掲載されている。 

・課題を解決する力を養う学習過

程について、製作者の意図が取り

上げられた『いすに込められた工

夫の例』が掲載されている。学習

過程を例示した『問題解決の流れ』

が掲載されている。
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

県立平塚中等教育学校 前期課程 

種目 技術・家庭（家庭分野） 

発行者の番号・略称 ６ 教図 

教科書の記号・番号 家庭 ７０２ 

書名 New 技術・家庭 家庭分野 くらしを創造する 

使用学年 １・２・３ 

[選定理由] 

本校がめざす学校像は、「６年間の一貫した教育課程のもとで、幅広い教養と独創性を

備え、次世代を担うリーダーを育てていく学校」である。また、本校の教育理念は「深い

洞察と鋭い感性」、「高い志と豊かな人間性」、「幅広い教養と光る知性」の３つである。 

本校の技術・家庭科においては、「身の回りに関する生活事象に興味を持ち、学びを実

生活にいかすことのできる実践的な態度を持った生徒」、「世界と関わりあっているという

事を知り世界における様々な取り組み（資源・環境について）など、広い視野で物事を見

つめられる生徒」の育成をめざしている。 

これらを踏まえ、特に「体験的な学習活動や問題解決型の学習を通じ、思考力・判断力・

表現力等の育成を図り、社会において人々と協働できる実践力の育成」、「家族・家庭、

衣食住、消費や環境などに関する学習を通じ、家族や地域の一員として主体的に問題を見

いだし解決策を構想し工夫できる能力と態度の育成」、「よりよい生活の実現に向けて、

生活を創造しようとする実践的な態度の育成」という観点から、全３者の教科書を比較・

検討した。 

その結果、 

〇 「体験的な学習活動や問題解決型の学習を通じ、思考力・判断力・表現力等の育成

を図り、社会において人々と協働できる実践力の育成」に関して、実践的、体験的な

活動を通した知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力等の育成について、自分の

生活の中から問題を発見する活動例が『学びを生かそう』などで設定されていること。 

〇 「家族・家庭、衣食住、消費や環境などに関する学習を通じ、家族や地域の一員

として主体的に問題を見いだし解決策を構想し工夫できる能力と態度の育成」に関

して、成人年齢引き下げや、持続可能な社会の実現、フェアトレードやエシカル消

費など、自立した消費者となるための基礎的な知識と態度を育てることをねらいと

した内容が掲載されていること。 
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〇 「よりよい生活の実現に向けて、生活を創造しようとする実践的な態度の育成」

に関して、中学生にとって日常的に必要な栄養素の摂り方や献立作成、調理や食文

化など知識と技術の習得について、基礎的内容から発展的な内容までが示されてい

る。また、実習では、材料・調理手順など調理のポイントなどが示されているこ

と。 

その他、 

〇 発展的な学習内容としての資料が掲載されていること。 

〇 伝統や文化に関する教育の充実について、衣・食・住生活に関する資料が掲載さ

れていること。 

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、教育図書の

「New 技術・家庭 家庭分野 くらしを創造する」が本校生徒の学習に最も適している

と判断し、選定した。 
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「県立平塚中等教育学校 令和６年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 技術・家庭（家庭分野） 

東書 教図 開隆堂 

教育基本

法、学校

教育法及

び学習指

導要領と

の関連 

・「知識・技能」の習得につい

て、巻頭に家族・家庭の基礎的な

機能などの『家庭分野のガイダン

ス』が示されている。各章末の

『学習のまとめ』や実習の『いつ

も確かめよう』が設定されてい

る。 

・「知識・技能」の習得につい

て、『日常の１食分の調理』な

ど、課題解決学習の流れが『問題

を発見する』など６つのまとまり

で示されており、思考力・判断

力・表現力等の育成について、知

識や技能を活用した課題解決の流

れが『問題の発見』『課題を設定

する』などで示されている。 

・「知識・技能」の習得につい

て、ポイントとなる語句は太字で

示されている。また、『しょうが

焼き』など、基本的な調理手順や

調理理論が示されている。 

かながわ

教育ビジ

ョンとの

関連 

・〔たくましく生きる力〕の「消

費者教育」について、自立した消

費者に関するエシカル消費や消費

者市民社会の説明などが『私たち

の消費生活と環境』などに示され

ている。 

・〔たくましく生きる力〕の「消

費者教育」について、自立した消

費者、持続可能な社会の実現につ

いて『消費生活が社会に与える影

響を考えよう』などに取り上げら

れている。 

・〔たくましく生きる力〕の「消

費者教育」について、持続可能な

社会の実現に向けた自立した消費

者に関する取組が『消費行動が社

会に与える影響』で、示されてい

る。 

内容と構

成 

・伝統や文化に関する教育の充実

について、日本の伝統的な文化が

『日本の食生活と和食の調理』な

ど、衣・食・住などで取り上げら

れている。

・包丁のもち方や姿勢、食品の切

り方など実習の技能などが、各編

において『いつも確かめよう』で

示されている。

・実践的・体験的な活動を通した

既習事項の習得や思考力・判断

力・表現力等の育成について、知

識・技能を活用する例が『弁当作

りに挑戦しよう』などで示されて

いる。

・伝統や文化に関する教育の充実

について、日本の伝統的な文化が

『地域の食文化を知ろう』など、

衣・食・住の各章で、取り上げら

れている。

・各編において『やってみよう』

『学びを生かそう』『章末のまと

め』が基礎・基本から、発展的な

題材へと順に記載されている。

・実践的・体験的な活動を通した

知識・技能の習得や思考力・判断

力・表現力等の育成について、自

分の生活の中から問題を発見する

活動例が『学びを生かそう』など

で設定されている。 

・伝統や文化に関する教育の充実

について、日本の伝統的な文化が

『地域の食文化』など衣・食・住

の各内容において、取り上げられ

ている。

・各編において、学習のポイント

や情報を吹き出しで伝えるキャラ

クターが『幼児の発達と衣生活、

食生活』などにおいて示されてい

る。

・実践的・体験的な活動を通した

知識・技能の習得や思考力・判断

力・表現力等の育成について、家

族の気持ちや立場を考えるロール

プレイングなどの活用例が示され

ている。

58 / 142



令和６年度使用希望教科書選定理由書 

県立平塚中等教育学校 前期課程 

種目 英語 

発行者の番号・略称 ２ 東書 

教科書の記号・番号 英語 701、801、901 

書名 

NEW HORIZON English Course1 

NEW HORIZON English Course2 

NEW HORIZON English Course3 

使用学年 １、２、３ 

[選定理由] 

本校がめざす学校像は、「６年間の一貫した教育課程のもとで、幅広い教養と独創性を

備え、次世代を担うリーダーを育てていく学校」である。また、本校の教育理念は「深い

洞察と鋭い感性」、「高い志と豊かな人間性」、「幅広い教養と光る知性」の３つである。 

本校の英語科においては、「表現コミュニケーション力」の育成を重視し、「基本的な英

語の音声の特徴をとらえ、正しく発音する活動」、「自然な英語を聞いて、正しく聞き取り、

情報を正確に処理する活動」、「自分の考えや気持ち、事実などを聞き手に正しく伝える活

動」、「文字や符号を識別し正しく読む活動や、書かれた内容を考えながら黙読し、その内

容が表現されるように音読する活動」、「文字や符号を識別し、語と語の区切りなどに注意

して正しく書く活動や、語と語のつながりなどに注意して正しく文を書く活動」にも重点

を置いている。 

 これらを踏まえ、特に「まとまりのある文章を読む活動」、「読み取った内容を表現につ

なげる活動」といった観点から全６者の教科書を比較・検討し、東京書籍の「NEW 

HORIZON English Course １，２，３」、開隆堂の「SUNSHINE ENGLISH COURSE

１，２，３」及び三省堂の「NEW CROWN English Series １，２，３」の３者に絞っ

た。 

 次に、「未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力等の育成を図るための工夫

や配慮」、「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習活動に資する工夫や配慮」とい

う観点を加え、３者を比較・検討した。 

その結果、「未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成を図るた

めの工夫や配慮」という観点に関して、 
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○領域統合型のプロジェクト活動『Stage Activity』で、冒頭のアイコンとともに『目

的・場面・状況』が明示され、互いに作ったポスターを読んで感想を伝え合ったり、

クラスメイトに調査としてインタビューをしたり、立場に沿ったメモを作ったりする

ことなどが行われている。 

○まとまった文章を概要把握、詳細理解、自己表現の３段階で読み取る『Read and

Think』などの活動が設定されている。

「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習活動に資する工夫や配慮」という観

点に関して、 

○学習を見通し振り返る場面として、巻頭の目次が『学習の見通しを立てよう』のタイ

トルで示され、巻末に『学習を振り返ろう』のタイトルで学年別の CAN-DO リスト

形式の学習到達目標が示されている。 

○各 Unit の最初に『GOAL』として目標が示され、最後に『CHECK』としてその目

標を達成したかどうかの振り返りが示されている。

○グループなどで対話する場面として、互いに向いていると思う仕事を伝え合い、その

アドバイスをもとに表現につなげる活動などが設定されている。

○生徒が考える場面として、『Think and Express Yourself』で、読み取った内容に

関連した自分のことについて表現する活動などが設定されている。

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、東京書籍の

「NEW HORIZON English Course１，２，３」を選定した。 
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「県立平塚中等教育学校 令和６年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 英語 

東書 開隆堂 三省堂 

教育基本

法、学校

教育法及

び学習指

導要領と

の関連 

○「思考力・判断力・表現力等」

の育成について、複数の単元のま

とめとして、領域統合型のプロジ

ェクト活動『Stage Activity』

で、『"All about Me" Poster

（第１学年）』『Research and 

Presentation（第２学年）』

『Let's Have a Mini Debate

（第３学年）』などの活動が設定

されている。これらの活動では、

冒頭のアイコンとともに『目的・

場面・状況』が明示され、互いに

作ったポスターを読んで感想を伝

え合ったり、クラスメイトに調査

としてインタビューをしたり、立

場に沿ったメモを作ったりするこ

となどが行われている。 

また、まとまった文章を概要把

握、詳細理解、自己表現の３段階

で読み取る『Read and 

Think』などの活動が設定されて

いる。 

○「思考力・判断力・表現力等」

の育成について、複数の単元のま

とめとして、領域統合型のプロジ

ェクト活動『Our Project』で、

『あなたの知らない私（第１学

年）』『「夢の旅行」を企画しよう

（第２学年）』『記者会見を開こう

（第３学年）』などの活動が設定

されている。これらの活動では、

冒頭で活動の目標が明示され、マ

ッピングで情報を整理したり、リ

ハーサルで互いにアドバイスをし

合ったり、原稿メモについてペア

でアドバイスしたりすることなど

が行われている。

また、教科書本文の情報から答え

を自由に推測する問い（推論発

問）が、『Ｑ＆Ａ』の中に『？』

のアイコンで示されている。

○「思考力・判断力・表現力等」

の育成について、複数の単元のま

とめとして、領域統合型のプロジ

ェクト活動『Project』で、『理想

のロボットを発表しよう（第１学

年）』『修学旅行のプランを提案し

よう（第２学年）』『ディスカッシ

ョンをしよう（第３学年）』など

の活動が設定されている。これら

の活動では、冒頭で『何につい

て』『何をする』などの設定を生

徒が書き込んで確認し、モデルと

なる発表を聞いたり、ペアで提案

内容を考えたり、参加者全員に役

割を決めてディスカッションした

りすることなどが行われている。

また、聞き取ったことをもとに自

分の意見の発信につなげる

『Take Action! Listen』などの

活動が設定されている。

教出 光村 啓林館 

○「思考力・判断力・表現力等」

の育成について、複数の単元のま

とめとして、領域統合型のプロジ

ェクト活動『Project』で、『オリ

ジナルの標識を考えて発表しよ

う！（第１学年）』『行ってみたい

名所を紹介しよう！（第２学

年）』『英語で卒業スピーチをしよ

う！（第３学年）』などの活動が

設定されている。これらの活動で

は、タイトルと同一の活動目標が

示され、モデル発表を聞いてメモ

を取ったり、アイデアのメモをも

とに話す順番を決めたり、マッピ

ングの手法で考えを整理したりす

ることなどが行われている。

また、教科書本文とは異なる場面

の英語を聞いてその内容について

表現する『Task』などの活動が

設定されている。

○「思考力・判断力・表現力等」

の育成について、複数の単元のま

とめとして、領域統合型のプロジ

ェクト活動『You Can Do It!』

で、『「ドリームファミリー」を紹

介しよう（第１学年）』『日本のお

もしろいものを紹介しよう（第２

学年）』『３年間を締めくくる言葉

を考えよう（第３学年）』などの

活動が設定されている。これらの

活動では、冒頭に状況設定などが

示され、グループ発表を聞き合っ

て代表を決めたり、ペアで紹介す

るものを決めたり、モデルとなる

英語の詩から作成者の学校生活を

想像したりすることなどが行われ

ている。

また、モデルの文章を読んでそれ

に近いテーマで自己表現をする

『Goal』などの活動が設定され

ている。

○「思考力・判断力・表現力等」

の育成について、複数の単元のま

とめとして、領域統合型のプロジ

ェクト活動『Project』で、『日記

を書こう（第１学年）』『あこがれ

の職業を発表しよう（第２学

年）』『有名人にインタビューしよ

う（第３学年）』などの活動が設

定されている。これらの活動で

は、段階的に手順が示され、よく

使われる語句が紹介されたり、発

表を聞いて相手に質問したり、モ

デル対話を聞いてわかったことを

メモしたりすることなどが行われ

ている。

また、３つのステップでミニスピ

ーチを作成する『Express

Yourself』などの活動が設定さ

れている。
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東書 開隆堂 三省堂 

内容と構

成 

○主体的・対話的で深い学びにつ

いて、学習を見通し振り返る場面

として、巻頭の目次が『学習の見

通しを立てよう』のタイトルで示

され、巻末に『学習を振り返ろ

う』のタイトルで学年別の

CAN-DO リスト形式の学習到達

目標が示されている。第１学年に

は小学校の学習到達目標、第３学

年には高校の学習到達目標も示さ

れている。各 Unit の最初に

『GOAL』として目標が示さ

れ、最後に『CHECK』としてそ

の目標を達成したかどうかの振り

返りが示されている。グループな

どで対話する場面として、互いに

向いていると思う仕事を伝え合

い、そのアドバイスをもとに表現

につなげる活動などが設定されて

いる。生徒が考える場面として、

『Think and Express 

Yourself』で、読み取った内容

に関連した自分のことについて表

現する活動などが設定されてい

る。 

○主体的・対話的で深い学びにつ

いて、学習を見通し振り返る場面

として、巻頭に前後の学年も含め

た全体の構成が示され、巻末の

『英語で「できるようになったこ

と」リスト』で領域別の目標が示

されている。それぞれの目標につ

いて、自己評価する項目が示され

ている。各 Program の最初に３

観点別の目標が示され、後のプロ

ジェクト活動の目標と連動してい

る。グループなどで対話する場面

として、アイデアを出し合って英

語でチャットをする活動などが設

定されている。生徒が考える場面

として、読み取った内容から自由

に答えを推測する推論発問などが

設定されている。 

○主体的・対話的で深い学びにつ

いて、学習を見通し振り返る場面

として、巻頭に『この教科書のし

くみ』が示され、巻末の『What

Can I Do?』で領域別の目標が

示されている。それぞれの目標に

ついて、教科書内で扱った主なパ

ートの振り返り箇所が示されてい

る。各 Lesson の最初に、扱わ

れる新出文法事項に関する英文や

活動の目標が示されている。グル

ープなどで対話する場面として、

提案するテーマについて話し合う

活動などが設定されている。生徒

が考える場面として、モデルとな

るスピーチ原稿と書き加えられた

メモを見て工夫している点を考え

る活動などが設定されている。

教出 光村 啓林館 

○主体的・対話的で深い学びにつ

いて、学習を見通し振り返る場面

として、巻頭の『この教科書で英

語を学ぶみなさんへ』で全体の構

成が示され、巻末の『Can-Do

自己チェックリスト』で前後の学

年も含めた領域別の目標が示され

ている。それぞれの目標につい

て、顔の表情のアイコンで自己評

価する項目が示されている。各

Lesson の終わりに３観点別の振

り返りの機会が設けられている。

グループなどで対話する場面とし

て、スピーチを聞いて感想を言う

活動などが設定されている。生徒

が考える場面として、『Think &

Try!』で、読み取った内容に関連

した表現活動が設定されている。

○主体的・対話的で深い学びにつ

いて、学習を見通し振り返る場面

として、巻頭に学期ごとに区切ら

れた全体構成が示され、巻末の

『CAN-DO List』で学年の大き

な１つの目標と領域別の目標が示

されている。それぞれの目標は、

学年が上がるにつれ、以前の学年

の目標が併せて示されている。

『CAN-DO List』と連動した目

標を達成したかどうかを振り返る

チェック項目が、各 Unit 末など

に『ふり返り』として設定されて

いる。グループなどで対話する場

面として、留学生が楽しめる観光

プランを考える活動などが設定さ

れている。生徒が考える場面とし

て、『About You』というアイ

コンで示された箇所に、自分のこ

とに関連して表現する活動が設定

されている。

○主体的・対話的で深い学びにつ

いて、学習を見通し振り返る場面

として、巻頭の『この教科書の使

い方』で全体の構成が示され、巻

末の『Can-Do リスト』で第１

学年のうちから中学校３年間を見

通した領域別の目標が示されてい

る。この目標は、中学校学習指導

要領に示されている領域別の目標

にほぼ文言が合わせられている。

各 Unit の最初に、パートごとの

目標や扱われる文法事項が示され

ている。グループなどで対話する

場面として、発表を聞いた後で発

表者に質問する活動などが設定さ

れている。生徒が考える場面とし

て、まとまった文章を読み取り、

内容に関連した自分の意見や考え

を述べる『Read & Think』が設

定されている。
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内容と構

成 

○学校段階間の円滑な接続につい

て、小学校の既習事項を確認する

ページがあり、聞くことから導入

されている。全編を通し、小学校

の既習事項が『小』のアイコンで

明示されている。

高校への接続について、第３学年

の巻末に示した『CAN-DO リス

ト』には、高校の領域別の目標が

示されている。読む分量の増加に

合わせ、本編中の読み物教材の使

用語数が段階的に増やされてい

る。図やイラストの内容を表現す

る活動などを取り上げた『いざと

いうとき役立つ標識』や、即興的

な対話につながる課題を取り上げ

た『Plus One』などが掲載され

ている。 

○学校段階間の円滑な接続につい

て、小学校の既習事項を確認する

ページがあり、小学校で学んだ表

現などが扱われている。全編を通

し、場面シラバスから導入されて

いる。

高校への接続について、通常から

まとまりのある文章を読む活動が

繰り返され、学年が上がるにつれ

語数が増やされている。第３学年

の最後には 1,000 語超の物語文

を取り上げた『Further 

Reading』が掲載されている。 

○学校段階間の円滑な接続につい

て、小学校の既習事項を確認する

ページがあり、小学校での学びを

振り返り、文構造などが整理され

ている。小学校の既習語から発信

語彙が抽出され、再掲されてい

る。

高校への接続について、補充語彙

リストの『Word Bank』が設定

されている。まとまりのある文章

を読む活動の語数が段階的に増や

されている。自分から英語に触れ

る手立てを示した『For Self-

study』が掲載されている。

教出 光村 啓林館 

○学校段階間の円滑な接続につい

て、小学校の既習事項を確認する

ページがあり、イラストやゲーム

での復習場面が設定されている。

小学校で扱ったコミュニケーショ

ン活動が扱われている。

高校への接続について、通常から

スパイラルに活動を積み重ね、段

階的に扱う語数や表現が増やされ

ている。第３学年の最後には、４

つの読み物教材を取り上げた

『Further Reading』が掲載さ

れている。

○学校段階間の円滑な接続につい

て、小学校の既習事項を確認する

ページがあり、「聞く」「話す」

「書く」の順に活動が設定されて

いる。帯活動で発音とつづりのル

ールを学ぶ教材が扱われている。

高校への接続について、通常から

読む機会と読む量が段階的に増や

されている。第３学年では、文章

を読み比べ、自分の意見を表現す

る活動が扱われている。英語学習

を続けていく手立てを示した

『Your Coach』が掲載されて

いる。

○学校段階間の円滑な接続につい

て、小学校の既習事項を確認する

ページがあり、耳から学習した英

語を文字と結び付ける内容で構成

され、他ページと比べイラストが

大きく使用されている。

高校への接続について、通常から

段階的に語数を増やしながら読む

活動が扱われている。第３学年の

最後に、ディスカッションや長文

の作文を取り上げた『Further

Study』が掲載されている。補充

の読み物教材も２点扱われてい

る。
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成 

○生徒の学習上の困難さに応じた

工夫について、内容理解などの補

助として、領域ごとの活動内容を

説明する動物キャラクターが設定

され、その吹き出しで活動のヒン

トが掲載されている。英語の問い

に対する回答例、海外の駅名に併

記されたカタカナ、英単語の意味

に対応したイラストが用意されて

いる。学習活動などの補助とし

て、読み物教材に限らず、まとま

りのある文章に使用単語数が併記

されている。 

○生徒の学習上の困難さに応じた

工夫について、内容理解などの補

助として、マンガ形式による場面

理解、英単語の意味に対応した写

真、形容詞を視覚的に理解するイ

ラスト、目標文の一覧とその日本

語訳の併記、表面にイラスト・裏

面に関連する英語を記した『アク

ションカード』が用意されてい

る。学習活動などの補助として、

ページ番号付近の単元の目標番号

を示すアイコン、音読回数（５回

分）のチェック欄が設けられてい

る。

○生徒の学習上の困難さに応じた

工夫について、内容理解などの補

助として、『Drill』内にある英語

と関連したイラスト、新しく登場

するキャラクターの人物紹介欄、

言語活動の設定の記入欄、聞き取

り教材『Take Action! Listen』

で扱われた英文の原稿（巻末の

『Audio Scripts』）、思考過程

を明示するキャラクターの『ひと

りごと』が用意されている。学習

活動などの補助として、読み物教

材の使用語数や段落番号が併記さ

れている。 

教出 光村 啓林館 

○生徒の学習上の困難さに応じた

工夫について、内容理解などの補

助として、各課で扱う文法事項に

ついて示した目次内の囲み、過去

の学年のものも含めた日本語訳付

きの『重要構文復習リスト』、も

のや人などを説明するゲームに使

用する絵カードが用意されてい

る。学習活動などの補助として、

音読回数（10 回分）のチェック

欄、教科書内に朱書きされた内容

を隠すマスキングシートが用意さ

れている。

○生徒の学習上の困難さに応じた

工夫について、内容理解などの補

助として、教科書が全編通してス

トーリー化されていたり、語句の

意味に対応した写真が用意された

りしている。学習活動などの補助

として、音読のやり方の指示がア

イコンで示されていたり、読み物

教材の使用語数が併記されたりし

ている。他ページと比べて帯教材

『Let's Talk!』の紙質や大きさ

を変え、すぐ後に並行して使用す

る『Active Words』の欄が設け

られている。

○生徒の学習上の困難さに応じた

工夫について、内容理解などの補

助として、各 Unit で扱われたテ

ーマに関する日本語コラム

『More Information』、語句の

意味に対応したイラスト、日本語

訳付きの『基本文のまとめ』、英

語の文字の発音の仕方の説明、赤

いボールの位置や動きで示された

前置詞のイメージ図が用意されて

いる。学習活動などの補助とし

て、読み物教材の使用語数が併記

されている。
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○文法事項について、小学校で扱

った be 動詞、一般動詞が並列に

導入されている。各学年とも、基

本的な構成は、①写真などから場

面などを想像するリスニングで導

入 ②教科書本文の概要把握 ③

基本文をもとにした練習活動 ④

『Mini Activity』で各技能の習得

を図る ⑤『Read and Think

（第２・３学年）』でまとまった

文章を３段階のステップ（概要把

握、詳細理解、表現につなげる）

で読む ⑥領域統合型の『Unit 

Activity』で成果を確認 ⑦複数

の単元のまとめとして行う領域統

合型の『Stage Activity』 など

で設定されている。また、各技能

別に特化した活動、他教科との技

能連携題材、読み物教材などが設

定されている。 

○文法事項について、小学校で扱

った be 動詞、一般動詞が段階的

に導入されるとともに、現在完了

形が第２学年の終わりに導入され

ている。各学年とも、基本的な構

成は、①写真やリスニングで題材

への興味付けを行い、学習の見通

しを立てる ②マンガ形式の短い

対話で基礎・基本の習得を図る 

③教科書本文の題材内容について

考える ④自分の言葉で本文をリ

テリングする（第１学年

Program ９から設定） ⑤学ん

だ表現をもとに即興で自己表現す

る ⑥複数の単元のまとめとして

行う領域統合型の活動を行う な

どで設定されている。また、ペア

によるスモールトーク、表現する

うえでの技能の紹介、語彙力の増

強活動、技能別のコミュニケーシ

ョン活動、読み物教材などが設定

されている。 

○文法事項について、小学校で扱

った be 動詞、一般動詞が並列に

導入されるとともに、現在完了形

が第２学年の終わりに導入されて

いる。各学年とも、基本的な構成

は、①学ぶ内容への動機付けを

し、学習の見通しを立てる ②教

科書本文の概要を把握する ③基

本文を確認し、文法事項や文構造

を理解する ④基本文の練習活動

を行う ⑤聞く活動から始める技

能別の活動を行う ⑥まとまりの

ある英文を３段階のステップ（背

景知識活性化、繰り返し読む、発

信）で読み取る ⑦目的・場面・

状況に応じてまとまりのある文章

を書く ⑧目的・場面・状況に応

じて発表する ⑨複数の単元のま

とめとして、領域統合的な活動を

行う などで設定されている。ま

た、聞き取り活動、やり取り活

動、読み物教材などが設定されて

いる。 

教出 光村 啓林館 

○文法事項について、小学校で扱

った be 動詞と一般動詞が並列に

導入されている。各学年とも、基

本的な構成は、①教科書本文ごと

の目標を確認 ②教科書本文の内

容理解 ③基本文の確認 ④基本

文を用いた練習活動 ⑤まとまっ

た内容の振り返りやタスク活動 

⑥文法事項や文構造の整理 ⑦複

数単元のまとめとしての領域統合

型の課題解決活動 などで設定さ

れている。また、並行して帯活動

で行うペアによる即興でのチャッ

トやスピーチ、言語の使用場面に

応じた活動、技能を高めるコツの

紹介、読み物教材、英語の勉強の

仕方についてのアドバイスなどが

設定されている。 

○文法事項について、小学校で扱

った be 動詞、一般動詞が並列に

導入されている。各学年とも、構

成は基本的にストーリー仕立て

で、①目標の確認とストーリーの

予想 ②教科書本文を理解しなが

ら音読練習 ③本文中で基本文や

語彙を確認 ④目的や場面に沿っ

た練習活動 ⑤基本文のルールな

どの再確認 ⑥アウトプットと振

り返り活動 ⑦複数単元のまとめ

として行う領域統合型の言語活動 

などで設定されている。また、並

行して帯教材で扱うリテリング活

動、即興でのやり取り活動、領域

別の練習教材、国際理解を深める

教材、読み物教材などが設定され

ている。 

○文法事項について、小学校で扱

った be 動詞、一般動詞が段階的

に導入されている。各学年とも、

基本的な構成は、①テーマに沿っ

た目標の確認 ②教科書本文の概

要理解 ③新出文法や新出語句の

確認 ④音声での新出文法の確認 

⑤新出文法の練習や表現活動 ⑥

テーマに沿ったまとまった文章の

読み取り（概要理解、要約、内容

について考える） ⑦テーマに沿

った発表活動 ⑧背景知識の補足

資料 ⑨複数単元のまとめとして

行う領域統合型の活動 などで設

定されている。また、新出文法の

振り返り、「話す」「聞く」「読

む」の各技能の学習、追加のディ

スカッション・ライティング活動

（第３学年）、追加の読み物教材

（第３学年）などが設定されてい

る。 
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○言語の使用場面について、地域

のおすすめの場所を紹介する場面

を取り上げた『My Favorite

Place in Our Town』などが掲

載されている。この活動は、どの

ようなおすすめの場所を紹介して

ほしいのかを「聞くこと」から始

め、自分で考えたおすすめの場所

を「書くこと」「話すこと[やり

取り]」をし、グループのメンバ

ーが考えた内容を「読むこと」を

行い、「話すこと[発表]」で紹介

するという流れで構成されてい

る。この活動における言語の働き

として、「聞き直す」「褒める」

「説明する」「意見を言う」「質

問する」などが取り上げられてい

る。 

○言語の使用場面について、他人

にあまり知られていない自分のこ

とを伝える自己紹介活動の場面を

取り上げた『あなたの知らない

私』などが掲載されている。この

活動は、モデルスピーチを「聞く

こと」「読むこと」から始め、自

分のスピーチのアイデアについて

「話すこと[やり取り]」「書くこ

と」を行い、マッピングなどで自

分の考えを整理し、即興のスピー

チを繰り返していく中で原稿をま

とめ、「話すこと[発表]」につな

ぐという流れで構成されている。

この活動における言語の働きとし

て、「繰り返す」「礼を言う」

「発表する」「意見を言う」「質

問する」などが取り上げられてい

る。 

○言語の使用場面について、将来

の夢がテーマのスピーチコンテス

トで発表する場面を取り上げた

『将来の夢を紹介しよう』などが

掲載されている。この活動は、モ

デルスピーチを「聞くこと」から

始め、ペアやグループで「話すこ

と[やり取り]」をして互いの興味

を確認し、モデルスピーチを「読

むこと」で文の構成などを参考に

し、自分のスピーチを「書くこ

と」を行い、練習をして「話すこ

と[発表]」につなぐという流れで

構成されている。この活動におけ

る言語の働きとして、「挨拶をす

る」「褒める」「報告する」「申

し出る」「依頼する」などが取り

上げられている。 

教出 光村 啓林館 

○言語の使用場面として、紹介し

たい日本の文化を一つ選んで発表

する場面を取り上げた『日本の文

化を紹介しよう！』などが掲載さ

れている。この活動は、日本の文

化について紹介された英文を「読

むこと」から始め、それを参考に

紹介したい日本の文化を考えてメ

モを作り、メモを参考に「書くこ

と」を行う。その後グループ内で

「話すこと[発表]」「聞くこと」

を行い、互いに質問や感想を言い

合う「話すこと[やり取り]」につ

なぐという流れで構成されてい

る。この活動における言語の働き

として、「挨拶をする」「褒め

る」「描写する」「意見を言う」

「質問する」などが取り上げられ

ている。 

○言語の使用場面として、ウェブ

サイトの掲示板の内容を参考に議

論に参加する場面を取り上げた

『学校に必要なものを考えて意見

を伝えよう』などが掲載されてい

る。この活動は、掲示板に書かれ

た意見を「読むこと」から始め、

その内容についての賛否を考え、

グループで議題を決め「話すこと

[やり取り]」「聞くこと」を行

い、「書くこと」で議論を整理す

る。最後に、そのテーマについて

の自分の賛否を「話すこと[発

表]」につなぐという流れで構成

されている。この活動における言

語の働きとして、「相づちを打

つ」「謝る」「説明する」「反対

する」「質問する」などが取り上

げられている。 

○言語の使用場面について、有名

人や歴史上の人物などに架空のイ

ンタビューをする場面を取り上げ

た『有名人にインタビューしよ

う』などが掲載されている。この

活動は、ALT にインタビューし

ている対話「話すこと[やり取

り]」からわかったことについて

メモを取りながら「聞くこと」か

ら始め、それを参考にインタビュ

ーしたい人物を決めて質問事項を

「書くこと」を行う。ペアで作っ

た原稿を「読むこと」などを通し

て練習し、「話すこと[発表]」に

つなぐという流れで構成されてい

る。この活動における言語の働き

として、「相づちを打つ」「歓迎

する」「報告する」「申し出る」

「質問する」などが取り上げられ

ている。 
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東書 開隆堂 三省堂 

内容と構

成 

○小学校の既習事項を確認するペ

ージがあり、第１学年の冒頭の

『Unit ０』で学習内容を振り返

り、『Unit １～５』で学習内容

を文法面から整理している。単元

全体の本文を聞くことから始め、

小学校で慣れ親しんだ表現を使っ

て話す活動を行い、中学校の活動

につなげている。全編を通し、小

学校の既習事項が『小』のアイコ

ン、語彙については『小学校の単

語』と囲みで明示されている。

『Sounds and Letters』で、音

と文字の関係を示した活動が設定

されている。１年時の巻末の

Can-Do リストは、小学校の目

標も表記されている。 

○小学校の既習事項を確認するペ

ージがあり、第１学年の冒頭に

『Get Ready』『Program

０』を設け、小学校で学んだ表

現、アルファベット、つづり字と

発音など文字に関わる内容が扱わ

れている。全編を通し、マンガ形

式の『Scenes』で、新出表現が

場面シラバスから導入されてい

る。ペアのスモールトークのコー

ナー『Try』が各課２～３か所設

けられている。巻末資料として、

カテゴリーごとにまとめられた

『小学校で学んだ単語』が設定さ

れている。目次では、小学校の時

に学んだ表現が青字で表記されて

いる。

○小学校の既習事項を確認するペ

ージがあり、第１学年の冒頭に

『Hello, Everyone!』

『Starter』が設けられるととも

に、『Lesson １～３』が接続

単元として設定されている。この

中で、小学校で学んだ言葉の使用

場面、語句・表現、アルファベッ

トと文字の読み方などを振り返

り、文法事項や文構造が整理され

ている。小学校で扱った語の中か

ら発信語彙が抽出され、再掲語と

して各ページの下に卵型のアイコ

ンで表示されている。発音に関し

て、段階的に音声のルールが示さ

れている。 

教出 光村 啓林館 

○小学校の既習事項を確認するペ

ージがあり、第１学年の冒頭に

『Springboard』が設けられ、

イラストを使ったリスニングやゲ

ーム、アルファベットや英語の書

き方のルールなどを通して、小学

校で慣れ親しんだ表現の復習場面

が設定されている。『Activity』

で、小学校で扱ったコミュニケー

ション活動が扱われている。

『Activities Plus』の最初の内容

は、小学校で学んだ日付や曜日の

表現が扱われている。巻末の語彙

リストを『Word List①』『Word

List②』に分け、『Word List①』

には小学校の既習語彙がグループ

別に掲載されている。

○小学校の既習事項を確認するペ

ージがあり、第１学年の冒頭に

『Let's Be Friends!』が設けら

れ、小学校で扱った語句と表現を

用い、「聞くこと」から始め、

「話すこと」、「書くこと」へと

つなぐ流れが設定されている。そ

の後の『Unit ３』までは、本文

をマンガ形式のレイアウトにする

ことで扱う文字数が減らされてい

る。帯活動の『Sounds and

Letters』で、発音とつづりのル

ールを学ぶ教材が扱われている。

巻末の『Word List』『基本文の

まとめ』では、小学校での既習事

項に桜の花びらのマークが付けら

れている。 

○小学校の既習事項を確認するペ

ージがあり、第１学年の冒頭に

『Let's Start』が設けられ、小

学校で学習した内容を聞くことか

ら振り返り、耳から学習した英語

を文字と結び付ける流れで構成さ

れている。他ページと比べイラス

トが大きく使用されている。アル

ファベットの大文字と小文字を順

番通りに書く練習をする『アルフ

ァベットを読み書きしよう』が設

定されている。小学校の行事の英

語の名称が、巻末の『Word

Box』に記載されている。
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

県立平塚中等教育学校 前期課程 

種目 道徳 

発行者の番号・略称 116 日文 

教科書の記号・番号 道徳 704、705、804、805、904、905 

書名 中学道徳 あすを生きる１，中学道徳 あすを生きる１ 道徳ノート 

中学道徳 あすを生きる２，中学道徳 あすを生きる２ 道徳ノート 

中学道徳 あすを生きる３，中学道徳 あすを生きる３ 道徳ノート 

使用学年 １、２、３ 

[選定理由] 

本校がめざす学校像は、「６年間の一貫した教育課程のもとで、幅広い教養と独創性を

備え、次世代を担うリーダーを育てていく学校」である。本校の道徳教育の全体計画にお

いては、「自己の役割と責任を自覚し、正義を重んじて、集団生活の向上に努める生徒の

育成」や、「自他を認め合い、生命・人権を大切にする生徒の育成」、「高い志と豊かな

人間性をもち、広く社会に貢献する生徒の育成」を重点目標とし、「他者の意見を尊重し、

多様性を認め合い、社会に貢献する力」を高める学習を行っている。 

 これらを踏まえ、特に、「他者の意見を尊重し、多様性を認め合い、社会に貢献する力」

を高める学習活動について、「考え、議論する道徳」、「多面的・多角的に考える工夫」

等の観点から、全７者の教科書を比較・検討し、東京書籍「新しい道徳１,２,３」、日本

文教出版「中学道徳 あすを生きる１,２,３」、あかつき教育図書「中学生の道徳 自分

を見つめる１,自分を考える２,自分をのばす３」の３者に絞った。 

次に、先に挙げた学校像や道徳教育の重点目標から次の３つの観点、「自主的な態度や

向上心を身に付けられるか」、「自己の役割と責任を自覚できるか」、「豊かな人間性と

社会貢献する態度を育成することができるか」について 3 者の教科書を比較・検討した。 

その結果、 

○「自主的な態度や向上心を身に付けられるか」に関連して、自己を見つめ考える発問

『考えてみよう』『自分に＋１』が設けられていること。

○「自己の役割と責任を自覚できるか」に関連して、キャリア教育に関する教材『私は

清掃のプロになる』や社会参画に関する教材『あったほうがいい？』が掲載されてい

ること。
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○「豊かな人間性と社会貢献する態度を育成することができるか」に関連して、他者理

解に触れ、広く社会に貢献する事例が掲載されていること。

加えて、 

○「言語活動」の充実を図るための内容が取り扱われ、別冊『道徳ノート』に、自他の

考えを記述する欄が設けられていること。また、『学習の進め方』では、話し合いの

進め方が写真や、イラストを用いて、考え、議論する話し合い活動が示されているこ

と。

こうした教材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、日本文教出版の

「中学道徳 あすを生きる１，２，３」を選定した。 
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「県立平塚中等教育学校 令和６年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 道徳 

東書 教出 光村 日文

学校教育

法との関

連 

・各内容項目に関連した

道徳的諸価値に関する発

問が、教材末に 『考え

よう』として設定されて

いる。

・道徳的諸価値につなが

る発問が示されている。

『道徳の学びを記録しよ

う』に教材と関連する内

容項目が示されている。

"

・教材名のとなりに、

関連する内容項目が示

されている。主題に関

する発問が、各教材末

の『考えよう』に示さ

れている。

・内容項目に関連した主

題が教材名の上に示され

ている。主題に関する発

問が、各教材末『考えて

みよう』『自分に＋１』

に示されている。 

学研 廣あかつき 日科

・内容項目に関連した発

問が各教材末『考えよ

う』に示されている。

巻末に教材と関連する内

容項目が示されている。

・道徳的諸価値に関する

発問が『学習の手がか

り』、『考えを広げる・深

める』に示されている。

巻末の内容一覧に、教材

と関連する内容項目が示

されている。

・主題に関する発問

が、『考え、話し合って

みよう そして、深めよ

う』に設定されてい

る。巻末に教材と関連

する内容項目が示され

ている。

東書 教出 光村 日文

学習指導 

要領との 

関連 

・役割演技などをとおし

て、人と関わることで多

面的・多角的な考え方に

触れる『ＡＣＴＩＯ

Ｎ！』のコーナーが設け

られている。

・授業について振り返っ

たり、教材から学び、心

に残っていることを記述

したりする『自分の学び

を振り返ろう』が設定さ

れている。 

・体験的な学習をとおし

て、多面的・多角的な考

え方に触れる『やってみ

よう』のコーナーが設け

られている。

・これから学びたいこ

と、がんばりたいことを

記述する欄が巻頭に、

『道徳の学びを振り返ろ

う』が巻末にそれぞれ設

けられている。

・教材を学んだ後に、

別の視点から振り返る

『見方を変えて』や

『つなげよう』のコー

ナーが設定されてい

る。

・巻末に、学びに向か

う自分の思いや、学ん

だことを記録する、『学

びの記録』がシーズン

ごとに設けられてい

る。

・学習内容が他教科や活

動とつなげて示された

『プラットホーム』のコ

ーナーが設定されてい

る。

・『考えてみよう』で

は、主題に関する発問が

示され、自分の考えを記

述したり、振り返ったり

する別冊『道徳ノート』

が設定されている。

学研 廣あかつき 日科

・視点や学習内容の違う

関連情報を取り扱った、

『クローズアップ＋プラ

ス』などのコーナーが設

定されている。

・自己を見つめ、振り返

るページ『マイプロフィ

ール』が巻頭に、『心の

四季』『学びの記録』が

巻末に設けられている。

・教材を学んだ後に、今

の自分の視点で振り返る

発問などが、『考えを広

げる・深める』のコーナ

ーに設けられている。

・毎時間の学習の記録を

記述するコーナーや、自

分の考えを振り返るコー

ナーが、別冊『中学生の

道徳ノート』に設定され

ている。 

・話し合いをとおし、

多面的・多角的な考え

方に触れる発問など

が、『考え、話し合って

みよう そして、深め

よう』に示されてい

る。

・１年間の心の成長

と、１年間の道徳科の

時間を振り返るそれぞ

れのページをとおし

て、道徳科で学びたい

ことを記述するコーナ

ーが設けられている。
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東書 教出 光村 日文

内容 ・いじめ防止の視点か

ら、複数の教材を関連付

けた、いじめ・人権につ

いて学ぶユニット『いじ

めのない世界へ』が各学

年に設定されている。

・キャリア教育に関する

教材『働くってどんなこ

と？』や社会参画に関す

る教材『本が泣いていま

す』が掲載されている。

「生きること」に関し

て、『桂歌丸 生涯・落

語』や『ぼくの使命 野

村萬斎』などの著名人の

経験などが紹介されるコ

ーナー『ＰＬＵＳ＋』が

設けられている。

・いじめの問題について

の教材では、関連する教

材でユニットが組まれ、

３年間をとおして、継続

して学習する設定がなさ

れている。

・キャリア教育に関する

教材『「どうせ無理」を

なくしたい』や社会参画

に関する教材『選ぶとい

うこと』が掲載されてい

る。「生きること」につ

いて、竹下佳江など、身

近な先人の生き方から学

ぶ教材が掲載されてい

る。

・『魚の涙』や『三年目

の「ごめんね」』など、

いじめの問題を扱った

教材に関連した『深め

たいむ』のコーナー

が、各学年に設けられ

ている。 

・キャリア教育に関す

る教材『私の働く理

由』や社会参画に関す

る教材『選ぶというこ

と』が掲載されてい

る。「生きること」につ

いて、環境教育など現

代的な課題について取

り上げたコラム『広げ

よう』のコーナーが設

けられている。

・集団生活を複数の教材

から考えるユニット『い

じめと向き合う』や、役

割演技を行い「いじめ」

について考える『プラッ

トホーム』が設けられて

いる。

・キャリア教育に関する

教材『私は清掃のプロに

なる』や社会参画に関す

る教材『あったほうがい

い？』が掲載されてい

る。「生きること」につ

いて、環境問題、安全教

育など、現代的社会的な

課題を考えられる教材が

設 

けられている。 

学研 廣あかつき 日科

・いじめ防止に関連した

教材『卒業文集最後の二

行』などが配置されてい

る。「生命尊重」などを

取り上げた、『クローズ

アップ＋プラス』が配置

されている。

・キャリア教育に関する

教材『掃除の神様が教え

てくれたこと』や社会参

画に関する教材『町内会

デュー』が掲載されてい

る。「生きること」につ

いて、ユニット学習とし

て『夢に向かって共に輝

く』『地球と地域の未来

のために』などが設定さ

れている。

・『ヨシト』など、いじ

めに関する教材が配置さ

れている。また、『いじ

めを許さない 私たちの

心』のコーナーが各学年

の巻末に掲載されてい

る。 

・キャリア教育に関する

教材『午前一時四十分』

や社会参画に関する教材

『加山さんの願い』が掲

載されている。「生きる

こと」について、巻末

に、現代社会の諸問題や

現状を紹介する、第１学

年『よりよい未来をつく

るために』などのコーナ

ーが設定されている。

・『プロレスごっこ』や

『コンスタンチン君 命

のリレー』など、 

いじめ防止や生命尊重

に関する教材が配置さ

れている。 

・キャリア教育に関す

る教材『仕事と心』や

社会参画に関する教材

『町内会デビュー』が

掲載されている。「生き

ること」について、家

族の一員としての自覚

に関する、第１学年

『形見』などの教材が

設定されている。
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東書 日文 廣あかつき

教育基本

法 

との関連" 

・『考えよう』として教材末に内

容項目に関連した道徳的諸価値を

理解する主発問を示している。ま

た、自分のこととして考えられる

『自分を見つめよう』が設定され

ている。 

・「知識・技能」の習得につい

て、内容項目に関連した主題が教

材名の上に示されている。ねらい

に迫る発問の例が、『考えてみよ

う』、『自分に＋１』として教材末

に設けられている。また、『プラ

ットホーム』では学習内容が他教

科や活動とつなげて示されてい

る。 

・道徳的諸価値に関する発問が

『学習の手がかり』や、『考えを

広げる・深める』に示されてい

る。巻末に内容一覧に、教材と関

連する内容項目が示されている。

また、『thinking』という理解を

助ける補助資料のページが設けら

れている。

学校教育

法との関

連 

・役割演技など、人と関わること

をとおして、多面的・多角的な考

え方に触れる『ＡＣＴＩＯＮ！』

のコーナーが設けられている。ま

た、人と関わることをとおして、

様々な考えに触れる活動型の教材

が設定されている。

・学習内容を他教科や活動とつな

げ、考えや視野を広げる『君の心

を打つ言葉』などが『プラットホ

ーム』のコーナーに配置されてい

る。また、教材末に、自らの考え

方をより深く考える『考えてみよ

う』『自分に＋１』が設けられて

いる。 

・教材を学んだ後に、今の自分の

視点から振り返ったり、考えたり

する発問が、教材末『学習の手が

かり』の中に配置された『考えを

広げる・深める』のコーナーに設

けられている。

学習指導 

要領との 

関連 

・授業について振り返ったり、教

材から学び、心に残っていること

を記述したりする『自分の学びを

振り返ろう』が設定されている。

また、自己を見つめ自己の学びを

振り返る『１年間で学ぶこと』の

ページや、自由に思いを書き込む

『つぶやき』をはじめ、その時の

自分の考えを記述したり、振り返

りをしたりするページが設定され

ている。

・「学びに向かう力・人間性等」

の涵養について、巻頭の『道徳科

での学び方』で学習過程が示され

ている。また、『考えてみよう』

では、主題に関する発問が示さ

れ、自分の考えを記述したり、考

えを振り返ったりする別冊『道徳

ノート』が設定されている。 

・自己を見つめ、振り返るコーナ

ーや、毎時間の学習の記録や、心

に残っている授業の記録を記述す

るコーナーが、別冊『中学生の道

徳ノート』に設定されている。

内 容 ・教材の冒頭には、学ぶ内容項目

に関連した学びの観点が示されて

いる。また、教材末に主題に関す

る発問『考えよう』『自分を見つ

めよう』が設けられている。第１

学年『楽寿号に乗って』では、冒

頭の『ボランティア活動に参加し

て』とテーマが示されている。ま

た、各単元末にテーマに対する発

問『考えよう』『自分を見つめよ

う』が設けられている。

・各教科と関連した教材はページ

の右下にマークと教科名で示され

ている。第１学年では、技術・家

庭科と関連した『短文投稿サイト

に友達の悪口を書くと』という教

材が設定されている。

・第１学年『あったほうがい

い？』、第２学年『「自分」ってな

んだろう』など、問題解決的な学

習に関する教材のあとに、問題解

決に向けた活動の例を示した『学

習の進め方』のコーナーが設けら

れている。

・全学年で自分の考えと他者の考

えを記述する欄が設けられ、それ

らを対比させながら学習する別冊

『道徳ノート』に、自分の考えと

他者の考えを記述する欄が設けら

れている。『学習の進め方』で

は、話し合いの進め方が写真や、

イラストを用いて、考え、議論す

る話し合い活動が示されている。 

・何を考えるのか、全体像をつか

むことで主体的に学ぶ見通しをも

つ『学習の手がかり』が教材ごと

に設けられている。また、『考え

を広げる・深める』では、他者と

考えを交流する発問や活動が示さ

れている。

・他教科・領域・現代的な課題等

との関わりが、『内容一覧』に示

されている。第１学年、理科と関

連した教材『あのハチドリのよう

に』、第２学年では、総合的な学

習の時間と関連した『加奈子の職

場体験』などが設定されている。
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かながわ

教育ビジ

ョンとの

関連 

・情報モラルと友情の問題を扱っ

た第１学年『短文投稿サイトに友

達の悪口を書くと』や、第３学年

『スマホに夢中！』など、SNS

やスマートフォンの扱い方に関す

る問題を取り上げた教材が設定さ

れている。

・キャリア教育に関する教材『働

くってどんなこと？』や社会参画

に関する教材『本が泣いていま

す』が掲載されている。「生きる

こと」に関して、『桂歌丸 生

涯・落語』や『ぼくの使命 野村

萬斎』などの著名人の経験などが

紹介されるコーナー『ＰＬＵＳ

＋』が設けられている。

・第１学年『近くにいた友』『違

いを意識したコミュニケーショ

ン』や第２学年『インターネット

での情報発信』など、SNS を利

用した社会との関わり方に関する

問題を取り上げた教材や、情報の

正しい活用方法について考えられ

るコラムが設定されている。

・キャリア教育に関する教材『私

は清掃のプロになる』や社会参画

に関する教材『あったほうがい

い？』が掲載されている。「生き

ること」について、環境問題、安

全教育など、現代的社会的な課題

を考えられる教材が設けられてい

る。 

・第１学年『ネット将棋』、第３

学年『情報社会をいきていくため

に』など、情報モラルに関する問

題を取り上げた教材が設定されて

いる。また、年代の近い主人公や

筆者の教材が設定されている。

・キャリア教育に関する教材『午

前一時四十分』や社会参画に関す

る教材『加山さんの願い』が掲載

されている。「生きること」につ

いて、巻末に、現代社会の諸問題

や現状を紹介する、第１学年『よ

りよい未来をつくるために』など

のコーナーが設定されている。
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相模原中等教育学校 前期課程

番号 略称 記号 番号 書　　　　　　名

38 光村 国語 704 国語１ 1

38 光村 国語 804 国語２ 2

38 光村 国語 904 国語３ 3

書写 38 光村 書写 704 中学書写一・二・三年 1･2･3

社会
（地理的分野）

46 帝国 地理 703 社会科　中学生の地理　世界の姿と日本の国土 1･2

社会
（歴史的分野）

116 日文 歴史 709 中学社会　歴史的分野 1･2･3

社会
（公民的分野）

46 帝国 公民 903 社会科 中学生の公民 よりよい社会を目指して 3

地図 46 帝国 地図 702 中学校社会科地図 1･2･3

104 数研 数学 706
日々の学びに数学的な見方・考え方をはたらかせる
これからの 数学１

1

104 数研 数学 707
見方・考え方がはたらき,問題解決のチカラが高まる
これからの 数学１　探究ノート

1

104 数研 数学 806
日々の学びに数学的な見方・考え方をはたらかせる
これからの 数学２

2

104 数研 数学 807
見方・考え方がはたらき,問題解決のチカラが高まる
これからの 数学２　探究ノート

2

104 数研 数学 906
日々の学びに数学的な見方・考え方をはたらかせる
これからの 数学３

3

104 数研 数学 907
見方・考え方がはたらき,問題解決のチカラが高まる
これからの 数学３　探究ノート

3

61 啓林館 理科 705 未来へひろがるサイエンス１ 1

61 啓林館 理科 805 未来へひろがるサイエンス２ 2

61 啓林館 理科 905 未来へひろがるサイエンス３ 3

27 教芸 音楽 702 中学生の音楽　１ 1

27 教芸 音楽 803 中学生の音楽　２・３上 2･3

27 教芸 音楽 804 中学生の音楽　２・３下 2･3

音楽
（器楽合奏）

27 教芸 器楽 752 中学生の器楽 1･2･3

38 光村 美術 702 美術１ 1

38 光村 美術 802 美術２・３ 2･3

保健体育 224 学研 保体 704 中学保健体育 1･2･3

技術・家庭
（技術分野）

9 開隆堂 技術 704 技術・家庭 技術分野 テクノロジーに希望をのせて 1･2･3

技術・家庭
（家庭分野）

9 開隆堂 家庭 703 技術・家庭 家庭分野 生活の土台　自立と共生 1･2･3

38 光村 英語 705 Here We Go! ENGLISH COURSE １ 1

38 光村 英語 805 Here We Go! ENGLISH COURSE ２ 2

38 光村 英語 905 Here We Go! ENGLISH COURSE ３ 3

116 日文 道徳 704 中学道徳　あすを生きる１ 1

116 日文 道徳 705 中学道徳　あすを生きる１ 道徳ノート 1

116 日文 道徳 804 中学道徳　あすを生きる２ 2

116 日文 道徳 805 中学道徳　あすを生きる２ 道徳ノート 2

116 日文 道徳 904 中学道徳　あすを生きる３ 3

116 日文 道徳 905 中学道徳　あすを生きる３ 道徳ノート 3

　令和６年度使用教科用図書採択希望一覧

種　目
発行者 教　　　　科　　　　書 使用

学年

道徳

国語

数学

理科

音楽
（一般）

美術

英語
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相模原中等教育学校の専門委員会の構成及び審議経過について 

専門委員会の構成 

校長 副校長 教頭 事務長 総括教諭（７名） 以上 11 名 

審議経過 

令和６年度使用教科用図書採択方針及び教科用図書採択手続要領に基づき、次のとおり

検討・選定を進めた。 

◆６月８日（木） 第１回専門委員会 

◆６月 12 日（月） 第２回専門委員会 

◆６月 22 日（木） 第３回専門委員会 

令和６年度は、令和５年度と同一の教科用図書を採択しなければならないことから、各

教科指導計画や指導方法の更なる改善に生かしていくため、種目ごとに、各教科担当が昨

年度の選定理由や選定した教科用図書の特色等を改めて共有した。 

＜参考＞ 

教育目標 人格の完成をめざし、高い知性と豊かな人間性をそなえ、心身ともに健全な、次世代

を担う人材を育成する 

 

育てたい 

３つの力 

(1) 科学・論理的思考力…科学的根拠に基づく考察などにより、さまざまな事象を論理

的に理解し、順序立てて説明する力 

(2) 表現コミュニケーション力…相手の主張や状況などを的確に把握し、自己の考え

や行動をその場にふさわしい方法で表現し、相手に伝えることのできる力 

(3) 社会生活実践力…さまざまな社会現象を多面的にとらえる知識や技能を持ち、課

題解決のために活用できる力 

学校の 

ミッション 

６年間の一貫した教育課程や学習環境の中で、多彩で豊かな教育内容の展開を通じて、

個性や創造性の伸長を図るよう、カリキュラム・マネジメントに学校全体で取り組む。 

 これからの国際社会に対応する幅広い教養と社会性・独創性を備え、よりよい社会

の構築に貢献する意欲や資質・能力を備えた人材を育成するとともに、学年の枠を超

えた活動などを通じて、思いやりの心を持ち、自ら進んで未来を切り拓く意欲や行動

力あふれる、豊かな人間性とリーダーシップを備えた次世代を担うリーダーを育成す

る。 

 

 教育目標である「人格の完成をめざし、高い知性と豊かな人間性をそなえ、心身と

もに健全な、次世代を担う人材を育成する」の達成に向けた取組を推進する。 

 教科・科目の学習を通して身に付けた知識・技能を基礎としながら、自ら課題を見

い出し、課題を解決するため、他者と協働する学習に取り組むとともに、自然を探究

する学習を通して、科学的・論理的思考力の育成に取り組む。 

 

めざす 

生徒像 

  豊かな人間性とリーダーシップを備える生徒 

  これからの国際社会に対応する幅広い教養と社会性・独創性を備える生徒 

  よりよい社会の構築に貢献できる生徒 
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かながわ次

世代教養* 

について 

神奈川の豊かな国際性や歴史・自然など地域の特性を生かしつつ、地球規模で環境や

歴史文化、科学技術などを考える視点をもち、適切に情報を活用し、未知の事態や新

しい状況に的確に対応していく力を育成する。このために、「ＩＴ活用」、「英語コミュ

ニケーション」、「伝統文化・歴史」、「地球環境」の学習を中心に、段階を踏んだ体系

的な学習内容と生徒が自ら学び方を学ぶ能動的な学習形態により、６年間継続した学

習活動を行っている。 

* 県立中等教育学校において、中高一貫教育の特色を生かした探究活動を行うための学習活動のこと
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

 

県立相模原中等教育学校 前期課程 

種目 国語 

発行者の番号・略称 ３８ 光村 

教科書の記号・番号 国語 ７０４、８０４、９０４ 

書名 

国語１ 

国語２ 

国語３ 

使用学年 １、２、３ 

[選定理由] 

本校の教育目標は、「人格の完成をめざし、高い知性と豊かな人間性をそなえ、心身と

もに健全な、次世代を担う人材を育成する」である。また、めざす生徒像を「豊かな人間

性とリーダーシップを備える生徒」「これからの国際社会に対応する幅広い教養と社会性・

独創性を備える生徒」「よりよい社会の構築に貢献できる生徒」としている。さらに本校

の「育てたい力」である「表現コミュニケーション力」「科学・論理的思考力」「社会生活

実践力」も重視している。 

国語科では、世の中の現象や人の心の動きを言葉を通じて的確に理解し、表現する力を

養うこと、我が国の言語文化に触れて豊かな感性を育むことを重視し、「言語能力の育成」

「語彙を豊かにすること」「読書活動の充実」等にも取り組んでいる。 

 

これらを踏まえ、特に、「言語能力の育成」「語彙を豊かにすること」「読書活動の充実」

といった観点から、東京書籍「新編 新しい国語１，２，３」、光村図書「国語１，２，

３」、三省堂「現代の国語１，２，３」、教育出版「伝え合う言葉 中学国語１，２，３」

という全４者の教科書を比較・検討した。 

 

 その結果、 

〇「言語能力の育成」に関しては、『助言を自分の文章に生かそう』や『モアイは語る

—未来の地球』等に『学習の窓』が設けられていること。 

 〇「語彙を豊かにすること」に関しては、気持ちや状況にふさわしい表現を探す課題や、

抽象的な概念を表す言葉を類義語と比べて理解する課題、相手に応じて言葉を選ぶ課

題等が取り扱われていること。 

 〇「読書活動の充実」に関しては、著名なアニメーション映画監督や翻訳家、文芸評論

家、小説家等を紹介する文章が掲載された上で、翻訳作品の読み比べや著名な作品が
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紹介されていること。 

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、光村図書出版「国

語１，２，３」を選定した。 
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「県立相模原中等教育学校 令和 6 年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果 

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成 

 

種目 国語 

 東書 三省堂 教出 光村 

内容と

構成 

・言語能力の育成につい

て、第１学年では、学習の

ポイントが『飛べ かも

め』の『言葉の力』のコー

ナーや『学びの扉』のコー

ナーなどに掲載されてい

る。メモを取り、質問する

ことについて『話を聞い

て質問しよう』に掲載さ

れている。 

第２学年では、学習のポ

イントが『サハラ砂漠の

茶会』の『言葉の力』のコ

ーナーや『学びの扉』のコ

ーナーなどに掲載されて

いる。情報を集めること

について『郷土の良さを

伝えよう』に掲載されて

いる。第３学年では、学習

のポイントが『絶滅の意

味』の『言葉の力』のコー

ナーや『学びの扉』のコー

ナーなどに掲載されてい

る。俳句を鑑賞すること

について『俳句の読み方、

味わい方』に掲載されて

いる。 

・語彙を豊かにすること

について、第１学年では、

『様子を表す言葉』を探

す活動が『さんきち』の

『広がる言葉』のコーナ

ーに掲載されている。『論

理的な言葉の力』『文学的

な言葉の力』『対話的な言

葉の力』について、系統的

な学習として、巻末『学び

を支える言葉の力』に掲

載されている。第２学年

では、『人物像を表す言

葉』を考える活動が『辞書

に描かれたもの』の『広が

る言葉』のコーナーに掲

載されている。『論理的な

言葉の力』『文学的な言葉

の力』『対話的な言葉の

力』について、系統的な学

習として、巻末『学びを支

える言葉の力』に掲載さ

・言語能力の育成につい

て、第１学年では、『課題

を決めるときのポイン

ト』が掲載されている。

『詩の表現技法』に表現

力をつける学習活動が

『レポート 調べたこと

を整理してわかりやすく

まとめる』に掲載されて

いる。第２学年では、『「短

歌合評会」のポイント』が

掲載されている。『創作

文』に読み手を引きつけ

る言語能力を高める学習

活動が『短歌・俳句 表現

の仕方を工夫して豊かに

表す』に掲載されている。

第３学年では、『情報を発

信するときのポイント』

が『ポスター 情報の信

頼性を確かめて考えを発

信する』に掲載されてい

る。言語能力を高める学

習活動が『読み方を学ぼ

う』のコーナーに掲載さ

れている。 

・語彙を豊かにすること

について、第１学年では、

『断固』の意味を、似た意

味の語句と比較する課題

が『玄関扉』の『語彙を豊

かに』のコーナーに掲載

されている。『日本語と英

語の音節』のコーナーに、

日本語と英語の音節の数

の違いが掲載されてい

る。第２学年では、意味が

それぞれ微妙に異なる、

大きいことを表す言葉に

ついて考える課題が『一

〇〇年後の水を守る』の

『語彙を豊かに』のコー

ナーに掲載されている。

日本語と英語の語順の違

いについて『日本語と英

語の語順』のコーナーに

掲載されている。第３学

年では、『間』を含んださ

まざまな表現がどのよう

・言語能力の育成につい

て、第１学年では、『調べ

た内容を聞く』の課題解

決の方法や結果を考える

ことについて『学びナビ 

予想する』のコーナーに

掲載されている。資料を

読み取る力と表現力を高

める学習活動が『学びの

チャレンジ』のコーナー

に掲載されている。第２

学年では、文学作品を読

む上での語り手の位置に

ついて、『走れメロス』の

『学びナビ 変化する語

り』のコーナーに掲載さ

れている。表現による違

いを知る学習活動が『少

しだけ変えてみる』に設

定されている。第３学年

では、一人称で語られた

小説の特徴について『故

郷』の『学びナビ 「私」

が語る＜私＞』のコーナ

ーに掲載されている。言

語能力を高める基本的な

視点が『助詞のはたらき』

に記載されている。 

・語彙を豊かにすること

について、第１学年では、

３つの言葉の意味の違い

を考える課題が『自分の

脳を知っていますか』の

『言葉と表現』のコーナ

ーに掲載されている。『考

え方やイメージに関わる

言葉』などが『理解に役立

つ言葉』のコーナーに、

『意見を述べる活動』の

言葉などが『表現に役立

つ言葉』のコーナーに掲

載されている。第２学年

では、接尾語の使われ方

について考える課題が

『紙の建築』の『言葉と表

現』のコーナーに掲載さ

れている。『出来事や様子

に関わる言葉』などが『理

解に役立つ言葉』のコー

・言語能力の育成につい

て、第１学年では、学習す

る内容が『助言を自分の

文章に生かそう』の『学習

の窓 自分が書いた文章

をよりよくするには』の

コーナーに掲載されてい

る。『レポートの例』が『根

拠を示して説明しよう』

に掲載されている。第２

学年では、学習する内容

が『モアイは語る－未来

の地球』の『学習の窓 論

理の展開を吟味する』の

コーナーに掲載されてい

る。『自分の立場・意見』

の例が『立場を尊重して

話し合おう』の『考えをま

とめる』に掲載されてい

る。第３学年では、学習す

る内容が『人間と人工知

能と創造性』の『学習の窓 

文章を批判的に読む』の

コーナーに掲載されてい

る。『合意形成に向けて話

し合おう』の『座標軸で整

理した例』が掲載されて

いる。 

・語彙を豊かにすること

について、第１学年では、

集めた言葉から気持ちや

状況にふさわしい表現を

探す課題が『言葉を集め

よう もっと伝わる表現

を目ざして』に掲載され

ている。表現するときの

参考となる『心情・様子・

行為を表す言葉』が『語彙

を豊かに』のコーナーに

掲載されている。第２学

年では、抽象的な概念を

表す言葉を類義語と比べ

て理解する課題が『言葉

を比べよう もっと伝わ

る表現を目ざして』に掲

載されている。表現する

ときの参考となる『抽象

的な概念、見方や考え方

を表す言葉』が『語彙を豊
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れている。第３学年では、

『批評する言葉』を探す

活動が『百科事典少女』の

『広がる言葉』のコーナ

ーに掲載されている。『論

理的な言葉の力』『文学的

な言葉の力』『対話的な言

葉の力』について、系統的

な学習として、巻末『学び

を支える言葉の力』に掲

載されている。 

・読書活動の充実を図る

ことについて、第１学年

では『読書への招待』のコ

ーナーで芥川龍之介の

『トロッコ』などの作品

が紹介され、『作家と作

品』では作家の略歴や他

の作品などが紹介されて

いる。第２学年では『読書

への招待』のコーナーで

夏目漱石の『坊っちゃん』

などの作品が紹介され、

『作家と作品』では作家

の略歴や他の作品などが

紹介されている。 

第３学年では『読書への

招待』のコーナーで森鴎

外の『最後の一句』など作

品が紹介され、『作家と作

品』では作家の略歴や他

の作品などが紹介されて

いる。 

な場面で使われるかにつ

いての課題が『間の文化』

の『語彙を豊かに』のコー

ナーに掲載されている。

日本語と英語の慣用表現

の言葉の選び方の違いが

『日本語と英語の慣用表

現』のコーナーに掲載さ

れている。 

・読書活動の充実を図る

ことについて、第１学年

では『私の読書体験』のコ

ーナーで著名な作家によ

る『本を読むことのおも

しろさ』という文章が掲

載され、その作家の作品

が紹介されている。第２

学年では『私の読書体験』

のコーナーで著名な作家

による『生涯の友と出会

う』という文章が掲載さ

れ、その作家の作品が紹

介されている。第３学年

では『私の読書体験』のコ

ーナーで著名な作家によ

る『谷間の君へ』という文

章が掲載され、その作家

の作品が紹介されてい

る。 

ナーに、『自分の考えを書

く活動』の言葉などが『表

現に役立つ言葉』のコー

ナーに掲載されている。

第３学年では、語句の意

味、用例について考える

課題が『問いかける言葉』

の『言葉と表現』のコーナ

ーに掲載されている。『慣

用句・ことわざ』などが

『理解に役立つ言葉』の

コーナーに、『質問や評価

をする活動』の言葉など

が『表現に役立つ言葉』の

コーナーに掲載されてい

る。 

・読書活動の充実を図る

ことについて、第１学年

では『読書への招待』のコ

ーナーで芥川龍之介の

『蜘蛛の糸』などの作品

が紹介され、『作品解説』

や作家の略歴などが掲載

されている。第２学年で

は『読書への招待』のコー

ナーで夏目漱石の『坊っ

ちゃん』などの作品が紹

介され、『作品解説』や作

家の略歴などが掲載され

ている。第３学年では『読

書への招待』のコーナー

で森鴎外の『最後の一句』

など作品が紹介され、『作

品解説』や作家の略歴な

どが掲載されている。 

かに』のコーナーに掲載

されている。 

第３学年では、言葉の変

化について理解し、相手

に応じて言葉を選ぶ課題

が『言葉を選ぼう もっ

と伝わる表現を目ざし

て』に掲載されている。表

現するときの参考となる

『見方や考え方を表す言

葉、慣用句・ことわざ・四

字熟語・故事成語』が『語

彙を豊かに』のコーナー

に掲載されている。 

・読書活動の充実を図る

ことについて、第１学年

では『読書コラム』で著名

なアニメーション映画監

督の文章が紹介され、そ

の監督が紹介する『注文

の多い料理店』などの図

書が掲載されている。第

２学年では『読書コラム』

で著名な翻訳家・文芸評

論家の文章が紹介され、

『翻訳作品を読み比べて

みよう』では異なる訳者

の『星の王子様』の翻訳作

品の一部が掲載されてい

る。第３学年では『読書コ

ラム』で著名な小説家の

文章が紹介され、『本の世

界を広げよう』では『旅す

る絵描き』などの図書が

掲載されている。 
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

県立相模原中等教育学校 前期課程 

種目 書写 

発行者の番号・略称 ３８ 光村 

教科書の記号・番号 書写 ７０４ 

書名 中学書写一・二・三年 

使用学年 １・２・３ 

[選定理由] 

本校の教育目標は、「人格の完成をめざし、高い知性と豊かな人間性をそなえ、心身と

もに健全な、次世代を担う人材を育成する」である。また、めざす生徒像を「豊かな人間

性とリーダーシップを備える生徒」「これからの国際社会に対応する幅広い教養と社会性・

独創性を備える生徒」「よりよい社会の構築に貢献できる生徒」としている。さらに本校

の「育てたい力」である「表現コミュニケーション力」「科学・論理的思考力」「社会生活

実践力」も重視している。 

国語科では、世の中の現象や人の心の動きを言葉を通じて的確に理解し、表現する力を

養うこと、我が国の言語文化に触れて豊かな感性を育むことを重視し、「言語能力の育成」、

「伝統や文化に関する事項の充実」、「日常の学習や生活に役立てる態度の育成」等にも取

り組んでいる。 

これらを踏まえ、特に「言語能力の育成」、「伝統や文化に関する事項の充実」、「日常の

学習や生活に役立てる態度の育成」といった観点から、東京書籍「新しい書写一・二・三

年」、三省堂「現代の書写一・二・三」、教育出版「中学書写」、光村図書「中学書写一・

二・三年」という全４者の教科書を比較・検討した。 

その結果、 

〇「言語能力の育成」に関しては、『季節のしおり』や『名文を書いてみよう』等、季

節に関する表現や古典の一節を硬筆行書で書く課題が設けられていること。 

〇「伝統や文化に関する事項の充実」に関しては、書写の道具の製造過程の紹介、書聖・

王義之の紹介等、伝統文化・文字文化の豊かさについて触れられていること。 

〇「日常の学習や生活に役立てる態度の育成」に関しては、手紙や送り状の書き方など、

学校での生活や日常生活で用いる例が掲載されており、学級スローガンや立て看板の

作成等、生徒の実際の生活に即した取り組みやすい工夫・配慮がなされていること。 

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、光村図書出版「中

学書写一・二・三年」を選定した。 
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「県立相模原中等教育学校 令和 6 年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果 

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成 

 

種目 書写 

 東書 三省堂 教出 光村 

内容と

構成 

・言語能力の育成につい

て、情報を整理したノー

トやレポートの書き方、

効果的なメモの書き方な

どの学習活動が、各学年

の基本単元や『書写活用

ブック』に例示されてい

る。第１学年『情報を整理

した書き方』では理科の

実験ノート、『書写活用ブ

ック』では保育園の訪問

レポートが例示されてい

る。第２学年では地域の

防災訓練の話し合いメモ

の例などが示され、第３

学年では手書き文字の効

果などの特徴をまとめる

活動が示されている。 

・伝統や文化に関する教

育の充実について、多様

な文字文化について示さ

れたコラム『文字のいず

み』が掲載されている。

『書き初め』の模範例が

示されている。第１学年

では『文字の成り立ちと

移り変わり』、第２学年で

は『文字と絵』『書いて味

わおう「平家物語」』、第３

学年は『仕事中の手書き

文字』などが示されてい

る。 

・生活に役立てる観点に

ついて、行事の案内など

知識・技能を活用する学

習活動が、『生活に広げよ

う』や『書写活用ブック』

などで例示されている。

第１、第２学年『生活に広

げよう』では学校行事の

案内に必要な情報を縦書

きの手紙に書いた例や、

地域の防災訓練に関する

会議録や防災パンフレッ

トなどが例示されてい

る。第３学年『思いを文字

で表そう』では効果的な

表現について作品例が示

されている。 

・言語能力の育成につい

て、グループ新聞や情報

誌、名言集などの制作や

記事を互いに推敲した

り、作品を読み合ったり

する言語活動が『やって

みよう』で例示されてい

る。第１学年『グループ新

聞を作ろう』で記事の執

筆などの学習活動が例示

され、第２学年『情報誌を

作ろう』では『わかば探

訪』と題し、ふるさとの味

を情報誌にまとめる例が

示されている。第３学年

『名言集を作ろう』では

作品を互いに読みあう活

動が示されている。 

・伝統や文化に関する教

育の充実について、現代

まで続く文字の歴史や文

化を取り上げた『文字の

変遷』や、文字に関わる仕

事で活躍する人物の紹介

が掲載されている。第１

学年では文字の歴史を取

り上げ、『仮名の字形と筆

使い』では平仮名の歴史

と『いろは歌』が楷書で示

されている。第２学年で

は『いろは歌』が行書で示

され、第３学年『身のまわ

りの文字』では手書き文

字を仕事としている人物

が紹介されている。 

・生活に役立てる観点に

ついて、書写で学んだこ

とを日常の多様な「書く」

場面で用いる『書いて身

につけよう』『やってみよ

う』が設定されている。第

１学年『書いて身につけ

よう』では、縦書きのはが

きなどを書く活動が例示

されている。第２学年『や

ってみよう』では、47 都

道府県名や名文を硬筆で

書く活動が設定されてい

る。第３学年『名言集を作

・言語能力の育成につい

て、情報を整理してポス

ターやレポートを書き、

相手に応じた内容の伝え

方を考える学習活動など

が『学校生活に生かして

書く』などに示されてい

る。第１学年『ポスターを

書く』では作成したポス

ターでポスターセッショ

ンを行う例を示してい

る。第２学年『新聞を書

く』では相手に応じた書

き方について考える学習

が例示され、第３学年『多

様な表現による文字』で

は取材レポートについて

例示されている。 

・伝統や文化に関する教

育の充実について、『文字

の変遷』や『日本建築と

書』、『芸術としての書道』

が掲載され、『書き初め』

の模範例が巻末に掲載さ

れている。第１学年では

『文字の変遷』、第２学年

では『日本建築と書』につ

いて『コラム』に掲載され

ている。第３学年では『芸

術としての書道』が巻末

に掲載されている。 

・生活に役立てる観点に

ついて、書写で学んだこ

とを用いる『学習を生か

して書く』などが設定さ

れ、日常で使う手紙など

の書式が巻末の『書式の

教室』に示されている。第

１学年ではノートの書き

方のポイントが示され、

手紙の書き方は巻末の

『書式の教室』で示され

ている。第２学年『学習を

生かして書く』では掲示

物など日常で活用できる

例が示され、第３学年『三

年間の学習の成果を生か

そう』では文字の表現効

果が示されている。 

・言語能力の育成につい

て、硬筆で名文を書いて

味わう学習活動として、

各学年に『季節のしお

り』、書写ブックに『名文

を書いてみよう』が掲載

されている。第１学年、第

２学年の『季節のしおり』

では、季節の言葉を硬筆

の行書と楷書で書く活動

や清少納言『枕草子』の一

部を硬筆行書で書いて味

わう活動が例示されてい

る。第３学年『名文を書い

てみよう』では、松尾芭蕉

『奥の細道』を硬筆行書

で書く例が示されてい

る。 

・伝統や文化に関する教

育の充実について、書写

の道具の製造過程の紹介

が裏表紙に掲載され、伝

統文化や文字文化につい

ては『コラム』や『発展』

に掲載されている。巻頭

で筆や紙、硯、墨、鉛筆な

ど道具の製造過程が示さ

れている。第１学年の『文

字の歴史を探る』や第２

学年の『物語を千年書き

継ぐ』、第３学年では発展

として『なりきり、書聖・

王義之』が設定され、伝統

文化・文字文化の豊かさ

について示されている。 

・生活に役立てる観点に

ついて、手紙や送り状の

書き方など、学校での生

活や日常生活で用いる例

が掲載され、そのポイン

トが『日常に役立つ書式』

に示されている。第１学

年では一年間の学級スロ

ーガンや個人の目標を書

く活動が設定され、第２

学年では行書を活用した

立て看板や応援旗などが

例示されている。第３学

年では、好きな言葉を書
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ろう』では好きな言葉を

選び名言集を作る活動が

例示されている。 

体や筆記具、用紙を選ん

で作品にする活動が示さ

れている。 
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

 

県立相模原中等教育学校 前期課程 

種目 社会（地理的分野） 

発行者の番号・略称 ４６ 帝国 

教科書の記号・番号 地理 ７０３ 

書名 社会科 中学生の地理 世界の姿と日本の国土 

使用学年 １・２ 

[選定理由] 

本校の教育目標は、「人格の完成をめざし、高い知性と豊かな人間性をそなえ、心身と

もに健全な、次世代を担う人材を育成する」である。また、めざす生徒像を「これからの

国際社会に対応する幅広い教養と社会性・独創性を備える生徒」とし、育成したい力とし

て「表現コミュニケーション力」「科学・論理的思考力」「社会生活実践力」を掲げている。 

前期課程の基礎期（１・２年）地理的分野の学習では、「基礎的な知識や技能を習得す

るための学習活動」、また、「日本・世界の地域、身近な地域などについて調べ、考察した

上でレポートを作成し、発表する等の学習活動」に重点を置いている。 

 

これらを踏まえ、特に、地理分野の教科書を選定するにあたり、「生きて働く知識・技

能を習得するための工夫や配慮」「未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力等

の育成を図るための工夫や配慮」の観点を設け、全４者の教科書について比較・検討した。 

○「生きて働く知識・技能を習得するための工夫や配慮」に関しては、『略地図の描き

方』や『統計資料の使い方』などの基礎的・基本的な技能について、資料を読み取る

コーナーが取り上げられている。 

○「未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力等の育成を図るための工夫 

や配慮」に関しては、単元の最初や最後に思考し、表現する活動が設定されている。 

という点から、帝国書院の「社会科 中学生の地理 世界の姿と日本の国土」、日本文教

出版の「中学社会 地理的分野」の２者の教科書に絞った。 

   

さらに２者の教科書について、「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習活動に

資する工夫や配慮」「言語能力の確実な育成」「情報活用能力の育成」等の観点から、比較・

検討した。 

 

その結果、 

〇「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習活動に資する工夫や配慮」に関して、
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単元の学習内容の確認と対話的な学習テーマが『特設ページ』に掲載されている。 

〇「言語能力の確実な育成」に関して、単元末に、対話的な学習や言語活動のテーマを

掲載した『特設ページ』が設けられている。 

〇「情報活用能力の育成」に関して、『統計資料を使ってみよう』など、多面的多角的

な調べ方を掲載した『技能をみがく』が設けられている。 

こうした題材や資料等が、本校生徒に最も適していると判断し、帝国書院「社会科 中

学生の地理 世界の姿と日本の国土」を選定した。 
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「県立相模原中等教育学校 令和 6 年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果 

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成 

 

種目 社会（地理的分野）  

 東書 教出 帝国 日文 

生きて働

く「知識・

技能」を

習得する

ための工

夫や配慮 

・「知識・技能」の習得に

ついて、『地図帳を使って

次の都道府県を探しまし

ょう』など、『チェック』

が設けられている。また、

『日本略地図の描き方』

や『統計資料の使い方』な

どの基礎的・基本的な技

能について『スキル・アッ

プ』で取り上げられてい

る。 

・「知識・技能」の習得に

ついて、『日本の白地図に

都道府県名、県庁所在地

名を記入し、整理しよう』

など、『確認』が設けられ

ている。また、『世界の略

地図を描いてみよう』『統

計資料を使ってみよう』

など基礎的・基本的な技

能について『地理の技』で

取り上げられている。 

・「知識・技能」の習得に

ついて、『都・道・府がつ

く都道府県名をそれぞれ

挙げよう』など、『確認し

よう』が設けられている。

また、『略地図の描き方』

『統計資料の使い方』な

ど基礎的・基本的な技能

について『技能をみがく』

で取り上げられている。 

・「知識・技能」の習得に

ついて、『47 都道府県の

県名と県庁所在地名を書

きましょう』など、『確認』

が設けられている。また、

『地図の活用』や『統計資

料の活用』などの基礎的・

基本的な技能について

『スキルUP』で取り上げ

られている。 

未知の状

況にも対

応できる

「 思 考

力・判断

力・表現

力等」の

育成を図

るための

工夫や配

慮 

・「思考力・判断力・表現

力等」等の育成について、

学習内容ごとに『大陸と

海洋はどのように分布し

ているでしょうか』など

の『学習課題』が設定され

ている。また、単元の最初

と最後に『世界や日本は

どのような姿をしている

のでしょうか』などの『探

究課題』が設けられてい

る。 

・「思考力・判断力・表現

力等」の育成について、学

習内容ごとに『簡単な世

界の略地図を描き、六大

陸と三海洋の大まかな位

置を書き込もう』などの

『表現』が設定されてい

る。また、単元の最後には

『韓国と中国の工業発展

についてそれぞれ特色を

まとめよう』などの『表現

しよう』が設けられてい

る。 

・「思考力・判断力・表現

力等」の育成について、巻

頭で『人と自然との関係』

など『地理的な見方・考え

方』が解説されている。ま

た、学習内容ごとに『地球

儀と世界地図の長所と短

所を表にまとめ、説明し

よう』などの『説明しよ

う』が設けられている。 

・「思考力・判断力・表現

力等」の育成について、巻

頭で『人と自然のかかわ

り』など『地理的な見方・

考え方』が解説されてい

る。また、章末に『イギリ

スのＥＵ離脱を考えよ

う』などの『チャレンジ地

理』が設けられている。 
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 帝国 日文 

主体的・対話的

で深い学びの実

現に向けた学習

活動に資する工

夫や配慮 

・主体的・対話的で深い学びについて、『ブラジル

の熱帯雨林は、どのようにして開発されているの

かな』などの問いがキャラクターの吹き出しで掲

載されている。また、単元の学習内容の確認と対

話的な学習テーマが『特設ページ』に掲載されて

いる。 

・主体的・対話的で深い学びについて、『なぜ六つ

の祭りが集まって東北絆まつりが開催されている

のでしょうか』など学習内容に関連した『クイズ』

が設けられている。また、『地域の魅力を広めよう』

などの学習テーマが『アクティビティ』に掲載さ

れている。 

言語能力の確実

な育成 

・言語能力の育成について、単元末に、学習内容

に関連した言語活動のテーマを掲載した『特設ペ

ージ』が設けられている。また、『地域の在り方』

では発信の手順が記載されている。 

 

・言語能力の育成について、『地域の魅力を広めよ

う』など言語活動のテーマを掲載した『アクティ

ビティ』が設けられている。また、『チャレンジ地

理』で調べたり議論するためのテーマが記載され

ている。 

情報活用能力の

育成 

・情報活用能力の育成について、『ハザードマップ

の読み方』や『防災情報の入手のしかた』などが、

『技能をみがく』に掲載されている。また、『資料

活用』のマークを示し、資料を活用する際の視点

について示されている。 

・情報活用能力の育成について、『統計資料を活用

する』や『巻末資料の使い方』が『スキル UP』に

掲載されている。また、『資料活用』のマークを示

し、資料を活用する際の視点が示されている。 

生徒が、各分野

における「社会

的な見方・考え

方(地理的な見

方・考え方、歴史

的な見方・考え

方、現代社会の

見方・考え方)」

を動かせる学習

ができるための

工夫や配慮がな

されているか。 

・生徒の社会的な見方・考え方を働かせる学習に

ついて、巻頭に『位置や分布』などの『地理的な

見方・考え方』のポイントが提示されている。ま

た、単元の最後にはその単元の問いに関連した『見

方・考え方』が示されている。 

 

・生徒の社会的な見方・考え方を働かせる学習に

ついて、巻頭に『位置や分布』などの『地理的な

見方・考え方』のポイントが提示されている。ま

た、学習のまとまりごとの課題に関連した『見方・

考え方』が示されている。 

 

社会的事象につ

いて生徒が多面

的・多角的に考

察、構想し、表現

するための工夫

や配慮がなされ

ているか。 

・多面的、多角的に考察し、表現することについ

て、見方・考え方をもとに考える問いが掲載され

た『章（節）の学習を振り返ろう』が設けられて

いる。また、表現方法や調べ方が提示された『技

能をみがく』が設けられている。 

・多面的、多角的に考察し、表現することついて、

異なる視点から学習する『地理＋α』や対話的な

活動『アクティビティ』が設けられている。また、

表現方法や調べ方が提示された『スキル UP』が

設けられている。 
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

県立相模原中等教育学校 前期課程 

種目 社会（歴史的分野） 

発行者の番号・略称 １１６ 日文 

教科書の記号・番号 歴史 ７０９ 

書名 中学社会 歴史的分野 

使用学年 １・２・３ 

[選定理由] 

本校の教育目標は、「人格の完成をめざし、高い知性と豊かな人間性をそなえ、心身と

もに健全な、次世代を担う人材を育成する」である。また、めざす生徒像を「これからの

国際社会に対応する幅広い教養と社会性・独創性を備える生徒」とし、育成したい力とし

て「表現コミュニケーション力」「科学・論理的思考力」「社会生活実践力」の３つの力を

掲げている。 

前期課程の基礎期（１・２年）における歴史的分野の学習では、「基礎的な知識や技能 

の習得するための学習活動」、また、「身近な地域の歴史、神奈川県の郷土史などについて

調べ、考察した上でレポートを作成し、発表する等の学習活動」に重点を置いている。 

 これらを踏まえ、特に歴史的分野の教科書を選定するにあたり、「生きて働く知識・技

能を習得するための工夫や配慮」「情報活用能力の育成」等の観点を設け、全８者の教科

書について比較・検討した。 

その結果、 

〇「生きて働く知識・技能を習得するための工夫や配慮」に関して、学習内容の時期を

着色した年表が掲載されている。 

〇「情報活用能力の育成」に関して、インターネットを活用した学習が効果的な箇所に

はマークが示されている。 

という点から、東京書籍「新しい社会 歴史」・帝国書院「社会科 中学生の歴史  

日本の歩みと世界の動き」・日本文教出版「中学社会 歴史的分野」の３者に絞った。 

さらに、３者の教科書について、「社会的事象について生徒が多面的・多角的に考察、

構想し、表現するための工夫や配慮がなされたか」「主体的・対話的で深い学びに向けた

学習活動に資する工夫や配慮」の観点から比較・検討した。 
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その結果、 

〇「社会的事象について生徒が多面的・多角的に考察、構想し、表現するための工夫や

配慮がなされたか」に関して、社会的事象を時期や内容、立場を変え表にまとめる作

業や、各時代の特色や出来事についての表現活動が『学習の整理と活用』『アクティ

ビティ』に掲載されている。 

〇「主体的・対話的で深い学びに向けた学習活動に資する工夫や配慮」に関して、各学

習内容において、『学習課題』を提示し、『見方・考え方』『深めよう』では、学習課

題への理解を深める問いが掲載されている。また、各編は、導入のページと振り返る

まとめのページが掲載されている。 

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、日本文教出版「中

学社会 歴史的分野」を選定した。 
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「県立相模原中等教育学校 令和 6 年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前 期課程教科用図書調査研究の結果

「社会（歴史的分野）」（令和４・５・６年度用）」令和３年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 社会（歴史的分野） 

東書 教出 帝国 山川 

生きて働

く「知

識・技

能」を習

得するた

めの工夫

や配慮 

『集める』『読み取る』『ま

とめる』という３つの視

点から技能を身に付ける

『スキル・アップ』が設け

られている。また、各章末

での学習のまとめ活動が

『基礎・基本のまとめ』

『まとめの活動』で設定

されている。 

学習内容ごとに、『学習課

題』とその課題に即した

『確認』『表現』が設けら

れ、学習内容を振り返る

問いが設定されている。

資料の読み取り方につい

て『歴史の技』『読み解こ

う』が設けられている。 

各学習内容において、『確

認しよう』では知識の確

認、『技能をみがく』『やっ

てみよう』では技能を身

に付ける課題が設定され

ている。また、時代を概観

させる『タイムトラベル』

のページが掲載されてい

る。 

各学習内容において、導

入の発問、本文、ステップ

アップによる振り返りと

いう流れが設定されてい

る。また、用語解説を設け

たり、資料を読み取る技

能の習得に関連した発問

が掲載されたりしてい

る。 

日文 自由社 育鵬社 学び舎 

各学習内容で『学習課題』

と『確認』が示され、振り

返りや技能の習得を図る

問い『深めよう』『スキル

UP』が設けられている。

また、歴史学習に関連す

る用語説明が『基本用語』

で掲載されている。 

学習内容ごとに学習課題

が設定され、学習内容を

確認する問い『チャレン

ジ』が設定されている。ま

た、章ごとに『調べ学習の

ページ』『復習問題のペー

ジ』『時代の特徴を考える

ページ』『対話とまとめ図

のページ』が設定されて

いる。 

各学習内容において、『課

題』とまとめの問いが示

され、歴史の流れをつか

む資料として『鳥の目で

見る』『虫の目で見る』が

掲載されている。また、歴

史上の人物を紹介する

『人物クローズアップ』

が設けられている。 

各学習内容において、学

習課題が設定され、部ご

とに「学習のまとめ」が設

けられている。各部のは

じめに、部の学習課題が

掲載されている。各章末

に振り返りの活動、各部

末に学習のまとめの活動

が掲載されている。 

東書 教出 帝国 山川 

生徒の学

習上の困

難さに応

じた工夫 

挿絵や写真などの資料

には番号が付けられ、側

注には、歴史的建造物や

社会的事象などについ

て用語の解説が記載さ

れている。また、見開き

ごとに学習内容の時期

を着色した年表が左下

に設けられている。 

挿絵や写真などの資料に

は番号が付けられ、側注

には、歴史的建造物や社

会的事象などについて用

語の解説が記載されてい

る。また、各学習内容のテ

ーマ表記の上に、学習し

ている時代が掲載されて

いる。 

挿絵や写真などの資料に

は番号が付けられ、側注

には、歴史的建造物や社

会的事象などについて用

語の解説が記載されてい

る。また、見開きごとに学

習内容の時期を着色した

年表が右端に掲載されて

いる。 

挿絵や写真などの資料に

は番号が付けられ、側注

には、歴史的建造物や社

会的事象などについて用

語の解説が記載されてい

る。また、歴史上の人物に

ついて詳しく説明する

『人物』が掲載されてい

る。 

日文 自由社 育鵬社 学び舎 

挿絵や写真などの資料

には番号が付けられ、側

注には、歴史的建造物や

社会的事象などについ

て用語の解説が記載さ

れている。また、見開き

ごとに学習内容の時期

を着色した年表が右端

に設けられている。 

挿絵や写真などの資料に

は番号が付けられ、側注

には、歴史的建造物や社

会事象などについて、用

語の解説が記載されてい

る。また、見開きごとに学

習内容の時期を着色した

年表『歴史モノサシ』が左

下に設けられている。 

挿絵や写真などの資料に

は番号が付けられ、側注

には、歴史的建造物や社

会的事象などについて、

用語の解説が記載されて

いる。また、社会的事象に

ついて詳しく説明する内

容が『歴史ビュー』に記述

されている。 

挿絵や写真などの資料に

は番号が付けられ、側注

には、歴史的建造物や社

会的事象などについて、

用語の解説が記載されて

いる。また、見開きごとに

社会的事象について関連

する内容や人物の紹介が

掲載されている。 
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 東書 教出 帝国 山川 

体験活動

の充実 

調べ学習の準備や進め方

が『地域の歴史を調べよ

う』に掲載されている。ま

た、インターネットや博

物館、美術館での聞き取

り調査の方法が、『身近な

地域の歴史』に掲載され

ている。 

学び方の手がかりとして

『地域調査の手引き』が

『身近な地域の歴史を調

べよう』に掲載されてい

る。また、地域の遺跡や古

墳、地域の寺社、地域の街

道や港を訪ねるなど、地

域社会と関わりながら学

ぶ例が掲載されている。 

 

調べ学習や発表に関する

学習の手順や、図書館や

博物館、資料館、インター

ネットでの調査や、野外・

聞き取り調査方法やレポ

ートによる発表に関する

内容が『歴史の調べ方・ま

とめ方・発表のしかた』に

掲載されている。 

 

地域の博物館や郷土資料

館への見学・調査の学習

例が、『身近な地域を調べ

よう』や『地域からのアプ

ローチ』に掲載されてい

る。また『地域からのアプ

ローチ』では、地域の博物

館や郷土資料館への見

学・調査が示されている。 

日文 自由社 育鵬社 学び舎 

取り扱う学習テーマと関

連させ、博物館や遺跡の

見学や調べ学習の方法に

ついて、『でかけよう地域

調べ』に掲載され、また、

資料から課題について考

える活動や体験について

記述された『チャレンジ

歴史』が設定されている。 

地域の博物館や史跡への

見学・調査の学習例が『地

域の歴史を調べる』に掲

載されている。また、章ご

とに『調べ学習のページ』

が設けられ、調査方法の

手順やまとめ方の例が掲

載されている。 

身近な地域の歴史を調

査、発表する学習内容、手

順が、『地域の歴史を調べ

てみよう』に掲載されて

いる。また、地域に残る文

化財や資料を活用して、

身近な地域の歴史的な特

徴を考察する内容が掲載

されている。 

火おこしや綿から糸を紡

ぐなどの体験の様子が、

『歴史を体験する』に掲

載されている。また、『歴

史への案内』で博物館で

の調査に関する内容を記

載した『歴史を体験する』

が掲載されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東書 教出 帝国 山川 

情報活用

能力の育

成 

書籍やインターネット

での調べ方や集めた情

報のまとめ方、発表の方

法が『身近な地域の歴

史』に示されている。ま

た、インターネットを活

用した学習が効果的な

部分には『Ｄマーク』が

掲載されている。 

書籍やインターネットで

の調べ方や、集めた情報

のまとめ方、発表方法な

どが『身近な地域の歴史

を調べよう』に示されて

いる。資料や新聞から情

報を集めるポイントや図

や年表で表す方法が『歴

史の技』に掲載されてい

る。 

図書館やインターネット

を使った情報の集め方

や、野外調査の方法、地図

の作成方法が『歴史の調

べ方・まとめ方・発表のし

かた』に掲載されている。

また、『資料活用』のマー

クとともに、発問が掲載

されている。 

『図書館を利用しよう』

『インターネットで昔の

地図を見てみた』『発表し

よう』などの調査、発表の

方法が『身近な地域を調

べよう』に掲載されてい

る。また、写真やグラフな

どの資料に、発問が掲載

されている。 

日文 自由社 育鵬社 学び舎 

情報を読み取る技能、収

集する技能、まとめる技

能に関する内容が『スキ

ルアップ』に掲載されて

いる。文化財やグラフに

『資料活用』のマークを

添え、資料を読み取る視

点が記載されている。 

インターネット調査や図

書館などでの調査におけ

る留意点が『調べ学習の

ページ』に掲載されてい

る。また、図書館などで調

べた内容をまとめる活動

例が『人物カードのつく

り方』や『800 字で人物

伝記を書いてみよう』に

掲載されている。 

情報活用の説明として

『調査のしかた』や『調査

のまとめ方（調査レポー

トの書き方）』が『地域の

歴史を調べてみよう』に

掲載されている。また、学

習に関連した情報を紹介

する内容にマークが記載

されている。 

学芸員や説明員にインタ

ビューをしながら、調べ

学習に取り組む内容が、

『地域の博物館で調べ

る』に掲載されている。ま

た、図書館やインターネ

ットで調べる課題が、『章

のふりかえり』に掲載さ

れている。 
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 東書 帝国 日文 

社会的事象

について生

徒 が 多 面

的・多角的

に考察、構

想し、表現

するための

工夫や配慮

がなされて

いるか。 

『Ⅹチャート』や『くらげチャー

ト』など、考えるための技法が、

各章の『まとめの活動』に設けら

れている。また、『探究課題』『探

究のステップ』『学習課題』『チ

ェック』『トライ』が設けられて

いる。 

 

関連する資料から、問題の解決を

図るための活動が、『多面的・多角

的に考えてみよう』に掲載されて

いる。また、各章末に、学習した

内容を自分の言葉でまとめる活動

が、『章の学習を振り返ろう』に設

定されている。 

社会的事象を時期や内容、立場を

変えて表にまとめる作業が、編の

まとめの『アクティビティ』に設

定され、資料をもとに対話したり、

体験したりする資料が、『チャレン

ジ歴史』に掲載されている。 

 

主体的・対

話的で深い

学びに向け

た学習活動

に資する工

夫や配慮 

各学習内容で課題をつかむ『学習

課題』が提示され、『チェック』

『トライ』で課題解決へむけた問

いが掲載されている。また、考え、

表現する活動『みんなでチャレン

ジ』が掲載されている。 

各章の問い、節の問い、各学習内

容と区別され、学習課題に対応し

たまとめや振り返りが掲載されて

いる。また、各章のはじめに『タ

イムトラベル』、各章の終わりに

『章の学習を振り返ろう』が掲載

されている。 

各学習内容において、『学習課題』

を提示し、『見方・考え方』『深め

よう』では、学習課題への理解を

深める問いが掲載されている。ま

た、各編は、導入のページと振り

返るまとめのページが掲載されて

いる。 

言語能力の

確実な育成 

話し合いなどの対話的な活動の学

習課題が『みんなでチャレンジ』

に掲載されている。また、各章の

終わりに、時代の特色をまとめる

活動『まとめの活動』が設けられ

ている。 

 

各章の終わりに、見方・考え方を

働かせながら各時代の特色をまと

める活動が『章の学習を振り返ろ

う』に掲載されている。また、各

学習内容で、社会的事象を表現す

る問いが『確認しよう』『説明しよ

う』で掲載されている。 

各編のまとめに、各時代の特色や

出来事について表現する活動が

『学習の整理と活用』や『アクテ

ィビティ』に掲載されている。ま

た、対話し表現する内容が『チャ

レンジ歴史』に掲載されている。 
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

県立相模原中等教育学校 前期課程 

種目 社会（公民的分野） 

発行者の番号・略称 ４６ 帝国 

教科書の記号・番号 公民 ９０３ 

書名 社会科 中学生の公民 よりよい社会を目指して 

使用学年 ３ 

[選定理由] 

本校の教育目標は、「人格の完成をめざし、高い知性と豊かな人間性をそなえ、心身と

もに健全な、次世代を担う人材を育成する」である。また、めざす生徒像を「これからの

国際社会に対応する幅広い教養と社会性・独創性を備える生徒」とし、育成したい力とし

て「表現コミュニケーション力」「科学・論理的思考力」「社会生活実践力」の３つの力

を掲げている。 

公民分野の教科書を選定するにあたり、「生きて働く知識・技能を習得するための工夫

や配慮」「言語能力の確実な育成」「情報活用能力の育成」の観点を設け、教科書目録に

ある全６者の教科書について比較・検討した。 

その結果、 

〇「生きて働く知識・技能を習得するための工夫や配慮」に関して、学習内容を 

振り返る課題が『確認』に設定されていることから、教育出版「中学社会 公民 と

もに生きる」 

〇「言語能力の確実な育成」に関して、議論を中心としたテーマ学習、特設ページ『ア

クティブ公民』が設けられていることから、帝国書院「社会科 中学生の公民 より

よい社会を目指して」 

〇「情報活用能力の育成」に関して、情報を収集、まとめることに関連する内容として

『情報スキルアップ』が掲載されていることから、日本文教出版「中学社会 公民的

分野」の３者に絞った。 

さらに、３者の教科書について、「社会的事象について生徒が多面的・多角的に考察、

構想し、表現されるための工夫」「課題を追究・解決する活動の充実を図る工夫」の観点

から比較・検討した。 
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その結果、 

〇「社会的事象について生徒が多面的・多角的に考察、構想し、表現されるための工 

夫」に関して、意見交換を行う中で、他者の見方・考え方を取り入れる活動が『章の

学習を振り返ろう』に設定され、また、公民学習への興味・関心を喚起する写真・グ

ラフ・図・表等を読み取るための技能、留意点などが、『技能みがく』に掲載されて

いる。 

〇「課題を追究・解決する活動の充実を図る工夫」に関して、レポート作成の課題 

が『課題の探究』として設定されている。 

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、帝国書院｢社会

科 中学生の公民 よりよい社会を目指して｣を選定した。 
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「県立相模原中等教育学校 令和 6 年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果 

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成 

 

種目 社会（公民的分野） 

 東書 教出 帝国 

生きて働く

「知識・技

能」を習得

するための

工夫や配慮 

「知識・技能」の習得について、

公民の学習を進めるうえで必要な

用語や資料の読み取り方について

『スキル・アップ』の『法律用語

の読み方』や『新聞でメディアリ

テラシーを身に付けよう』などに

記載されている。 

「知識・技能」の習得について、

毎時間の課題が提示され、学習内

容が本文見開きのページで示され

るとともに、学習内容を振り返る

課題が『確認』に設定されている。

また、記述内容を補足する資料と

して写真やグラフなどが掲載され

ている。 

「知識・技能」の習得について、

『ＫＪ法』や『ディスカッション』

など、学習するうえで必要な基礎

的な技能を体験しながら学び、学

習内容に関連する実社会の動きを

紹介する特設ページとして『技能

をみがく』が設けられている。 

日文 自由社 育鵬社 

「知識・技能」の習得について、

見開きページの冒頭に、毎時間提

示する学習課題とともに、『見

方・考え方』が示されている。ま

た、統計データやグラフの読み取

る際のポイントについて『情報ス

キルアップ』で示されている。 

「知識・技能」の習得について、

毎時間の学習内容をまとめた『こ

こがポイント』が掲載されている。

また、グループでアイデアを出し

合い、意見交換をしながら進める

グループ学習が『アクティブに深

めよう』に設けられている。 

「知識・技能」の習得について、

各章の最後にその章で学習した語

句の確認や、自己の考えを自分の

言葉で説明する表現活動などで構

成された『学習のまとめ』や本時

の学習に関連した『学習を深めよ

う』が設定されている。 

 

 東書 教出 帝国 

言語能力の

確実な育成 

言語能力の育成について、小集団

での参加型学習による対話的な活

動として、『みんなでチャレン

ジ』で『模擬裁判をやってみよ

う』や『決まりについて考えよ

う』などの題材が設定されてい

る。 

言語能力の育成について、ディベ

ートを用いた言語活動による

『「新しい人権」を考える』とい

う題材で、テーマ学習が、特設ペ

ージ『言葉で伝え合おう』に設け

られている。 

言語能力の育成について、『裁判

の判決を考えよう』という題材

で、論理的な説明と合意形成を目

指す議論を中心としたテーマ学習

が、特設ページ『アクティブ公

民』に設けられている。 

日文 自由社 育鵬社 

言語能力の育成について、『道路

の拡張計画について考えよう』と

いう題材で、社会の課題について

考えるテーマ学習が、特設ページ

『チャレンジ公民』に、設けられ

ている。 

言語能力の育成について、『グロ

ーバル化によって私たちの生活は

どう変わったか、考えてみよう』

という題材で、小集団で話し合う

言語活動が、特設ページ『アクテ

ィブに深めよう』に設けられてい

る。 

言語能力の育成について、『新聞

の社説を比べてみよう』という題

材で、ディベートを行う言語活動

が、特設ページ『やってみよう』

に設けられている。また、毎時

間、学習のまとめに話し合う活動

が設定されている。 
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東書 教出 帝国 

情報活用

能力の育

成 

情報活用能力の育成について、掲

載されている資料に、『集める』

『読み取る』『まとめる』マーク

が示されており、情報を収集し、

分析し、まとめる活動が設定され

ている。 

情報活用能力の育成について、

『メディアが報じる「事実」は

「真実」か』や『ソーシャルメデ

ィアの影響力』など、情報を入手

し、活用する際の留意点や課題に

ついて読み取る資料が、『メディ

アリテラシーを学ぼう』に掲載さ

れている。 

情報活用能力の育成について、テ

レビやインターネットにない新聞

の特徴が示されており、実際の新

聞記事から事実と意見を区別する

活動が『新聞について知ろう』に

設定されている。 

日文 自由社 育鵬社 

情報活用能力の育成について、情

報を収集し、読み取り、まとめる

際に必要な知識・技能、留意点な

どについて『情報スキルアップ』

の『統計とグラフを使いこなそ

う』に掲載されている。 

情報活用能力の育成について、同

じ日付の各新聞社の記事を読み比

べ、各新聞社がどのように報じて

いるかを話し合い、比較し、まと

める活動が『新聞を読み比べてみ

よう』に設定されている。 

情報活用能力の育成について、写

真や地図などの資料を読み取り、

話し合う活動が『身近な祭りを調

べてみよう』に設定されている。

また、冒頭のページに主なマスメ

ディアの特徴について掲載されて

いる。 

教出 帝国 日文 

社会的事象

について生

徒が多面

的・多角的

に考察、構

想し、表現

するための

工夫 

社会的事象を多面的・多角的に考

察することについて、ごみ収集所

を設置するにあたって、住民のそ

れぞれの立場に立った意見を出し

合い提案書を作成する活動が『私

たちがつくるこれからの社会』で

設定されている。 

社会的事象を多面的・多角的に考

察することについて、自分の考え

を整理して書き出すとともに、意

見交換を行う中で、他者の見方・

考え方を取り入れる活動が各章の

最後の『章の学習を振り返ろう』

に設定されている。 

社会的事象を多面的・多角的に考

察することについて、『日本の議

院内閣制とアメリカの大統領制』

の仕組みの違いや二つの制度を民

主主義の観点から良い点と悪い点

をまとめる活動が『内閣のしくみ

と議院内閣制』の『アクティビテ

ィ』で設定されている。 

課題を追

究・解決す

る活動の充

実を図る工

夫 

課題を追究・解決する活動につい

て、学習の見通しを記載し、章全

体をとおしての『問い』が各章の

『学習のはじめに』に提示されて

いる。また、冒頭で提示された『問

い』に対して答える活動が章の最

後に設定されている。 

課題を追究・解決する活動につい

て、レポート作成の課題が『課題

の探究』として設定されている。

レポートの作成にあたって、『ウェ

ビングマップ』での課題の決定方

法や資料収集の仕方、まとめ方な

ど、作成段階ごとの説明が掲載さ

れている。 

課題を追究・解決する活動につい

て、レポート作成の『ヒント』や

『参考資料の書き方』、『発表のポ

イント』などが『私たちの課題』

に掲載されている。また、『もしも

行き詰ってしまったら』が示され

ている。 
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

 

県立相模原中等教育学校 前期課程 

種目 地図 

発行者の番号・略称 ４６ 帝国 

教科書の記号・番号 地図 ７０２ 

書名 中学校社会科地図 

使用学年 １・２・３ 

[選定理由] 

本校の教育目標は、「人格の完成をめざし、高い知性と豊かな人間性をそなえ、心身と

もに健全な、次世代を担う人材を育成する」である。また、めざす生徒像を「これからの

国際社会に対応する幅広い教養と社会性・独創性を備える生徒」とし、育成したい力とし

て「表現コミュニケーション力」「科学・論理的思考力」「社会生活実践力」の３つの力を

掲げている。 

社会の地図帳を選定するにあたり、「生きて働く知識・技能を習得するための工夫や配

慮」「未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力等の育成を図るための工夫や配

慮」「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習活動に資する工夫や配慮」「言語能力

の確実な育成」「体裁がよく、生徒が使いやすいような工夫や配慮がなされているか」の

観点を設け、東京書籍「新しい社会 地図」、帝国書院「中学校社会科地図」の全２者の

教科書について比較・検討した。 

 

その結果、 

〇「生きて働く知識・技能を習得するための工夫や配慮」に関して、地図を活用する課

題として『地図活用』が掲載されている。 

〇「未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力等の育成を図るための工夫や配

慮」に関して、資料をもとに考えるテーマ「地域ではどのような違いがあるか答えよ

う」等の発問が取り上げられている。 

〇「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習活動に資する工夫や配慮」に関して、

主体的・対話的で深い学びについて、発表する課題を示した『地図活用』が掲載され 

ている。 

〇「言語能力の確実な育成」に関して、言語活動のテーマが示された『学習課題』が設

けられている。 

〇「体裁がよく、生徒が使いやすいような工夫や配慮がなされているか」に関して、版

型でＡ４判が採用されており、生徒が学習しやすくなっている。 
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こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、帝国書院「中学

校社会科地図」を選定した。 
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「県立相模原中等教育学校 令和 6 年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 社会（地図） 

東書 帝国 

生きて働く「知

識・技能」を習

得するための工

夫や配慮 

「知識・技能」の習得について、地図の使い 

方のポイントが『一般図を見てみよう』などで 

取り上げられた『この地図帳の活用方法』が掲 

載されている。また、地図活用を促すために『歴 

史・公民マーク』が示されている。 

「知識・技能」の習得について、地図の使い方のポ

イントが『いろいろな地図を使いこなそう』などで

取り上げられた『地図帳の使い方』が掲載されてい

る。また、地図活用の課題として『地図活用』が設

けられている。 

未知の状況にも

対応できる「思

考力・判断力・

表現力等」の育

成を図るための

工夫や配慮 

「思考力・判断力・表現力等」の育成につい 

て、『ヨーロッパの言語分布』や『北海道の土 

壌』など、資料をもとに考えるテーマが『テー 

マ資料』で取り上げられている。 

「思考力・判断力・表現力等」の育成について、 

『五大湖周辺とサンベルト地域ではどのような違 

いがあるか答えよう』など、資料をもとに考える 

テーマが『地図活用』で取り上げられている。 

主体的・対話的

で深い学びの実

現に向けた学習

活動に資する工

夫や配慮 

主体的・対話的で深い学びについて、『世界 

の気候・海流』と『世界各地の平均気温・降水 

量』など、学習内容と関連する資料が『ジャン 

プ』で示されている。また、資料の読み取りの 

ポイントなどがキャラクターの吹き出しに示 

されている。 

主体的・対話的で深い学びについて、『伝統工芸 

品を一つ選び、その特徴やよさについて調べ、ク 

ラスで発表しよう』などの学習課題を示した『地 

図活用』が設けられている。また、その中に、地 

図の見方や活用の仕方などについても示されてい 

る。 

言語能力の確実

な育成 

言語能力の育成について、『ヨーロッパの自 

動車工場の分布』の資料について『1980 年と現 

在とで、分布にどんなちがいがあるだろう』と 

キャラクターの吹き出しに掲載されている。ま 

た、『環境問題』や『自然災害』など、言語活 

動のテーマになるページが設けられている。 

言語能力の育成について、『世界の言語と宗教の 

分布にはどのような特徴があるだろうか』など、 

言語活動のテーマが示された『学習課題』が設け 

られている。また、『環境問題』や『自然災害』な

ど、言語活動のテーマになるページが設けられてい

る。 

体裁がよく、生

徒が使いやすい

ような工夫や配

慮がなされてい

るか。 

判型はＡＢ判が採用されている。 判型はＡ４判が採用されている。 
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

 

県立相模原中等教育学校 前期課程 

種目 数学 

発行者の番号・略称 １０４ 数研 

教科書の記号・番号 数学 ７０６、７０７、８０６、８０７、９０６、９０７ 

書名 

日々の学びに数学的な見方・考え方をはたらかせる これからの 数学

１ 
見方・考え方がはたらき,問題解決のチカラが高まる これからの 数学１ 探究ノート 

日々の学びに数学的な見方・考え方をはたらかせる これからの 数学

２ 
見方・考え方がはたらき,問題解決のチカラが高まる これからの 数学２ 探究ノート 

日々の学びに数学的な見方・考え方をはたらかせる これからの 数学

３ 
見方・考え方がはたらき,問題解決のチカラが高まる これからの 数学３ 探究ノート 

使用学年 １、２、３ 

[選定理由] 

本校の教育目標は、「人格の完成をめざし、高い知性と豊かな人間性をそなえ、心身と

もに健全な、次世代を担う人材を育成する」である。また、めざす生徒像を「豊かな人間

性とリーダーシップを備える生徒」「これからの国際社会に対応する幅広い教養と社会性・

独創性を備える生徒」「よりよい社会の構築に貢献できる生徒」としている。それら教育

目標やめざす生徒像の実現に向け、本校では育みたい力として「科学・論理的思考力」、

「表現コミュニケーション力」、「社会生活実践力」をあげている。 

 

 これらを踏まえ、特に「科学・論理的思考力」、「表現コミュニケーション力」の育成に

資する「主体的・対話的で深い学び」「言語能力の確実な育成」「体験活動の充実」といっ

た観点から全７者を比較・検討し、東京書籍「新しい数学」、教育出版「中学数学」、数研

出版「日々の学びに数学的な見方・考え方をはたらかせる これからの 数学」の３者に

絞った。 

 

次に、「科学・論理的思考力の育成に資する主体的・対話的で深い学び」に「社会に貢

献する力を育てる」「情報活用能力の育成」という観点を加え、３者を比較・検討した。 

 

その結果、 

○「主体的・対話的で深い学び」について、話し合う中で課題解決をする活動『Ｑ』や

『ＴＲＹ』が掲載されていること。 

○「社会に貢献する力」について、社会で活用されている数学について取り上げた『数

学旅行』のコーナーに『暗号と素数』などが掲載されていること。 
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○「情報活用能力の育成」について、実生活で使われている情報について紹介した『暗

号と素数』などが、『数学旅行』のコーナーに掲載されていること。 

○加えて、教科横断的な学習の課題として理科と関連した『深海の水圧』など、『数学旅

行』のコーナーが掲載されていること。探究活動に重点を置いた授業を行うことや、

学習後に回収して生徒個々の学習状況を確認する別冊「探究ノート」が付属している

こと。 

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、数研出版「日々

の学びに数学的な見方・考え方をはたらかせる これからの 数学」を選定した。 
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「県立相模原中等教育学校 令和 6 年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 数学 

東書 大日本 学図 教出 

主体的・

対話的で

深い学び

の実現に

向けた学

習活動に

資する工

夫や配慮 

主体的・対話的で深い学

びについて、話し合う中

で課題解決をする活動

『深い学び』のコーナー

が掲載されている。 

主体的・対話的で深い学

びについて、話し合う中

で課題解決をする活動

『みんなの記録と自分の

記録を比べよう』などが

掲載されている。 

主体的・対話的で深い学

びについて、話し合う中

で課題解決をする活動

『Ｑ』で『数学的活動』が

掲載されている。 

主体的・対話的で深い学

びについて、話し合う中

で課題解決をする活動

『Ｑ 目標を達成するこ

とはできるのかな？』な

どが掲載されている。 

啓林館 数研 日文 

主体的・対話的で深い学

びについて、話し合う中

で課題解決をする活動

『説明しよう』や『話しあ

おう』が掲載されている。 

主体的・対話的で深い学

びについて、話し合う中

で課題解決をする活動

『Ｑ』や『ＴＲＹ』が掲載

されている。 

主体的・対話的で深い学

びについて、話し合う中

で課題解決をする活動

『学び合おう』のコーナ

ーが掲載されている。 

東書 大日本 学図 教出 

言語能力

の確実な

育成 

言語能力の育成につい

て、自分の考えを説明し

たり、他者の考えを聞い

たりする活動を課題とし

た『身長の平均をくふう

して求めてみよう』など、

『深い学び』のコーナー

が掲載されている。 

言語能力の育成につい

て、自分の考えを説明し

たり、他者の考えを聞い

たりする活動を課題とし

た『みんなの記録と自分

の記録を比べよう』など

が掲載されている。 

言語能力の育成につい

て、自分の考えを説明し

たり、他者の考えを聞い

たりする活動を課題とし

た『正の数・負の数の利

用』などの『Ｑ』が掲載さ

れている。 

言語能力の育成につい

て、自分の考えを説明し

たり、他者の考えを聞い

たりする活動を課題とし

た『正の数・負の数の活

用』などの『Ｑ』が掲載さ

れている。 

啓林館 数研 日文 

言語能力の育成につい

て、自分の考えを説明し

たり、他者の考えを聞い

たりする活動を課題とし

た『説明しよう』や『話し

あおう』などが掲載され

ている。 

言語能力の育成につい

て、自分の考えを説明し

たり、他者の考えを聞い

たりする活動を課題とし

た『Ｑ』や『ＴＲＹ』など

が掲載されている。 

言語能力の育成につい

て、自分の考えを説明し

たり、他者の考えを聞い

たりする活動を課題とし

た『平均値の求め方をく

ふうしよう』など、『学び

合おう』のコーナーが掲

載されている。 
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 東書 大日本 学図 教出 

体験活動

の充実 

体験活動の充実につい

て、実際に調べたり、実験

を行ったりする活動を課

題とした『くじを先にひ

く？あとにひく？』など

が掲載されている。 

体験活動の充実につい

て、実際に調べたり、実験

を行ったりする活動を課

題とした『アーガイルチ

ェックの模様』などが掲

載されている。 

体験活動の充実につい

て、実際に調べたり、実験

を行ったりする活動を課

題とした正の数・負の数

のたし算の問題などが掲

載されている。 

体験活動の充実につい

て、実際に調べたり、実験

を行ったりする活動を課

題とした『立体の体積と

表面積』の問題などが掲

載されている。 

 啓林館 数研 日文  

体験活動の充実につい

て、実際に調べたり、実験

を行ったりする活動を課

題とした『ゆっくり落ち

る紙の形や大きさは？』

の問題などが掲載されて

いる。 

体験活動の充実につい

て、実際に調べたり、実験

を行ったりする活動を課

題とした『立体の体積と

表面積』の問題などが掲

載されている。 

体験活動の充実につい

て、実際に調べたり、実験

を行ったりする活動を課

題とした正多面体の特徴

を調べる問題などが掲載

されている。 

 

 

 東書 教出 数研 

主体的・

対話的で

深い学び

の実現に

向けた学

習活動に

資する工

夫や配慮 

主体的・対話的で深い学びについ

て、話し合う中で課題解決をする

活動『深い学び』のコーナーが掲

載されている。 

主体的・対話的で深い学びについ

て、話し合う中で課題解決をする

活動『Ｑ 目標を達成することは

できるのかな？』などが掲載され

ている。 

主体的・対話的で深い学びについ

て、話し合う中で課題解決をする

活動『Ｑ』や『ＴＲＹ』が掲載さ

れている。 

［社会と

かかわる

力］社会

とのかか

わりの中

で、自己

を成長さ

せ、社会

に貢献す

る力を育

てる。 

［社会とかかわる力］の「働くこ

との大切さ」について、社会で活

用されている数学についてのイン

タビューを取り上げた『学びをひ

ろげよう』のコーナーが掲載され

ている。 

［社会とかかわる力］の「働くこ

との大切さ」について、社会で活

用されている数学についてのイン

タビューを取り上げた巻頭の『数

学の広場』のコーナーが掲載され

ている。 

［社会とかかわる力］の「働くこ

との大切さ」について、社会で活

用されている数学について取り上

げた『数学旅行』のコーナーに

『暗号と素数』などが掲載されて

いる。 

他教科と

の関連

等、カリ

キュラ

ム・マネ

ジメント

に資する

工夫や配

慮 

カリキュラム・マネジメントにつ

いて、教科横断的な学習の課題と

して、理科と関連した『球が斜面

を転がる場面』などが掲載され、

『教科関連マーク』が示されてい

る。 

カリキュラム・マネジメントにつ

いて、教科横断的な学習の課題と

して理科と関連した『素数ゼミ』

など、『数学の広場』のコーナー

が掲載されている。 

カリキュラム・マネジメントにつ

いて、教科横断的な学習の課題と

して理科と関連した『深海の水

圧』など、『数学旅行』のコーナ

ーが掲載されている。 

情報活用

能力の育

成 

情報活用能力の育成について、標

本を無作為に抽出する方法とし

て、コンピューターの表計算ソフ

トの操作手順が『母集団から標本

を取り出す方法について考えてみ

よう』に掲載されている。 

情報活用能力の育成について、標

本と無作為抽出する方法の一つと

して、コンピューターの表計算ソ

フトを利用する方法が、『標本調

査とデータ活用』に掲載されてい

る。 

情報活用能力の育成について、実

生活で使われている情報について

紹介した『暗号と素数』や、 

ICT 活用を例示した『ビッグデー

タ』などが、『数学旅行』のコー

ナーに掲載されている。 
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

 

県立相模原中等教育学校 前期課程 

種目 理科 

発行者の番号・略称 ６１ 啓林館 

教科書の記号・番号 理科 ７０５、８０５、９０５ 

書名 

未来へひろがるサイエンス 1 

未来へひろがるサイエンス２ 

未来へひろがるサイエンス３ 

使用学年 １、２、３ 

[選定理由] 

本校の教育目標は、「人格の完成をめざし、高い知性と豊かな人間性をそなえ、心身と

もに健全な、次世代を担う人材を育成する」である。また、本校の教育理念は「科学・論

理的思考力」「表現コミュニケーション力」「社会生活実践力」の３つである。 

本校の理科においては、身に付けた知識・技能を基礎としながら、自ら課題を見いだし、

課題を解決するため、他者と協働する学習に取り組むとともに、自然を探究する学習をと

おして、「科学的・論理的思考力」を育成することをめざしている。 

 

これらを踏まえ、特に「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習活動に資する

工夫や配慮」「自然を探究する体験活動の充実」「日常生活や社会とのかかわりあい」と

いった観点から全５者を比較・検討し、東京書籍「新しい科学」、大日本図書「理科の世

界」、啓林館「未来へひろがるサイエンス」の３者に絞った。 

 

次に、「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習活動に資する工夫や配慮」「自

然を探究する体験活動の充実」「日常生活や社会とのかかわりあい」に、「他者を尊重し、

多様性を認め合う、思いやる力を育てる」「観察、実験などが、科学的に探究する力の育

成がはかられるような工夫や配慮がなされている」という観点を加え、３者を比較・検討

した。 

  

その結果、 

〇「主体的・対話的で深い学びの実現」について、話し合い活動を促す『話し合ってみ

よう』『考えてみよう』などのマークが掲載されていること。 

〇「体験活動の充実」について、巻末の『サイエンス資料』で身近なものでできる自由

研究のテーマ例があげられていること。 
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〇「日常生活や社会とのかかわりあい」について、学習内容と関連する『科学コラム』

のコーナーが掲載されていること。 

〇「他者を尊重し、多様性を認め合う、思いやる力の育成」について、男女の役割を固

定せず、互いに協力しながら活動している生徒の活動が掲載されていること。また、

SDGs、ESD・環境教育に関する資料として『ひろがる世界』が掲載されていること。 

〇「科学的に探究する力の育成」について、『教科書の使い方』では課題解決のプロセ

スが示されていること。また、各単元に観察・実験を計画して結果を分析・ふり返り

をする『探Ｑシート』が掲載されていること。 

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、啓林館「未来へ

ひろがるサイエンス」を選定した。 
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「県立相模原中等教育学校 令和 6 年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果 

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成 

 

種目 理科 

 東書 大日本 学図 

主体的・対

話的で深い

学びの実現

に向けた学

習活動に資

する工夫や

配慮 

・全学年とも、巻頭に探究の流れ

や発表の仕方などをイメージする

マンガの解説が掲載されている。

自分と他者との考えを交流させる

活動として『課題に対する結論を

表現しよう』や、章の最後の『学

んだことをつなげよう』が設けら

れている。 

 

・全学年とも、『問題を見つけよ

う』や『結果から考えよう』な

ど、探究活動の過程がマークによ

り示されている。また、『話し合

おう』のマークとともに対話的な

学びの活動を取り入れる場面に、

例としてキャラクターの会話が掲

載されている。 

 

・全学年とも、巻頭の『理科のト

リセツ』で主体的・対話的で深い

学びの実現に向けた『どうやった

ら対話的になるの？？』などの解

説が参照ページとともに示されて

いる。単元末に、『ふり返って深

める』や『発信して深める』など

をまとめた『学び続ける理科マイ

スター』が設けられている。 

教出 啓林館  

・全学年とも、巻頭に『探究の進

め方』が設けられ、探究活動が過

程を追って示されている。探究活

動において話し合いを取り入れる

場面にキャラクターの対話モデル

が示されている。また、『話し合

おう』や『活用しよう』マークが

示され、話し合いや考えを表現す

る活動が設けられている。 

・第１・第２学年の巻末『サイエ

ンス資料』に理科における話し合

いと発表の要点が示されている。

また、各学年において『話し合っ

てみよう』、『考えてみよう』、『表

現してみよう』や『みんなで解

決』のマークとともに話し合いの

活動が示されている。 

 

 

 

 東書 大日本 学図 

体験活動の

充実 

・全学年とも、巻末資料の『理科

の学習を深めよう』では校外施設

が取り上げられている。 

 

・全学年とも、『自由研究にチャ

レンジしよう』や校外施設、ジオ

パークなどが巻末で取り上げられ

ている。 

・地学分野において、継続観測が

取り上げられている。 

 

教出 啓林館  

・全学年とも、『巻末資料』で身

近なものでできる自由研究や校外

施設が取り上げられている。 

 

・全学年とも、巻末の『サイエン

ス資料』で身近なものでできる自

由研究のテーマ例が取り上げられ

ている。 

 

 

 東書 大日本 学図 

日常生活や

社会とのか

かわり 

・全学年とも、学習内容と関連が

ある身近な事柄が『つながる科

学』で取り上げられている。 

 

・第１学年と第３学年において

は、身の回りの物質を用いた実験

が扱われている。第２学年では、

学習内容に関連して『くらしの中

の理科』で取り上げられている。 

・各学年とも、活動や探究する実

験、学習内容の関連性が示されて

いる。 

 

教出 啓林館  

・全学年とも、学習内容と関連が

ある身近な事柄が巻頭の『自然の

探究』で取り上げられている。 

 

・全学年とも、身近な事柄と学習

内容の関連が示された内容が、科

学コラムの『部活ラボ』や『深め

るラボ』で取り上げられている。 
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東書 大日本 学図 

既習内容や

発展内容の

表記 

・高校の学習内容が『発展』とし

て取り上げられ、『高校』のマー

クで示されている。

・高校の学習内容が『発展』とし

て取り上げられ、『高』のマーク

で示されている。

・高校での学習内容が『発展』と

して取り上げられ、『つながり高

校』のマークで示されている。

教出 啓林館 

・高校の学習内容が『発展 高

校』のマークで示されている。

・高校の学習内容が『発展』とし

て取り上げられ、『高校化学へ』

のマークで示されている。

東書 大日本 啓林館 

SDGs、

ESD・環

境教育に関

する資料 

・SDGs に関連する『温暖化』

などを取り上げた『世界につなが

る科学』のコーナーが掲載され

ている。

・SDGs に関連する国際的な取

組として『ラムサール条約』など

が取り上げられた

『SciencePress』

のコーナーが掲載されている。

・SDGs をテーマにした 2025

年大阪・関西万博を取り上げた

『ひろがる世界』のコーナーが掲

載されている。 

生徒にとっ

て分かりや

すく理解が

深まるよう

な構成上の

工夫や配慮 

・これから学ぶ内容の導入として

『レッツスタート！』が各節冒頭

に設けられている。また、ページ

下端に探究の流れが色分けして示

されている。

・巻頭に『①問題の発見』から

『⑦解説など』までの問題解決の

プロセスと教科書との関連が示さ

れた『理科の学習の進め方』が設

けられている。

・巻頭に『課題の把握』→『課題

の追究』→『課題の解決』のサイ

クルが示された『探究の過程』

や、課題解決のプロセスと教科書

本文の関連が示された『教科書の

使い方』が掲載されている。

他者を尊重

し、多様性

を認め合

う、思いや

る力を育て

る 

・全学年とも、自然環境の保全・

生命の尊重に関連した新技術に関

するコーナーが掲載されている。

男女のキャラクターが登場し、イ

ラストには外国にルーツを持つ生

徒が活動する様子も掲載されてい

る。

・全学年とも、環境や資源に関わ

る物事に『環境マーク』が表示さ

れている。

・全学年とも、環境保全に関する

場面では、『環境マーク』が示さ

れている。また、男女の役割を固

定せず、互いに協力しながら活動

している生徒の活動が掲載されて

いる。 

観察、実験

などが、科

学的に探究

する力の育

成が図られ

るような工

夫や配慮が

なされてい

る 

・全学年とも、探究の流れが問題

発見『レッツスタート！』で考え

たり調べられたりして、活用『学

びを活かして考えよう』へと続く

形式で設定されている。章全体の

見通しと振り返りの『Before &

After』が設けられている。

・全学年とも、『問題をみつけよ

う』『計画を立てよう』『結果から

考えよう』『振り返ろう』に重点

に置かれ、本文中では色分けした

マークによって強調されている。

実験では、科学的な探究の過程が

明確になるよう『着眼点』などの

項目が示されている。

・全学年とも、各単元に、観察・

実験を計画して結果を分析・振り

返りをする『探 Q 実験』が設け

られ、重視する『探究のふり返

り』の項目に『ここをしっか

り！』と付されている。
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

県立相模原中等教育学校 前期課程 

種目 音楽（一般） 

発行者の番号・略称 ２７ 教芸 

教科書の記号・番号 音楽 ７０２、８０３、８０４ 

書名 

中学生の音楽 １ 

中学生の音楽 ２・３上 

中学生の音楽 ２・３下 

使用学年 １、２・３、２・３ 

[選定理由] 

本選定における教育目標は、「人格の完成をめざし、高い知性と豊かな人間性をそなえ、

心身ともに健全な、次世代を担う人材を育成する」である。また、本校の教育理念は「育

てたい３つの力」として、「科学・論理的思考力…科学的根拠に基づく考察などにより、

さまざまな事象を論理的に理解し、順序立てて説明する力」、「表現コミュニケーション

力…相手の主張や状況などを的確に把握し、自己の考えや行動をその場にふさわしい方法

で表現し、相手に伝えることのできる力」、「社会生活実践力…さまざまな社会現象を多

面的にとらえる知識や技能を持ち、課題解決のために活用できる力」の３つを掲げている。 

 本校の音楽科では、「科学・論理的思考力」、「表現コミュニケーション力」、「かな

がわ次世代教養の一つである伝統文化・歴史学習」に重点を置いている。 

これらを踏まえ、特に「科学・論理的思考力」「表現コミュニケーション力」「かなが

わ次世代教養の一つである伝統文化・歴史学習」に「言語能力の確実な育成」という観点

を加え、教科書目録にある全２者、教育出版「中学音楽 １、２・３上下 音楽のおくり

もの」、教育芸術社「中学生の音楽 １、２・３上下」を比較・検討した。 

その結果、 

○「科学・論理的思考力」、「表現コミュニケーション力」の育成に関して、『深めよう！

音楽』で、自分がどのように表現したいかについて考えを記入し、仲間と意見交換をす

るためのワークシートが設定されていること。 

○「かながわ次世代教養の一つである伝統文化・歴史学習」の充実に関して、第１学年で

は雅楽、筝曲、日本の民謡、２・３上では長唄、義太夫節、郷土の芸能、２・３下では

尺八音楽、能、沖縄民謡などが、唱歌によって旋律の特徴を感じ取ったり、図形楽譜で

民謡の節回しを演奏したりするなど、体験活動を含めて設定されていること。

○「言語能力の確実な育成」に関して、『深めよう！音楽』で、表現の工夫に関して考え、 
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仲間と意見交換する活動例が示されていること。 

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に適していると判断し、教育芸術社の「中学

生の音楽 １、２・３上下」を選定した。 
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「県立相模原中等教育学校 令和 6 年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果 

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成 

 

種目 音楽（一般） 

 教育出版 教育芸術社 

未知の状況にも

対応できる「思考

力・判断力・表現

力等」の育成を図

るための工夫や

配慮 

「思考力・判断力・表現力等」の育成について、

全学年の教材に『学びのユニット』として、学びの

手掛かりとなる、音楽を形づくっている要素が示さ

れている。教材のページ左下に『比べてみよう』『深

めてみよう』がマークで示され、他の教材と比較す

ることで特徴やよさを考える機会が設定されてい

る。 

「思考力・判断力・表現力等」の育成につい

て、『My Melody』でキャラクターの吹き出しに

より、表現の工夫や曲の特徴を捉える際の着眼点

が示されている。また、『深めよう！音楽』で

は、表現の工夫に関して考え、仲間と意見交換す

る活動例が示されている。 

言語能力の確実

な育成 

言語能力の育成について、全学年において、鑑賞

教材に『話し合おう』の記入欄が設けられており、

感想や批評を話し合う活動が設定されている。ま

た、２・３上の『Let's Sing!』では、意見交換を通

して、表現方法を考える学習活動が設定されてい

る。 

言語能力の育成について、第１学年と２・３下

の『曲のよさをプレゼンしよう』では、音楽につ

いて批評した内容を、プレゼンする学習活動が設

定されている。また、全学年において『深めよ

う！音楽』では、自分がどのように表現したいか

について、意見交換をするためのワークシートが

掲載されている。 

伝統や文化に関

する教育の充実 

伝統や文化に関する教育の充実について、第１

学年では筝曲、尺八音楽、日本とアジアの声によ

る表現、２・３上では雅楽、舞楽、郷土の音楽や

芸能、能、２・３下では歌舞伎、長唄、文楽など

が取り上げられている。 

伝統や文化に関する教育の充実について、第１

学年では雅楽、筝曲、日本の民謡、２・３上では

長唄、義太夫節、郷土の芸能、２・３下では尺八

音楽、能、沖縄民謡などが取り上げられている。 

「Ａ表現」や「Ｂ

鑑賞」の教材が、

学習を積み重ね

ていくことがで

きるよう、系統

的、発展的に配列

されているか 

系統的・発展的な配列について、『故郷』の歌

唱では、学年が上がるに従って、同声二部合唱か

ら混声三部、混声四部へと発展されている。また

『深めてみよう』により、新たに得た知識・技能

が別の教材でも関連付けられるよう、教材配列が

されている。 

系統的・発展的な配列について、『ふるさと』

の歌唱では、学年が上がるに従って、混声二部合

唱から混声三部、混声四部へと発展している。ま

た、『My Voice！』では、豊かな発声について、

学年が上がるごとに姿勢や呼吸、息の流れのイメ

ージ、豊かな響きへと、配列されている。 

文章表現や漢字・

用語・記号・計量

単位・図版等、生

徒が読みやすく

理解しやすいよ

うな工夫や配慮

がなされている

か。 

『色覚の個人差を問わず、より多くの人に見やす

いカラーユニバーサルデザインに配慮していま

す。』『学習目標には、見やすく読みまちがえに

くいユニバーサルデザインフォントを使用してい

ます。』と表記されている。 

『全ての生徒の色覚特性に適応することを目指し

てデザインしています。』『特別支援教育の視点

から、学習上重要な情報を確実に読み取れるよう

にしています。』『見やすく読みまちがえにくい

ユニバーサルデザインフォントを採用していま

す。』と表記されている。 
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

県立相模原中等教育学校 前期課程 

種目 音楽（器楽合奏） 

発行者の番号・略称 ２７ 教芸 

教科書の記号・番号 器楽 ７５２ 

書名 中学生の器楽 

使用学年 １・２・３ 

[選定理由] 

本選定における教育目標は、「人格の完成をめざし、高い知性と豊かな人間性をそなえ、

心身ともに健全な、次世代を担う人材を育成する」である。また、本校の教育理念は「育

てたい３つの力」として、「科学・論理的思考力…科学的根拠に基づく考察などにより、

さまざまな事象を論理的に理解し、順序立てて説明する力」、「表現コミュニケーション

力…相手の主張や状況などを的確に把握し、自己の考えや行動をその場にふさわしい方法

で表現し、相手に伝えることのできる力」、「社会生活実践力…さまざまな社会現象を多

面的にとらえる知識や技能を持ち、課題解決のために活用できる力」の３つを掲げている。 

 本校の音楽科では、「科学・論理的思考力」、「表現コミュニケーション力」、「かな

がわ次世代教養の一つである伝統文化・歴史学習」に重点を置いている。 

これらを踏まえ、「科学・論理的思考力」「表現コミュニケーション力」「かながわ次

世代教養の一つである伝統文化・歴史学習」に、「体験活動の充実」という観点を加え、

教科書目録にある全２者、教育出版「中学器楽 音楽のおくりもの」、教育芸術社「中学

生の器楽」を比較・検討した。 

その結果、 

○「科学・論理的思考力」「表現コミュニケーション力」の育成に関して、『深めよう！

音楽』で、キャラクターの吹き出しにより、表現の工夫についての対話が例示されてい

ること。

○「かながわ次世代教養の一つである伝統文化・歴史学習」の充実に関して、筝、三味線、

和太鼓、篠笛、尺八の五種類の和楽器から選択して知識・技能の習得ができるように設

定されていること。また、各楽器の伝統的な代表曲が鑑賞教材として紹介されているほ

か、唱歌や楽器本来の楽譜も掲載されていること。 

○「体験活動の充実」に関して、『寄席の合方』によるリズムアンサンブルで、唱歌と手

拍子、膝打ちにより『勧進帳』を演奏体験する学習が設定され、合方の特徴を体験する
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際に、掛声を用いる学習も設定されていること。 

こうした題材や資料が、本校生徒の学習に適していると判断し、教育芸術社「中学生の 

器楽」を選定した。 
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「県立相模原中等教育学校 令和 6 年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 音楽（器楽） 

教育出版 教育芸術社 

主体的・対話的で

深い学びの実現

に向けた学習活

動に資する工夫

や配慮 

主体的・対話的で深い学びの実現について、『何

が同じで、何が違う？』では、楽器の構え方や音の

出る仕組み、音色の特徴等について考えるワークシ

ートが掲載されている。また、『発展』では各楽器

の成り立ちや伝統などについて仲間と意見交換す

る場面も設定されている。 

 主体的・対話的で深い学びの実現について、

『深めよう！音楽』では、生徒役キャラクターの

吹き出しにより、表現の工夫についての対話が例

示されている。また、『☑』により、演奏におい

て留意する点が写真などを交えて示されている。 

体験活動の充実 体験活動の充実について、鑑賞教材の『勧進帳』

の『寄席の合方』の部分を体験的に演奏する活動が

掲載されている。また、『楽器と唱歌によるパッチ

ワーク』では、複数のリズムパターンと、唱歌を組

み合わせた創作活動により、お囃子の特徴を体験す

る学習が設定されている。 

 体験活動の充実について、『寄席の合方』によ

るリズムアンサンブルでは、唱歌と手拍子、膝打

ちにより、『勧進帳』を演奏体験する学習が設定

されている。また、合方の特徴を体験する際に、

掛け声を用いる学習も設定されている。 

「Ａ表現」「Ｂ鑑

賞」の教材は、学

習を積み重ねて

いくことができ

るよう、系統的、

発展的に配列さ

れているか 

系統的・発展的な学習について、全体の構成と

して、前半は管楽器、後半は弦楽器から打楽器へ

と、配列されている。また、各楽器の教材は入門

から技能の習得、表現や音色の工夫まで、段階的

に配置されている。 

系統的・発展的な学習について、前半にアンサ

ンブル教材が配置され、『深めよう！音楽』によ

り、対話的な学習が配置されている。各楽器に関

連する教材は、全般的な知識、構造、技能が段階

的に配置されている。 

音楽文化の理解

について、多様な

音楽を、身の回り

の生活や社会と

関連させながら

学習するための

工夫や配慮がな

されているか 

 音楽文化の理解について、『発展』の『吹く楽

器の仲間たち』では、世界の吹奏楽器の写真や、

素材が説明されており、文化や伝統について考え

る学習が設定されている。また、太鼓が、古くか

ら地域の伝統行事や祭りにおいて演奏されてきた

写真が掲載されている。 

音楽文化の理解について、巻末に、和楽器に取

り組む中学生の様子が掲載されている。また、ギ

ターでは、クラシック以外にフォーク、ロック、

ジャズなどのジャンルの違いが紹介されている。

『バンドの世界をのぞいてみよう』では、音楽文

化の一つとして、ポピュラー音楽が掲載されてい

る。 

文章表現や漢字・

用語・記号・計量

単位・図版等、生

徒が読みやすく

理解しやすいよ

うな工夫や配慮

がなされている

か 

『色覚の個人差を問わず、より多くの人に見や

すいカラーユニバーサルデザインに配慮していま

す。』『学習目標には、見やすく読みまちがえに

くいユニバーサルデザインフォントを使用してい

ます。』と表記されている。 

『全ての生徒の色覚特性に適応することを目指

してデザインしています』『特別支援教育の観点

から、学習上重要な情報を確実に読み取れるよう

にしています。』『見やすく読みまちがえにくい

ユニバーサルデザインフォントを採用していま

す。』と表記されている。 
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

県立相模原中等教育学校 前期課程 

種目 美術 

発行者の番号・略称 ３８ 光村 

教科書の記号・番号 美術 ７０２、８０２ 

書名 
美術１ 

美術２・３ 

使用学年 １、２・３ 

[選定理由] 

本校の教育目標は、「人格の完成をめざし、高い知性と豊かな人間性をそなえ、心身と

もに健全な、次世代を担う人材を育成する」である。また、本校の教育理念は「育てたい

３つの力」として、「科学・論理的思考力…科学的根拠に基づく考察などにより、さまざ

まな事象を論理的に理解し、順序立てて説明する力」、「表現コミュニケーション力…相

手の主張や状況などを的確に把握し、自己の考えや行動をその場にふさわしい方法で表現

し、相手に伝えることのできる力」、「社会生活実践力…さまざまな社会現象を多面的に

とらえる知識や技能を持ち、課題解決のために活用できる力」の三つを掲げている。 

本校の美術科においては、「生徒が自ら造形的な見方・考え方を働かせながら、表現し

たり鑑賞したりして、生活や社会の中の美術や美術文化と豊かに関わること」、また、「生

徒が自ら主題を生み出して表現したり、自ら造形的な見方や考え方を働かせて鑑賞したり

できるよう、自分らしい思いや考えをもつこと」に重点を置いている。 

これらを踏まえ、「生活や社会の中の美術や美術文化と豊かに関わること」、「生徒が

自ら主題を生み出して表現すること」、「生徒が自ら造形的な見方や考え方を働かせて鑑

賞すること」に、「『Ａ表現』『Ｂ鑑賞』の領域と〔共通事項〕の内容を相互に関連させ

ながら取り扱うこと」を加えた観点で、開隆堂「美術１ 発見と創造」「美術２・３ 探

求と継承」、光村「美術１」「美術２・３」、日文「美術 1 美術との出会い」「美術２・

３上 学びの実感と広がり」「美術２・３下 学びの探求と未来」という全３者の教科書

を比較・検討した。 

その結果、 

〇 「生活や社会の中の美術や美術文化と豊かに関わること」に関して、身の回りの物事

や漫画を造形的な視点で鑑賞する題材が掲載されていること。 
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〇 「生徒が自ら主題を生み出して表現すること」に関して、２人の生徒が発想や構想を

し、表現していく過程が、制作途中の写真や言葉と共に紹介されていること。 

〇 「生徒が自ら造形的な見方や考え方を働かせて鑑賞すること」に関して、美術作品を

鑑賞する視点が示され、自分が感じたことや考えたことをまとめていく流れが掲載され

ていること。 

〇 「『Ａ表現』『Ｂ鑑賞』の領域と〔共通事項〕の内容を相互に関連させながら取り扱

うこと」に関して、題材に関連した作品鑑賞から導入され、表現と鑑賞を相互に取り組

む題材が掲載されていること。 

〇 その他、「思いやる力」の「豊かな心」について、人権を意識した生徒作品の掲載や、

伝統や文化に関する教育の充実として「国宝」の明示、絵巻物作品と漫画表現との共通

点や違いを探す鑑賞題材があること。 

 

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、光村「美術１」

「美術２・３」を選定した。 
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「県立相模原中等教育学校 令和 6 年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 美術 

〈かながわ教育ビジョンとの関連〉 

〈内容と構成〉 

開隆堂 光 村 日 文 

［思いや

る力］他

者を尊重

し、多様

性を認め

合う、思

いやる力

を育て

る。 

［思いやる力］の「豊かな心」

について、小さな子どもが触れ

ることを想定して木のおもちゃ

をつくる題材や、安心・安全・

便利などについて発想や構想を

して制作する題材では、生徒作

品『ドア開閉安全マーク』や

『画びょう入れ』が掲載されて

いる。 

［思いやる力］の「豊かな心」

について、感謝やお祝いの気持

ちなどを伝えるために、使う相

手や受け取る相手などの目的に

応じて制作するデザインの題材

や、『LGBTの人たちが生きや

すい社会』を表したポスター

と、『いじめ防止缶バッジ』と

題した生徒作品が掲載されてい

る。 

［思いやる力］の「豊かな心」

について、使う相手や、受け取

る相手などの目的に応じて制作

するデザインの題材や、みんな

で話し合いながら『学校紹介ム

ービー』を共同制作する題材、

アール・ブリュット作品の写真

が掲載されている。 

開隆堂 光 村 日 文 

伝統や文

化に関す

る教育の

充実 

伝統や文化に関する教育の充実

について、日本の国宝に指定さ

れているものについては『国

宝』と示されている。また、

『名古屋城本丸御殿復元プロジ

ェクト』として、伝統技術の未

来への継承や、文化を未来に残

すための市民の森づくり事業に

ついて掲載されている。 

伝統や文化に関する教育の充実

について、日本の国宝に指定さ

れているものについては『国

宝』と示されている。また、絵

巻物作品『鳥獣人物戯画』や

『伴大納言絵巻』などと、『ち

びまる子ちゃん』などの漫画表

現との共通点や違いを探す鑑賞

題材が掲載されている。 

伝統や文化に関する教育の充実

について、日本の国宝に指定さ

れているものについては『国

宝』と示されている。また、

『どこまで修復すべきか』で

は、日本や外国の伝統や文化か

ら、美術文化の継承と創造につ

いて記述した鑑賞題材が掲載さ

れている。 

生徒が自

ら造形的

な見方・

考え方を

働かせな

がら、表

現したり

鑑賞した

りして、

生活や社

会の中の

美術や美

術文化と

豊かに関

わること

ができる

ような工

夫や配慮

がなされ

ている

か。 

身の回りの物事を造形的な視点

で捉えるよう、同じ場所の季節

が異なる風景写真を使って色彩

について説明されている。ま

た、既存の建物の特徴を利用し

て新しく生まれた美術館やカフ

ェなどのリノベーションされた

建物が鑑賞題材として設定され

ている。 

案内用記号や四季の和菓子な

ど、身の回りの生活の中にデザ

インが活用されていることを鑑

賞する題材や、絵巻物と漫画を

比較し、現代の漫画には絵巻物

に共通する表現が使われている

ことなどを示した題材が設定さ

れている。 

美術の学びについて、巻頭に著

名人の『学びの言葉』が掲載さ

れている。また、『社会に生き

る美術の力』では、『美術には

心を落ち着かせる力や、感動を

もたらす力があることを。』と

いう、ノーベル生理学・医学賞

受賞者の言葉が示されている。 
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開隆堂 光 村 日 文 

生徒自ら

が主題を

生み出し

て表現し

たり、自

ら造形的

な見方や

考え方を

働かせて

鑑賞した

りできる

よう、表

現及び鑑

賞の題材

に、自分

らしい思

いや考え

をもつた

めの工夫

や配慮が

なされて

いるか。 

作品に表現の主題が『作者の言

葉』として示されている。また、

表現の主題をグループで話し合

いながら決めている過程や、自分

で制作した自己紹介カードのデ

ザインの意図について伝え合っ

ている様子の写真が掲載されて

いる。 

２人の生徒が発想や構想をし、表

現していく過程が、制作途中の写

真と言葉と共に紹介されている。

また、『美術鑑賞を楽しむ手がか

かり』には、美術作品を鑑賞する

際、『自分なりに考える』などの

流れが、キャラクターの言葉と共

に示されている。 

作品に表現の主題が『作者の言

葉』として示されている。また、

巻頭の『この教科書で学ぶみなさ

んへ』に、『感性や想像力を働か

せ自分なりの見方や感じ方をつ

くり出そう。』『自分が強く表し

たい主題（テーマ）を生み出そ

う。』と掲載されている。 

「Ａ表

現」と

「Ｂ鑑

賞」の領

域、及び

〔共通事

項〕の学

習内容

を、相互

に関連さ

せながら

取り扱う

ような工

夫や配慮

がなされ

ている

か。 

身近な風景から感じ取ったよさ

をもとに表したいことを絵に表

す題材『心ひかれる風景』では、

生徒作品とともに、日本画家・片

岡球子の作品『山 富士山』が紹

介され、表現と鑑賞に相互に取り

組む題材が掲載されている。 

『表現中心の題材』は、題材に関

連した作家や生徒の作品を鑑賞

する活動が初めに示されている。

また、表現した後の生徒作品が

『ぼくは旅をすると必ずその土

地のＹ字路を捜す。』などの『作

者の言葉』とともに掲載されてい

る。 

表現を中心とした題材に、生徒作

品だけでなく関連した作家の作

品や制作途中の写真が掲載され

ている。また、『造形的な視点』

として、『指している図版に対し

て、全体の感じからの印象や気づ

いて欲しいこと』が示されてい

る。 
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

県立相模原中等教育学校 前期課程 

種目 保健体育 

発行者の番号・略称 ２２４ 学研 

教科書の記号・番号 保体 ７０４ 

書名 中学保健体育 

使用学年 １・２・３ 

[選定理由] 

本校の教育目標は、「人格の完成をめざし、高い知性と豊かな人間性をそなえ、心身と

もに健全な、次世代を担う人材を育成する」である。また、めざす生徒像は「これからの

国際社会に対応する幅広い教養と社会性・独創性を備える生徒」とし、育成したい力とし

て「表現コミュニケーション力」「科学・論理的思考力」「社会生活実践力」の３つの力

である。 

本校の保健体育科においては、「学びを人生や社会に生かそうとする『学びに向かう力、

人間性等』を涵養するための工夫や配慮」、「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた

学習活動に資する工夫や配慮」、「生徒にとって分かりやすく理解が深まるような構成上

の工夫や配慮」等に重点を置いている。 

これらを踏まえ、「学びに向かう力、人間性等の涵養」「主体的・対話的で深い学びの

実現」「生徒にとって分かりやすく理解が深まるような構成上の工夫や配慮」といった観

点から、東京書籍「新しい保健体育」、大日本「中学校保健体育」、大修館「最新 中学

校保健体育」、学研「中学保健体育」という全４者の教科書を比較・検討した。 

その結果、 

○「学びに向かう力、人間性等の涵養」に関して、各章末に、探究活動を取りあげた『探 

究しようよ！』が設定されていること。 

○「主体的・対話的で深い学びの実現」に関して、習得した知識をもとに、これを活用

する学習活動を取り上げた『まとめる・深める』が設定されていること。また、教え

あいや学びあいを行う課題には『協働マーク』が示されていること。

○「生徒にとって分かりやすく理解が深まるような構成上の工夫や配慮」に関して、学

習の流れを示した『学習の目標』『課題をつかむ』『考える・調べる』『まとめる・深

める』という目標や学習活動が設定され、章の最初に学習の見通しがもてる資料が掲

載されている。また、これらに加えて、イラストやキャラクターなどを用いて、身近

な問題やテーマをもとにした学習活動が設けられていること。
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こうした題材や資料等が、本校の生徒の学習に最も適していると判断し、学研「中学保

健体育」を選定した。 
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「県立相模原中等教育学校 令和 6 年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 保健体育 

東書 大日本 大修館 学研 

学びを人

生や社会

に生かそ

うとする

「学びに

向かう

力・人間

性等」を

涵養する

ための工

夫や配慮 

「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、学

習したことを自分の生活

に当てはめ、更に調べる

『広げる』のコーナーが

設けられている。『章末資

料』で写真や図などが掲

載されている。また、章末

の日常生活での活用例が

『学習のまとめ』に設定

されている。 

「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、自

分の身の回りに関する内

容を取り上げた『つかも

う』が設定され、自分の生

活に生かす『活用して深

めよう』も設定されてい

る。また、『学びを活かそ

う』で知識を広げたり、知

識を生かしたりする課題

が設定されている。 

「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、章

末に自分の課題を見つけ

るために『課題に向かっ

て』が設定されている。ま

た、応用的な課題が『クロ

ーズアップ』に設定され

ている。『章とびら』の欄

が写真やイラストととも

に見開きページで設定さ

れている。 

「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、学

習した知識を活用して、

探究活動を取り上げた

『探究しようよ！』が設

定されている。各章の『も

っと広げる・深める』『探

究しようよ！』で『章のま

とめ』に、今後に生かすた

めに『生活への活用』『生

かそう』が設定されてい

る。 

主体的・

対話的で

深い学び

の実現に

向けた学

習活動に

資する工

夫や配慮 

主体的・対話的で深い学

びについて、学習で得た

知識をもとに、自分の行

動を改善したり、確かめ

たりする活動例を取り上

げた『広げる』のコーナー

が各章各単元に掲載され

ている。また、『活用する』

において他者に説明した

り、話し合ったりする場

面が設定されている。 

主体的・対話的で深い学

びについて、資料を読み

取り、他の生徒と考えた

り、話し合ったりする活

動が章末の『学びを活か

そう』のコーナーで設定

されている。学習内容と、

話し合いを深める活動例

が、見開きページで本文

と資料に分けて掲載され

ている。 

主体的・対話的で深い学

びついて、話し合う場面

や発表する場面を取り上

げた『学習のまとめ』が設

定されている。また、本文

に関連する知識を取り上

げた『ほり下げる』『クロ

ーズアップ』『特集資料』

のコーナーが設定されて

いる。 

主体的・対話的で深い学

びについて、知識をもと

に、話し合ったり、説明し

たり、考えたりする活動

を取り上げた『まとめる・

深める』が設定されてい

る。また、教えあいや学び

あいを行う課題には『協

働マーク』が示されてい

る。 

生徒にと

って分か

りやすく

理解が深

まるよう

な構成上

の工夫や

配慮がな

されてい

るか 

学習の流れを示した『見

つける』『学習課題』『課題

の解決』『広げる』が４ス

テップで示さ 

れ、巻末に『キーワードの

解説』が設定されている。

また、章の最初に『この章

で学習すること』があり、

学習の見通しがもてるよ

うに設定されている。 

学習の流れを示した『つ

かもう』『話し合ってみよ

う』『やってみよう』『調べ

てみよう』『活用して深め

よう』などの項目があり、

『キーワード』は単元末

にまとめられ、チェック

欄が設定されている。ま

た、章の最初に『この章で

学習すること』があり、学

習の見通しがもてるよう

に設定されている。 

学習の流れを示した『や

ってみよう』『意見を出そ

う』『考えよう』などの項

目があり、当てはまるも

のをチェックする欄を設

けた『課題をつかむ』が設

定されている。また、章の

最初に『この章で学習す

ること』があり、学習の見

通しがもてる資料が掲載

されている。 

学習の流れを示した『学

習の目標』『課題をつか

む』『考える・調べる』『ま

とめる・深める』という目

標や学習活動が設定され

ている。また、章の最初に

学習の見通しがもてる資

料が掲載されている。 
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

県立相模原中等教育学校 前期課程 

種目 技術・家庭（技術分野） 

発行者の番号・略称 ９ 開隆堂 

教科書の記号・番号 技術 ７０４ 

書名 技術・家庭 技術分野 テクノロジーに希望をのせて 

使用学年 １・２・３ 

[選定理由] 

本校の教育目標は、「人格の完成をめざし、高い知性と豊かな人間性をそなえ、心身と

もに健全な、次世代を担う人材を育成する」である。また、めざす生徒像を「豊かな人間

性とリーダーシップを備える生徒」「これからの国際社会に対応する幅広い教養と社会性・

独創性を備える生徒」「よりよい社会の構築に貢献できる生徒」としている。 

これらを踏まえ、技術・家庭科技術分野では、「社会生活実践力」「表現コミュニケー

ション力」「科学・論理的思考力」を育てたい力とし、「主体的・対話的で深い学びの実

現に向けた学習活動に資する工夫や配慮」、「実践的・体験的な活動を通して、基礎的な

知識及び技能の習得やそれらを生かした思考力、判断力、表現力等の育成を図るための工

夫や配慮がなされているか」、「体験活動の充実」といった観点から全３者の教科書を比

較・検討した。 

その結果、 

〇「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習活動に資する工夫や配慮」について、

各節の冒頭では、導入課題として例示した『調べてみよう』や『考えてみよう』、『話

し合ってみよう』という項目が掲載されていること。 

〇「実践的・体験的な活動を通して、基礎的な知識及び技能の習得やそれらを生かした

思考力、判断力、表現力等の育成を図るための工夫や配慮がなされているか」につい

て、『問題の発見』や『評価・改善』などの学習過程があわせて記載されていること。 

〇「体験活動の充実」について、実践的・体験的な題材が例示され、『問題解決の手順』

や『一枚の板で製作する机の上を整理・整頓できるマルチラック』などの実習例が掲

載されていること。 

加えて、 

〇生徒の学習上の困難さに応じた工夫について、節の最後などには自己評価をする『ふ
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り返り』が設定されていること。 

〇既存の技術を図る学習過程や、生活や社会の中から問題を見出して課題を設定し解 

決する力を養う学習過程が取り上げられているかについては、製作者の意図がインタ 

ビュー形式で取り上げられた『いすに込められた工夫の例』が掲載されている。各編 

２章１節には、問題解決の手順について例示した『問題解決の流れ』が掲載されてい 

ること。 

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、開隆堂「技術・

家庭 技術分野 テクノロジーに希望をのせて」を選定した。 
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「県立相模原中等教育学校 令和 6 年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果 

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成 

 

種目 技術・家庭科（技術分野） 
 

 東書 教図 開隆堂 

⑦ 主体

的・対話的

で深い学び

の実現に向

けた学習活

動に資する

工夫や配慮 

主体的・対話的で深い学びについ

て、『学校の机や椅子などの技術の

工夫を見つけよう』において、話

し合う対話的な活動を取り上げた

『活動』が記載されている。キャ

ラクターが対話することで設計要

素を検討できるように例示した

『問題解決例』が掲載されている。 

主体的・対話的で深い学びについ

て、『やってみよう』では、『自分

が設計をして製作をした作品を，

グループで発表しよう！』の中で

対話を例示した『友だちからのコ

メント記入欄』が掲載されている。 

主体的・対話的で深い学びについ

て、各節の冒頭では、導入課題と

して例示した『調べてみよう』や

『考えてみよう』、『話し合ってみ

よう』という項目が掲載されてい

る。技術の最適化の例などが『参

考』として掲載されている。 

⑪ 体験活

動の充実 

体験活動の充実について、『リモコ

ンラック』や『絵本ラック』など

基本題材や参考題材など、体験的

な活動を例示した『問題解決例』

が掲載されている。基礎的な実習

例や実験例が示された『活動』が

掲載されている。 

体験活動の充実について、各編で

は、１章『不思議な本立て』とい

う導入題材、２章で『調味料ホル

ダー』という基本題材などのよう

に１章、２章において体験活動を

例示し、図や写真を用いた実習例

が掲載されている。 

体験活動の充実について、各編の

２章では、実践的・体験的な題材

が例示され、『問題解決の手順』や

『一枚の板で製作する机の上を整

理・整頓できるマルチラック』な

どの実習例が掲載されている。 

⑭ 生徒の

学習上の困

難さに応じ

た工夫 

生徒の学習上の困難さに応じた工

夫について、節の冒頭部分には、

学習の見通しを示した『目標』や、

関連する『キーワード』が掲載さ

れている。節の最後には、『まとめ

よう』や『自己評価』が掲載され

ている。 

生徒の学習上の困難さに応じた工

夫について、各節には、冒頭部分

に学習の見通しを示した、『めあ

て』と節の最後に『ふり返る』が

対応して掲載されている。問題の

発見のしかたや工夫の例などを考

えるポイントを取り上げたキャラ

クターのコメントが掲載されてい

る。 

生徒の学習上の困難さに応じた工

夫について、考えるポイントを例

示したキャラクターのコメントが

記載されている。節の最後などに

は『ふり返り』を配置し、自己評

価ができるように設定されてい

る。 

⑯ 実践

的・体験的

な活動を通

して、基礎

的な知識及

び技能の習

得やそれら

を生かした

思考力・判

断力・表現

力等の育成

を図るため

の工夫や配

慮がなされ

ているか。 

実践的・体験的な活動について、

『活動 必要な工具や加工方法を

考えて、加工体験をしよう』など

で『活動』マークが掲載されてい

る。ワークシート例が取り上げら

れ、『問題解決カード』として掲載

されている。 

実践的・体験的な活動について、

『解答者の画面デザインしよう』

などの活動を例示した『やってみ

よう』や、各編の２章では、実習

を進める際に必要な作業手順が

『つくってみよう』として掲載さ

れている。 

実践的・体験的な活動について、

『実験 金属の性質』などで、体

験的な活動を通して知識を習得す

る題材が設定されている。各編の

２章の実習例では、思考力・判断

力・表現力等の育成のため『問題

の発見』や『評価・改善』などの

学習過程があわせて記載されてい

る。 
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 東書 教図 開隆堂 

⑱ 既存の

技術の理解

を図る学習

過程や、生

活や社会の

中から問題

を見いだし

て課題を設

定し解決す

る力を養う

学習過程が

取り上げら

れている

か。 

課題を解決する力を養う学習過程

について、学習過程を『問題の発

見、課題の設定』『設計・計画』『製

作』『評価、改善・修正』『新たな

問題の発見』に分類して取り上げ

られた『問題解決カード』が掲載

されている。 

課題を解決する力を養う学習過程

について、『問題を発見する』『目

的や条件をもとに構想を考える』

『構想を具体化する』『設計をまと

める』の４つのステップを例示し

た『設計の手順』が掲載されてい

る。また、巻末資料に『設計計画

表にまとめよう』というワークシ

ートが付けられている。 

課題を解決する力を養う学習過程

について、製作者の意図がインタ

ビュー形式で取り上げられた『い

すに込められた工夫の例』が掲載

されている。各編２章１節には、

問題解決の手順について例示した

『問題解決の流れ』が掲載されて

いる。 
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

県立相模原中等教育学校 前期課程 

種目 技術・家庭（家庭分野） 

発行者の番号・略称 ９ 開隆堂 

教科書の記号・番号 家庭 ７０３ 

書名 技術・家庭 家庭分野 生活の土台 自立と共生 

使用学年 １・２・３ 

[選定理由] 

本校の教育目標は、「人格の完成をめざし、高い知性と豊かな人間性をそなえ、心身と

もに健全な、次世代を担う人材を育成する」である。また、めざす生徒像を「豊かな人間

性とリーダーシップを備える生徒」「これからの国際社会に対応する幅広い教養と社会性・

独創性を備える生徒」「よりよい社会の構築に貢献できる生徒」としている。 

これらを踏まえ、本校の技術・家庭科家庭分野では、「社会生活実践力」「表現コミュ

ニケーション力」「科学・論理的思考力」を育てたい力とし、「自立した一人の人間とし

て、社会をたくましく生き抜くことのできる力の育成」、「『生活の営みに係る見方・考

え方』を働かせた学習となるよう、内容構成の工夫や配慮」、「実践的・体験的な活動を

通して、基礎的な知識及び技能の習得やそれらを生かした思考力・判断力・表現力等の育

成を図るための工夫や配慮」といった観点から教科書目録にある全３者の教科書を比較・

検討した。 

その結果、 

〇 「自立した一人の人間として、社会をたくましく生き抜くことのできる力の育成」

に関して、消費者としての視点と自覚を持ち、持続可能な社会の実現に向け、自立し

た消費者に関する取組が「消費行動が社会に与える影響」「消費行動が環境に与える

影響」で示されていること。 

〇「『生活の営みに係る見方・考え方』を働かせた学習となるよう、内容構成の工夫や

配慮」に関して、各節の終わりに見方・考え方をいかした活動が設定されていること。 

〇「実践的・体験的な活動を通して、基礎的な知識及び技能の習得やそれらを生かした

思考力・判断力・表現力等の育成を図るための工夫や配慮」に関して、家族の気持ち

や立場を考える活動例が示されていること。 
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その他、 

〇生きて働く「知識・理解」を習得するための工夫・配慮に関して、実習のポイントや 

理論などが掲載されていること。 

〇体験活動の充実に関して、調理実習などの理論や根拠に関する写真、説明文が「調理

方法Ｑ＆Ａ」に示されていること。 

 

こうした題材や資料等が、本校の生徒の学習に適していると判断し、開隆堂「技術・家

庭 家庭分野 生活の土台 自立と共生」を選定した。 
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「県立相模原中等教育学校 令和 6 年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 技術・家庭（家庭分野） 

東書 教図 開隆堂 

教育基本

法、学校教

育法及び学

習指導要領

との関連 

・「知識・技能」の習得につい

て、巻頭に家族・家庭の基礎的な

機能などの『家庭分野のガイダン

ス』が示されている。各章末に知

識の習得に関する『学習のまと

め』や、実習について技能の習得

に関する『いつも確かめよう』な

どが設定されている。 

・「知識・技能」の習得につい

て、『「日常の１食分の調理」につ

いて、考え、工夫する』などで、

課題解決学習の流れが説明文と図

によって実習例が示されている。

また、調理実習では、材料・調理

手順など調理のポイントなどが示

されている。 

・「知識・技能」の習得につい

て、ポイントとなる語句は太字で

示されている。『しょうが焼き』

の実習例において『しょうがを入

れるとどうなるの？』『なぜ、フ

ライパンを熱してから油を入れる

の？』などのＱ＆Ａにより、基礎

的な調理手順や調理理論が示され

ている。 

かながわ教

育ビジョン

との関連 

・［たくましく生きる力］の「消

費者教育」について、自立した消

費者に関する持続可能な社会、エ

シカル消費、消費者市民社会の説

明などが『私たちの消費生活と環

境』などに示されている。 

・［たくましく生きる力］の「消費

者教育」について、自立した消費

者に関するエシカル消費、フェア

トレードなどのトピック、持続可

能な社会の実現などが『消費生活

が社会に与える影響を考えよう』

『環境に及ぼす影響を考えて行動

しよう』などで取り上げられてい

る。 

・［たくましく生きる力］の「消

費者教育」について、消費者とし

ての視点と自覚を持ち、持続可能

な社会の実現に向け、自立した消

費者に関する取組が『消費行動が

社会に与える影響』『消費行動が

環境に与える影響』で示されてい

る。 

内容と構成 ・体験活動の充実について、実物

大の食品の掲示や、実習の際に確

認する野菜の切り方などの段階ご

との写真、説明文、実習例など

が、『私たちの食生活』や『いつ

も確かめよう』で示されている。

・実践的・体験的な学習活動を通

した知識・技能の習得や思考力・

判断力・表現力等の育成につい

て、知識・技能を活用する例が

『弁当作りに挑戦しよう』などで

示されている。

・「生活の営みに係る見方・考え

方」を働かせた学習について、

『加工食品の特徴』などで、学び

の視点が、キャラクターの吹き出

しなどで示されている。

・体験活動の充実について、調理

などの実習例が掲載されている。

また、調理例のページの下部に小

麦や卵、乳などの食物アレルギー

の対応が『つくってみよう』に示

されている。

・実践的・体験的な学習活動を通

した知識・技能の習得や思考力・

判断力・表現力等の育成について、

自分の生活の中から問題を発見

し、知識・技能を活用する取組『生

活の課題と実践』などに示されて

いる。

・「生活の営みに係る見方・考え

方」を働かせた学習について、生

徒同士の対話から日常生活と学習

内容をつなげるコーナーが『見つ

める』として、『家庭生活と地域の

関わりを知ろう』などに示されて

いる。

・体験活動の充実について、『ます

ます好きになる肉の調理』『こんな

においしい魚の調理』などで、調

理実習などの理論や根拠が写真、

説明文などが『調理方法Ｑ＆Ａ』

に示されている。 

・実践的・体験的な学習活動を通

した知識・技能の習得や思考力・

判断力・表現力等の育成について、

家族の気持ちや立場を考えるロー

ルプレイングなど実践的・体験的

な学習活動例が『中学生にとって

の家族』に示されている。 

・「生活の営みに係る見方・考え

方」を働かせた学習について、『家

庭分野のガイダンス』で学びの視

点が示され、各節の終末に見方・

考え方を日常生活に生かす活動

『生活にいかそう』が設定されて

いる。 
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

県立相模原中等教育学校 前期課程 

種目 英語 

発行者の番号・略称 ３８ 光村 

教科書の記号・番号 英語 ７０５、８０５、９０５ 

書名 

Here We Go! ENGLISH COURSE １ 

Here We Go! ENGLISH COURSE ２ 

Here We Go! ENGLISH COURSE ３ 

使用学年 １、２、３ 

[選定理由] 

本校の教育目標は、「人格の完成をめざし、高い知性と豊かな人間性をそなえ、心身と

もに健全な、次世代を担う人材を育成する」である。 

本校の英語科においては、本校の「育てたい３つの力」の１つである「表現コミュニケ

ーション力」の育成を重視し、「基礎的な表現や文法事項の定着」、「「聞くこと」、「読

むこと」、「話すこと［やり取り］」、「話すこと［発表］」、「書くこと」の五つの領

域にわたってコミュニケーションを図る資質・能力をバランスよく育成するための言語活

動」、「リテリング、ディベートなどの領域統合型の言語活動」にも重点を置いている。 

これらを踏まえ、特に「リテリング、ディベートなどの領域統合型の言語活動」といっ

た観点から全６者を比較・検討し、東京書籍の「NEW HORIZON English Course」、

開隆堂「SUNSHINE ENGLISH COURSE」、光村図書の「Here We Go! ENGLISH 

COURSE」の３者に絞った。 

次に、「リテリング、ディベートなどの領域統合型の言語活動」に、新学習指導要領で

示されている「簡単な語句や文を用いて即興で話す」という観点を加え、３者を比較・検

討した。 

その結果、 

○「リテリング、ディベートなどの領域統合型の言語活動」という観点に関して、３年

間を通して、自分の言葉で話す「Story Retelling」が設定されている。

○「簡単な語句や文を用いて即興で話す」という観点に関して、学習した内容を繰り返

し活用しながら簡単な語句や文を用いて即興で話す帯活動「Let’s Talk」が設定さ

れている。
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こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、光村図書「Here 

We Go! ENGLISH COURSE」を選定した。 
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「県立相模原中等教育学校 令和 6 年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 英語 

（１）全発行者の比較 

東書 開隆堂 三省堂 

① 生きて

働く「知

識・技

能」を習

得するた

めの工夫

や配慮

「知識・技能」の習得について、教

科書本文内容の導入後、新出文法

事項が示され、その英文の仕組み

について説明が添えられている。

続いて、文型練習の『Practice』、

技能別の練習の『Mini Activity』

が設定されている。ある程度の活

動が終わった後、文法事項のまと 

めの『Grammar for 

Communication』で、扱われた表

現が使い方と形の両面から整理さ

れ、実際にそれらを使用する活動

が設定されている。 

「知識・技能」の習得について、

教科書本文内容に触れる前に、マ

ンガ形式の短い対話の『Scenes』

で、場面から新出文法事項が示さ

れている。続いて、それに関連し

た聞く活動、表現の練習が設定さ

れている。ある程度の活動が終わ

った後、文法事項のまとめの『英

語のしくみ』で、扱われた表現の

注目すべき箇所がマーカーや太字

などで示され、吹き出しで追加の

ヒントがキャラクターのセリフと

して述べられている。 

「知識・技能」の習得について、

教 科 書 本 文 内 容 の 導 入 後 、

『POINT』で新出文法事項が示さ

れるが、最初はそれについての直

接的な解説はされず、文の仕組み

などを考える問いが設けられてい

る。続いて、文型練習の『Drill』、

聞く活動、話すことと書くことを

結びつけた活動が設定されてい

る。ある程度の活動が終わった後、

『文法のまとめ』で、扱われた表

現について説明やヒントなどが示

されている。 

教出 光村 啓林館 

「知識・技能」の習得について、教

科書本文内容の導入後、新出文法

事項が示され、その英文の仕組み

について説明が添えられている。

続いて、文型練習、聞く活動、

『Think & Try!』で自分で考える

文を含んだ表現の練習が設定され

ている。ある程度の活動が終わっ

た 後 、 文 法 事 項 の ま と め の

『Grammar』で、扱われた表現を

まとまった文脈の中で示してから

整理されている。その後、ペアで

の会話練習が設定されている。 

「知識・技能」の習得について、

教科書本文内容の導入後、本文内

容に関連した聞く活動、話す活動、

書く活動が設定されている。続い

て新出文法事項が示され、説明が

添えられている。ある程度の活動

が終わった後、文法事項のまとめ

の『Active Grammar』で、扱わ

れた表現がまとまった文脈の中で

示されるとともに、それらの表現

が使われた箇所などを教科書本文

に 戻 っ て 再 び チ ェ ッ ク す る

『Grammar Hunt』が設定され

ている。 

「知識・技能」の習得について、

教科書本文内容の導入後、聞く活

動が設定されている。続いて新出

文法事項が示され、説明が添えら

れている。その後、文型練習、例

にならって考える表現練習が設定

されている。ある程度の活動が終

わった後、文法事項のまとめの

『Target のまとめ』で、扱われた

表現の注目すべき箇所がマーカー

や太字などで示されるとともに、

その表現を実際に使用する活動が

設定されている。 
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 東書 開隆堂 三省堂 

⑯ 「聞く

こと」「読

むこと」

「話すこと

［やり取

り］」「話す

こと［発

表］」「書く

こと」など

のコミュニ

ケーション

を図る資

質・能力を

総合的に育

成できるよ

う、実際の

言語の使用 

場面や言語

の働き等に

十分配慮し

た題材を取

り上げるな

ど、工夫や

配慮がなさ

れている

か。 

言語の使用場面について、地域の

おすすめの場所を紹介する場面を

取り上げた『My Favorite Place 

in Our Town』などが掲載されて

いる。この活動は、どのようなお

すすめの場所を紹介してほしいの

かを「聞くこと」から始め、自分

で考えたおすすめの場所を「書く

こと」「話すこと[やり取り]」をし、

グループのメンバーが考えた内容

を「読むこと」を行い、「話すこと

[発表]」で紹介するという流れで

構成されている。この活動におけ

る言語の働きとして、「聞き直す」

「褒める」「説明する」「意見を言

う」「質問する」などが取り上げら

れている。 

言語の使用場面について、他人に

あまり知られていない自分のこと

を伝える自己紹介活動の場面を取

り上げた『あなたの知らない私』

などが掲載されている。この活動

は、モデルスピーチを「聞くこと」

「読むこと」から始め、自分のス

ピーチのアイデアについて「話す

こと[やり取り]」「書くこと」を行

い、マッピングなどで自分の考え

を整理し、即興のスピーチを繰り

返していく中で原稿をまとめ、「話

すこと[発表]」につなぐという流

れで構成されている。この活動に

おける言語の働きとして、「繰り返

す」「礼を言う」「発表する」「意見

を言う」「質問する」などが取り上

げられている。 

言語の使用場面について、将来の

夢がテーマのスピーチコンテスト

で発表する場面を取り上げた『将

来の夢を紹介しよう』などが掲載

されている。この活動は、モデル

スピーチを「聞くこと」から始め、

ペアやグループで「話すこと[やり

取り]」をして互いの興味を確認

し、モデルスピーチを「読むこと」

で文の構成などを参考にし、自分

のスピーチを「書くこと」を行い、

練習をして「話すこと[発表]」につ

なぐという流れで構成されてい

る。この活動における言語の働き

として、「挨拶をする」「褒める」

「報告する」「申し出る」「依頼す

る」などが取り上げられている。 

教出 光村 啓林館 

言語の使用場面として、紹介した

い日本の文化を一つ選んで発表す

る場面を取り上げた『日本の文化

を紹介しよう！』などが掲載され

ている。この活動は、日本の文化

について紹介された英文を「読む

こと」から始め、それを参考に紹

介したい日本の文化を考えてメモ

を作り、メモを参考に「書くこと」

を行う。その後グループ内で「話

すこと[発表]」「聞くこと」を行い、

互いに質問や感想を言い合う「話

すこと[やり取り]」につなぐとい

う流れで構成されている。この活

動における言語の働きとして、「挨

拶をする」「褒める」「描写する」

「意見を言う」「質問する」などが

取り上げられている。 

言語の使用場面として、ウェブサ

イトの掲示板の内容を参考に議論

に参加する場面を取り上げた『学

校に必要なものを考えて意見を伝

えよう』などが掲載されている。

この活動は、掲示板に書かれた意

見を「読むこと」から始め、その

内容についての賛否を考え、グル

ープで議題を決め「話すこと[やり

取り]」「聞くこと」を行い、「書く

こと」で議論を整理する。最後に、

そのテーマについての自分の賛否

を「話すこと[発表]」につなぐとい

う流れで構成されている。この活

動における言語の働きとして、「相

づちを打つ」「謝る」「説明する」

「反対する」「質問する」などが取

り上げられている。 

言語の使用場面について、有名人

や歴史上の人物などに架空のイン

タビューをする場面を取り上げた

『有名人にインタビューしよう』

などが掲載されている。この活動

は、ALT にインタビューしている

対話「話すこと[やり取り]」からわ

かったことについてメモを取りな

がら「聞くこと」から始め、それ

を参考にインタビューしたい人物

を決めて質問事項を「書くこと」

を行う。ペアで作った原稿を「読

むこと」などを通して練習し、「話

すこと[発表]」につなぐという流

れで構成されている。この活動に

おける言語の働きとして、「相づち

を打つ」「歓迎する」「報告する」

「申し出る」「質問する」などが取

り上げられている。 
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東書 開隆堂 三省堂 

⑨ 言語能

力の確実

な育成

言語能力の育成について、第１学

年では、登山の計画において、地

図や表をもとにテキストメッセー

ジでやり取りしている様子を読み

取り、結論を導く『Let's Climb 

Mt. Fuji』が掲載されている。  

言語能力の育成について、第２学

年では、コミュニケーションを図

るうえで、相手のもっている知識

に合わせて話したり書いたりする

配慮を示した『Point of View』

が掲載されている。  

言語能力の育成について、第３学

年では、ディベートにおいて、自

分の意見を主張する手立てなどを

示した『Word Room』が掲載さ

れている。 

また、各学年とも、国語科との関

連を図り、物語の読み方や、英語

俳句を書く活動などが示されてい

る。 

言語能力の育成について、第１学

年では、導入・展開・まとめの順

で話を構成することなどを示した

『話の組み立て方を考えよう』が

掲載されている。  

言語能力の育成について、第２学

年では、会話を続け、深めること

において、あいづちや疑問詞を使

った疑問文を組み合わせるとよい

といった具体例などを示した『会

話をつなげ、深めよう』が掲載さ

れている。  

言語能力の育成について、第３学

年では、言いたいことをどう表現

したらいいかわからないときの手

立てとして、自分や相手の知って

いる簡単な表現に言い換えること

などを示した『簡単な表現で言い

かえよう』が掲載されている。  

また、各学年とも、ページ内にあ

る『Try』で、即興的なやり取りを

促す題材が示されている。 

言語能力の育成について、第１学

年では、内容を考えて整理する手

立てなどについて示した『学校生

活や行事を紹介するメールを書こ

う』が掲載されている。 

言語能力の育成について、第２学

年では、ディスカッションで意見

をまとめ、参加者全員が役割を意

識することなどを示した『ディス

カッションをしよう』が掲載され

ている。 

言語能力の育成について、第３学

年では、イベントのチラシから必

要な情報を読み取り、そのイベン

トについての質問に答える題材な

どを示した『イベントのチラシ』

が掲載されている。 

また、各学年とも、表現を行う活

動で『キャラクターのひとりごと』

が示され、表現をまとめるに至る

思考過程について示されている。 

教出 光村 啓林館 

言語能力の育成について、第１学

年では、代名詞に注意して読み、

文章を正しく読み取ることを示し

た『Tips for Reading』が掲載さ

れている。 

言語能力の育成について、第２学

年では、書くことを整理するコツ

として、すぐに文章を書き始めな

いで、マッピング図を描いて書く

ことを整理することを示した

『Tips for Writing』が掲載されて

いる。 

言語能力の育成について、第３学

年では、読み手にわかりやすい文

章を書くことにおいて、ジャンル

などが大きなことから細かいこと

の順に書くことなどを示した

『Tips for Writing』が掲載されて

いる。 

また、各学年とも、教科書内の各

単元と並行して扱う『Activities 

Plus』で、継続的な会話練習が設

定されている。 

言語能力の育成について、第１学

年では、自己表現を読み取る目的

を示した『自己紹介で共通点・相

違点を見つけよう』が掲載されて

いる。 

言語能力の育成について、第２学

年では、留学生に合う自分の町の

観光プランを作ることにおいて、

自己紹介から相手の知りたいこと

を読み取り、その内容を基に考え

る活動を取り上げた『わが町観光

プランをおすすめしよう』が掲載

されている。 

言語能力の育成について、第３学

年では、ある場所の未来の予想を

することにおいて、同じ場所の過

去と現在の写真について、相違点

をあげるグループ活動を取り上げ

た『「過去」と「現在」の相違点を

挙げよう』が掲載されている。 

また、各学年とも、教科書本文の

見開きのページに、「聞く」「読む」

「話す」「書く」の技能別の活動が

一つずつ設けられている。 

言語能力の育成について、第１学

年では、例を参考に表現したいこ

とを選び、それを基に原稿を書く

ことなどを示した『自己紹介をし

よう』が掲載されている。 

言語能力の育成について、第２学

年では、別の人のやり取りを聞き、

意見のまとめ方の練習をする活動

を取り上げた『自分の意見を言お

う』が掲載されている。 

言語能力の育成について、第３学

年では、ディスカッションをする

際、モデル対話の人物の意見を読

み取り、自分の表現につなげる活

動を取り上げた『ディスカッショ

ンをしよう』が掲載されている。 

また、各学年とも、テーマに合う

スピーチを段階に沿って作成し、

発 表 す る 構 成 の 『 Express 

Yourself』が掲載されている。 
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東書 開隆堂 三省堂 

⑮ 生徒に

とって分か

りやすく理

解が深まる

ような構成

上の工夫や

配慮がなさ

れている

か。

文法事項について、小学校で扱っ

た be 動詞、一般動詞が並列に導

入されている。各学年とも、基本

的な構成は、①写真などから場面

などを想像するリスニングで導入 

②教科書本文の概要把握 ③基本

文をもとにした練習活動 ④

『Mini Activity』で各技能の習得

を図る ⑤『Read and Think（第

２・３学年）』でまとまった文章を

３段階のステップ（概要把握、詳

細理解、表現につなげる）で読む 

⑥領域統合型の『Unit Activity』

で成果を確認 ⑦複数の単元のま

とめとして行う領域統合型の

『Stage Activity』 などで設定

されている。また、各技能別に特

化した活動、他教科との技能連携

題材、読み物教材などが設定され

ている。 

文法事項について、小学校で扱っ

た be 動詞、一般動詞が段階的に

導入されるとともに、現在完了形

が第２学年の終わりに導入されて

いる。各学年とも、基本的な構成

は、①写真やリスニングで題材へ

の興味付けを行い、学習の見通し

を立てる ②マンガ形式の短い対

話で基礎・基本の習得を図る ③

教科書本文の題材内容について考

える ④自分の言葉で本文をリテ

リングする（第１学年 Program 

９から設定） ⑤学んだ表現をも

とに即興で自己表現する ⑥複数

の単元のまとめとして行う領域統

合型の活動を行う などで設定さ

れている。また、ペアによるスモ

ールトーク、表現するうえでの技

能の紹介、語彙力の増強活動、技

能別のコミュニケーション活動、

読み物教材などが設定されてい

る。 

文法事項について、小学校で扱っ

た be 動詞、一般動詞が並列に導

入されるとともに、現在完了形が

第２学年の終わりに導入されてい

る。各学年とも、基本的な構成は、

①学ぶ内容への動機付けをし、学

習の見通しを立てる ②教科書本

文の概要を把握する ③基本文を

確認し、文法事項や文構造を理解

する ④基本文の練習活動を行う 

⑤聞く活動から始める技能別の活

動を行う ⑥まとまりのある英文

を３段階のステップ（背景知識活

性化、繰り返し読む、発信）で読

み取る ⑦目的・場面・状況に応

じてまとまりのある文章を書く 

⑧目的・場面・状況に応じて発表

する ⑨複数の単元のまとめとし

て、領域統合的な活動を行う な

どで設定されている。また、聞き

取り活動、やり取り活動、読み物

教材などが設定されている。 

教出 光村 啓林館 

文法事項について、小学校で扱っ

た be 動詞と一般動詞が並列に導

入されている。各学年とも、基本

的な構成は、①教科書本文ごとの

目標を確認 ②教科書本文の内容

理解 ③基本文の確認 ④基本文

を用いた練習活動 ⑤まとまった

内容の振り返りやタスク活動 ⑥

文法事項や文構造の整理 ⑦複数

単元のまとめとしての領域統合型

の課題解決活動 などで設定され

ている。また、並行して帯活動で

行うペアによる即興でのチャット

やスピーチ、言語の使用場面に応

じた活動、技能を高めるコツの紹

介、読み物教材、英語の勉強の仕

方についてのアドバイスなどが設

定されている。 

文法事項について、小学校で扱っ

た be 動詞、一般動詞が並列に導

入されている。各学年とも、構成

は基本的にストーリー仕立てで、

①目標の確認とストーリーの予想 

②教科書本文を理解しながら音読

練習 ③本文中で基本文や語彙を

確認 ④目的や場面に沿った練習

活動 ⑤基本文のルールなどの再

確認 ⑥アウトプットと振り返り

活動 ⑦複数単元のまとめとして

行う領域統合型の言語活動 など

で設定されている。また、並行し

て帯教材で扱うリテリング活動、

即興でのやり取り活動、領域別の

練習教材、国際理解を深める教材、

読み物教材などが設定されてい

る。 

文法事項について、小学校で扱っ

た be 動詞、一般動詞が段階的に

導入されている。各学年とも、基

本的な構成は、①テーマに沿った

目標の確認 ②教科書本文の概要

理解 ③新出文法や新出語句の確

認 ④音声での新出文法の確認 

⑤新出文法の練習や表現活動 ⑥

テーマに沿ったまとまった文章の

読み取り（概要理解、要約、内容

について考える） ⑦テーマに沿

った発表活動 ⑧背景知識の補足

資料 ⑨複数単元のまとめとして

行う領域統合型の活動 などで設

定されている。また、新出文法の

振り返り、「話す」「聞く」「読む」

の各技能の学習、追加のディスカ

ッション・ライティング活動（第

３学年）、追加の読み物教材（第３

学年）などが設定されている。 
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（２）３者での比較 

東書 開隆堂 光村 

⑧ 他教科

との関連

等、カリ

キュラ

ム・マネ

ジメント

に資する

工夫や配

慮

カリキュラム・マネジメントにつ

いて、第１学年では、国語科と関

連して、物語の文章構成を取り上

げた『Learning LITERATURE 

in English』が掲載されている。 

カリキュラム・マネジメントにつ

いて、第２学年では、技術・家庭

科（家庭分野）と関連して、食品

表示を取り上げた『Learning 

HOME ECONOMICS in 

English』が掲載されている。 

カリキュラム・マネジメントにつ

いて、第３学年では、理科と関連

して、食物連鎖を取り上げた

『 Learning SCIENCE in 

English』が掲載されている。 

また、各学年とも、他教科と関連

する内容は鎖の形の同一のアイコ

ンで示されている。 

カリキュラム・マネジメントにつ

いて、第１学年では、国語科と関

連して、書道や百人一首を取り上

げた『Let's Enjoy Japanese 

Culture.』が掲載されている。 

カリキュラム・マネジメントにつ

いて、第２学年では、技術・家庭

科（技術分野）と関連して、カワ

セミを模して作られた新幹線の形

状を取り上げた『High-Tech 

Nature』が掲載されている。 

カリキュラム・マネジメントにつ

いて、第３学年では、保健体育科

と関連して、睡眠時間と健康の関

係を取り上げた『Good Night. 

Sleep Tight.』が掲載されている。 

また、「ごんぎつね」など、複数の

小学校の国語科で扱われた物語

が、英文で掲載されている。 

カリキュラム・マネジメントにつ

いて、第１学年では、地理的分野

と関連して、日本と世界の時差を

取り上げた『世界の時刻』が掲載

されている。 

カリキュラム・マネジメントにつ

いて、第２学年では、美術科と関

連して、葛飾北斎『冨嶽三十六景』

を取り上げた『音声ガイド』が掲

載されている。 

カリキュラム・マネジメントにつ

いて、第３学年では、理科と関連

して、絶滅危惧種の現状とその原

因を取り上げた『Living With 

Animals』が掲載されている。 

また、『Story Retelling』『Let's 

Talk!』などの帯教材が設定されて

いる。 
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令和６年度使用希望教科書選定理由書 

県立相模原中等教育学校 前期課程 

種目 道徳 

発行者の番号・略称 １１６ 日文 

教科書の記号・番号 道徳 ７０４、７０５、８０４、８０５、９０４、９０５ 

書名 

中学道徳 あすを生きる１，中学道徳 あすを生きる１ 道徳ノート 

中学道徳 あすを生きる２，中学道徳 あすを生きる２ 道徳ノート 

中学道徳 あすを生きる３，中学道徳 あすを生きる３ 道徳ノート 

使用学年 １、２、３ 

[選定理由] 

本校の教育目標は、「人格の完成をめざし、高い知性と豊かな人間性をそなえ、心身と

もに健全な、次世代を担う人材を育成する」である。また、めざす生徒像を「豊かな人間

性とリーダーシップを備える生徒」「これからの国際社会に対応する幅広い教養と社会性・

独創性を備える生徒」「よりよい社会の構築に貢献できる生徒」としている。それら教育

目標やめざす生徒像の実現に向け、本校では「表現コミュニケーション力」「社会生活実

践力」を育むために、言語活動の充実を図っている。 

これらを踏まえ、特に「思考力、判断力、表現力等」の育成、「学びに向かう力、人間

性等」の涵養、「言語能力」の育成といった観点から、設定された学習活動について全７

者を比較・検討し光村図書出版「中学道徳 きみが いちばん ひかるとき１,２,３」、日

本文教出版「中学道徳 あすを生きる１,２,３」、学研教育みらい「新・中学生の道徳 明

日への扉１,２,３」の３者に絞った。 

次に、３者について、本校の教育目標やめざす生徒像を鑑み、「リーダーシップ」、「社

会貢献」、「国際理解・国際貢献」と「情報化」の観点について、３者を比較・検討した。 

〇「リーダーシップ」と「社会貢献」に関わる「思いやる力」に関して、複数の教材か 

ら他者を尊重した集団生活について考えさせるようなユニット『いじめと向き合う』 

が各学年で設定されている。 

〇「働くことの大切さ」に関して、キャリア教育に関する教材『私は清掃のプロになる』 

や社会参画に関する教材『あったほうがいい？』が掲載されている。 

〇「国際理解・国際貢献」と「情報化」に関しては、「国際理解・国際貢献」について、 

 地球規模で考える教材『地球で分かち合う、幸せな未来』が設定されている。 

〇「情報化」に関して、第 1 学年『近くにいた友』『違いを意識したコミュニケーショ 
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ン』や第２学年『インターネットでの情報発信』など、SNS を利用した社会との関わ 

り方に関する問題を取り上げた教材や、情報の正しい活用法について考えられる、『環 

境保全と持続可能な社会』などコラムが設定されている。 

 

さらに、日本文教出版は自分の考えを記述したり、考えを振り返ったりする別冊「道徳 

ノート」が巻末に挟み込まれており、取り外しが可能なため、学習後に回収して生徒個々 

の学習状況を確認することができる。 

 

こうした教材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、日本文教出版の

「中学道徳 あすを生きる１，２，３」を選定した。 
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「県立相模原中等教育学校 令和 6 年度使用希望教科書選定理由書」補足資料 
※「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研究の結果

（令和３・４・５・６年度用）」令和 2 年 6 月（神奈川県教育委員会）を参考に作成

種目 道徳 

東書 教出 光村 日文 

未知の状

況にも対

応できる

「思考

力・判断

力・表現

力等」の

育成を図

るための

工夫や配

慮 

「思考力・判断力・表現

力等」の育成について,役

割演技など、人と関わる

ことをとおして、多面

的・多角的な考え方に触

れる『ＡＣＴＩＯＮ！』

のコーナーが設けられて

いる。また、人と関わる

ことをとおして、様々な

考えに触れる活動型の教

材が設定されている。 

「思考力・判断力・表現

力等」の育成について、

体験的な学習をとおし

て、複数の人物の多面

的・多角的な考え方に触

れる教材『不自然な独り

言』、『裏庭での出来事』

などが『やってみよう』

のコーナーに設けられて

いる。 

「思考力・判断力・表現

力等」の育成について、

教材を学んだあとに、別

の人物の視点から振り返

る『見方を変えて』や

『つなげよう』のコーナ

ーが設定されている。ま

た、１年間の学びを振り

返る『道徳の学びを振り

返ろう』が巻末に設けら

れている。 

「思考力・判断力・表現

力等」の育成について、

学習内容を他教科や活動

とつなげ、考えや視野を

広げる『君の心を打つ言

葉』などが『プラットホ

ーム』のコーナーに配置

されている。また、教材

末に、自らの考え方をよ

り深く考える『考えてみ

よう』『自分に＋１』が

設けられ ている。 

学研 廣あかつき 日科 

「思考力・判断力・表現

力等」の育成について、

視点や学習内容の違う関

連情報を取り扱った、

『クローズアップ』『ク

ローズアップ＋プラス』

などのコーナーが設定さ

れている。また、教材の

終わりに、生徒全員が同

じテーマで思考する『考

えよう』が設定されてい

る。 

「思考力・判断力・表現

力等」の育成について、

教材を学んだ後に、今の

自分の視点から振り返っ

たり、考えたりする発問

が、教材末『学習の手が

かり』の中に配置された

『考えを広げる・深め

る』のコーナーに設けら

れている。 

「思考力・判断力・表現

力等」の育成について、

話し合うことをとおし

て、複数の人物の多面

的・多角的な考え方に触

れ、自分自身の考えを見

つめる、『考え、話し合

ってみよう そして、深

めよう』のコーナーが教

材末に設定されている。 
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 東書 教出 光村 日文 

学びを人

生や社会

に生かそ

うとする

「学びに

向かう

力・人間

性等」を

涵養する

ための工

夫や配慮 

「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、

授業について振り返った

り、教材から学び、心に

残っていることを記述し

たりする『自分の学びを

振り返ろう』が設定され

ている。また、自己を見

つめ自己の学びを振り返

る『１年間で学ぶこと』

のページや、自由に思い

を書き込む『つぶやき』

をはじめ、その時の自分

の考えを記述したり、振

り返りをしたりするペー

ジが設定されている。 

「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、

自己を見つめ、振り返

り、これから学びたいこ

と、がんばりたいことを

記述する欄が巻頭に配置

されている。巻末には

『道徳の学びを記録しよ

う』や『これからを生き

る皆さんへ』、『道徳の学

びを振り返ろう』が設け

られている。 

「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、

巻末に、学んでいくにあ

たっての自分の思いや、

毎時間後に記録した学習

内容を記述し、学期ごと

に振り返り、自分の成長

を確かめるコーナー『学

びの記録』がシーズンご

とに設定されている。 

「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、

巻頭の『道徳科での学び

方』で学習過程が示され

ている。また、『考えて

みよう』では、主題に関

する発問が示され、自分

の考えを記述したり、考

えを振り返ったりする別

冊『道徳ノート』が設定

されている。 

学研 廣あかつき 日科  

「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、

巻頭の自己を見つめる

『マイプロフィール』、

巻末の心の成長を振り返

る『心の四季』『学びの

記録』において各学期の

振り返りができる構成に

なっている。また、巻末

には学期ごとの学習のま

とめが設定されている。 

「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、

自己を見つめ、振り返る

コーナーや、毎時間の学

習の記録や、心に残って

いる授業の記録を記述す

るコーナーが、別冊『中

学生の道徳ノート』に設

定されている。 

「学びに向かう力・人間

性等」の涵養について、

１年間の心の成長を振り

返るページと、１年間の

道徳科の時間を振り返る

ページをとおして、道徳

科で学びたいことを記述

するコーナーが設けられ

ている。教材の後の『込

められた想い』『もっと

知りたい』などで、自分

ができることについて考

えるコーナーが設けられ

ている。 
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 東書 教出 光村 日文 

言語能力

の確実な

育成 

言語能力の育成につい

て、巻頭の『話し合いの

手引き』では、話し合い

の進め方が示されてい

る。また、巻末には意見

発表の方法の１つの例と

してホワイトボード用の

ペンで記入するページが

設けられている。第１学

年のコラム『ＰＬＵＳ＋

探究の対話「ｐ4ｃ」』

では、ルールに沿った対

話の仕方の例として『ｐ

4ｃ』という手法が示さ

れている。 

言語能力の育成につい

て、全学年の巻頭の『道

徳科の学びを深めるため

に』では、学習の進め方

や話し合い活動の手引き

が示されている。教材末

では、自分の考えを整理

し、話し合い、考えを交

流する『学びの道しる

べ』が設けられている。

第１学年の『ルールとマ

ナー』では、考えを記入

し、話し合いに結びつけ

ていく方法が示されてい

る。 

言語能力の育成につい

て、『広げよう 人と人と

の関係づくり』では、話

し合い活動の手引きが示

されている。ペア活動や

アンガーマネジメントな

ど、相互理解に向けた話

し合い活動が示されてい

る。また、生徒が意見を

出す『考えよう』が、す

べての教材に設定されて

いる。第１学年の『深め

たいむ』では、グループ

での話し合い活動が示さ

れている。 

言語能力の育成につい

て、全学年で自分の考え

と他者の考えを記述する

欄が設けられ、それらを

対比させながら学習する

別冊『道徳ノート』に、

自分の考えと他者の考え

を記述する欄が設けられ

ている。『学習の進め

方』では、話し合いの進

め方が写真や、イラスト

を用いて、考え、議論す

る話し合い活動が示され

ている。 

学研 廣あかつき 日科  

言語能力の育成につい

て、考えを端的に記述し

たり、根拠をもって議論

したり、話し合いの中で

学んだことを記録したり

する特設ページ『深めよ

う』が各学年に掲載され

ている。第１学年の『裏

庭での出来事』では、

『深めよう』において今

後の生き方につながる話

し合い活動の例が示され

ている。 

言語能力の育成につい

て、自己を見つめる考え

を自由に記述し、教材ご

とに考えを書き込む欄や

年間の学習を通して学ん

だことを書く欄を設けた

『中学生の道徳ノート』

が用意されている。各教

材末『考えを広げる・深

める』では多面的・多角

的に考えながら話し合う

活動例や発問例が示され

ている。 

言語能力の育成につい

て、第１学年『二つの足

跡』では、話し合い活動

の例が示されている。第

２学年『ニュースで討論

「支え合いは当たり

前」』では、討論の仕方

の例が示されている。各

学年、自らの考えをもと

に議論するページが用意

されている。 
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光村 日文 学研 

［思いやる

力］他者を尊

重し、多様性

を認め合う、

思いやる力を

育てる。 

（共生、豊か

な心、いのち

の大切さ、生

命の尊厳、人

権教育、道徳

教育 など） 

［思いやる力］の「人権教育」

について、『魚の涙』や『三年

目の「ごめんね」』など、いじ

めの問題を扱った教材に関連し

た『深めたいむ』が設けられて

いる。学級づくりや人間関係づ

くりについて、いじめ問題の解

決に結びつく教材が学年の前半

に配置されている。 

［思いやる力］の「人権教育」に

ついて、『いじめと向き合う』で

は複数の教材から他者を尊重した

集団生活について考えるユニット

が各学年で設定されている。ま

た、「いじめ」を重点テーマとし

て役割演技をする『プラットホー

ム』が設定されている。 

［思いやる力］の「人権教育」に

ついて、いじめ防止に関連した

『卒業文集最後の二行』などの教

材が配置されている。「生命尊

重」などを取り上げた、『クロー

ズアップ』が配置されている。ま

た、いじめや命をテーマとした

『クローズアップ＋プラス』や、

自己肯定感について考えさせる

『あなたへ質問』が設定されてい

る。 

［社会とかか

わる力］社会

とのかかわり

の中で、自己

を成長させ、

社会に貢献す

る力を育て

る。 

（生きるこ

と、働くこと

の大切さ、自

然や人とのふ

れあい体験、

地域貢献活

動、ボランテ

ィア活動 な

ど） 

［社会とかかわる力］の「働く

ことの大切さ」について、キャ

リア教育に関する教材『私の働

く理由』が掲載されている。

「生きること」について、環境

教育など現代的な課題について

取り上げたコラム『広げよう』

のコーナーが設けられている。 

［社会とかかわる力］の「働くこ

との大切さ」について、キャリア

教育に関する教材『私は清掃のプ

ロになる』や社会参画に関する教

材 『あったほうがいい？』が掲

載されている。「生きること」に

ついて、環境問題、安全教育な

ど、現代的社会的な課題を考えら

れる教材が設けられている 

［社会とかかわる力］の「働くこ

との大切さ」について、キャリア

教育に関する教材『掃除の神様が

教えてくれたこと』や社会参画に

関する教材『町内会デビュー』が

掲載されている。「生きること」

について、ユニット学習として

『夢に向かって共に輝く』『地球

と地域の未来のために』などが設

定されている。 

［たくましく

生きる力］自

立した一人の

人間として、

社会をたくま

しく生き抜く

ことのできる

力を育てる。 

（公共心、規

範意識、責任

感、国際化、

情報化、食

育、健康教

育、コミュニ

ケーション能

力 など） 

［たくましく生きる力］の「情

報化」について、第１学年『私

の話を聞いてね』や『言葉の向

こうに』など、SNS を利用し

た社会との関わり方に関する問

題を取り上げた教材が設定され

ている。『情報モラル』のテー

マで複数教材からなるユニット

が組まれている。 

［たくましく生きる力］の「情報

化」について、第１学年『近くに

いた友』『違いを意識したコミュ

ニケーション』や第２学年『イン

ターネットでの情報発信』など、

SNS を利用した社会との関わり

方に関する問題を取り上げた教材

や、情報の正しい活用方法につい

て考えられるコラムが設定されて

いる。 

［たくましく生きる力］の「情報

化」について、第１学年『日曜日

の朝に』、第２学年『つい言い過

ぎて』、第３学年『アップロード 

ダウンロード』など、SNS やス

マートフォンの使い方に関するト

ラブル、課題を取り上げた教材

や、『クローズアップ』『ネットが

ないと生きていけない？』などの

コーナーが配置されている。 
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 光村 日文 学研 

他教科との

関連等、カ

リキュラ

ム・マネジ

メントに資

する工夫や

配慮 

（教科等横

断的に学習

を展開する

上での工夫

や配慮、中

学校３年間

や義務教育

学校９年間

の学びのつ

ながりや系

統性、基礎

的な学習と

発展的な学

習との明確 

な区分けな

ど、生徒が

学習を進め

たり教員が

指導計画を

立てたりし

やすいよう

な工夫や配

慮など） 

カリキュラム・マネジメントにつ

いて、発達段階に応じて、１年間

を３シーズンに分けた年間の学習

計画が示されている。社会科と関

連した教材として第１学年では

『日本のお米』、第３学年では『一

票を投じることの意味』という教

材が設定されている。 

カリキュラム・マネジメントにつ

いて、学習内容を他教科や活動と

つなげる『プラットホーム』のコ

ーナーが配置され、『地球で分かち

合う、幸せな未来』、『環境保全と

持続可能な社会』などが取り上げ

られている。第１学年では、国語

科と関連した『トマトとメロン』

という書写や詩に関する教材が設

けられている。 

カリキュラム・マネジメントにつ

いて、理科に関連した教材からな

る『地球と地域の未来のために』

など、他教科と関連した複数の教

材からなるユニット学習が設定さ

れている。第１学年では、保健体

育科と関連した教材『真の国際人 

嘉納治五郎』などが設けられてい

る。 
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Ｒ５使用 Ｒ６希望 Ｒ５使用 Ｒ６希望

略称 略称 略称 略称

国語 光村 光村 国語 光村 光村

書写 教出 教出 書写 光村 光村

社会
（地理的分野） 帝国 帝国

社会
（地理的分野） 帝国 帝国

社会
（歴史的分野） 日文 日文

社会
（歴史的分野） 日文 日文

社会
（公民的分野） 東書 東書

社会
（公民的分野） 帝国 帝国

地図 帝国 帝国 地図 帝国 帝国

数学 啓林館 啓林館 数学 数研 数研

 理科 大日本 大日本  理科 啓林館 啓林館

音楽
（一般）

教芸 教芸
音楽

（一般）
教芸 教芸

音楽
（器楽合奏）

教芸 教芸
音楽

（器楽合奏）
教芸 教芸

美術 光村 光村 美術 光村 光村

保健体育 東書 東書 保健体育 学研 学研

技術・家庭
（技術分野）

教図 教図
技術・家庭
（技術分野）

開隆堂 開隆堂

技術・家庭
（家庭分野）

教図 教図
技術・家庭
（家庭分野）

開隆堂 開隆堂

英語 東書 東書 英語 光村 光村

道徳 日文 日文 道徳 日文 日文

令和５年度使用教科用図書・令和６年度使用採択希望教科用図書一覧比較表

平塚中等教育学校 前期課程 相模原中等教育学校 前期課程

種　目 種　目
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